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開議 午前 ９時５９分 

 

◎開議の宣告 

○議長（髙久武男君） おはようございます。 

  散会前に引き続き本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は32名であります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案の訂正 

○議長（髙久武男君） 総務部長より発言がありま

す。 

  総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） おはようございます。 

  私から、さきに提案をさせていただきました議

案第125号でございます那須塩原市手数料条例の

一部改正についてという議案でございますが、申

しわけございませんが、この中に一部誤りがござ

いました。お手元に配付をいたしております議案

書の正誤表でございますが、建築物の確認の手数

料等々にかかわります資料23ページをごらんいた

だきたいと思いますが、その中で右列の上から６

行目、表の中にございます。何々の数2,000円と

いう数値が掲載されてございます。これが間違い

でございまして、何々の数掛ける１万2,000円と

いうふうな額になります。既に議案の提案説明並

びに議案の質疑をお受けしたところでございます

が、そういった中で誤りが発見されましたことを

大変おわび申し上げたいと思います。 

  よろしくお取り計らいいただきますようお願い

申し上げます。 

  以上でございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（髙久武男君） 本日の議事日程はお手元に

配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市政一般質問 

○議長（髙久武男君） 日程第１、市政一般質問を

行います。 

  発言通告者に対し、順次発言を許します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 中 村 芳 隆 君 

○議長（髙久武男君） 初めに、17番、中村芳隆君。 

〔１７番 中村芳隆君登壇〕 

○１７番（中村芳隆君） 皆さん、おはようござい

ます。 

  一般質問も最終日を迎えました。最終日のトッ

プバッターとして、通告に従いまして質問をいた

したいと存じます。 

  まず、最初に少子化対策についてお伺いをいた

します。 

  少子高齢化社会と言われまして久しい中、厚生

労働省は今年の６月１日、2004年の人口動態統計

を発表いたしました。１人の女性が生涯に産む子

供の数、合計特殊出生率は全国で1.289人、栃木

県においては1.37人となり、過去最低になり、少

子化に拍車をかけている傾向が明らかになりまし

た。また、出生数は全国で約110万1,000人で、過

去最低だった前年の112万4,000人をさらに下回り、

４年連続の減少となりました。本県においても、

昨年１年間で生まれた赤ちゃんは１万7,816人で、

戦後初めて１万8,000人を割り込み、少子化は深

刻さを増しており、人口減少時代は秒読みの段階
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に入ったと言っても過言ではないと思います。 

  このまま少子化が進行すると、我が国の総人口

は2006年をピークに減少に転じ、以後減少を続け

ると予想されております。国立社会保障人口問題

研究所の日本の将来推計人口によれば、毎年約60

万人ずつ減少し、2050年には約１億人と推計され

ております。 

  我が国では、戦後一貫して人口増加が続き、豊

富な労働力の投入、また需要の拡大等を通じて高

い高度成長を実現し、この中で社会保障を中心と

する公的部門も、若者が多く高齢者が少ないとい

う人口構造を前提として構築されており、人口減

少はこうした前提を突き崩すものであり、私たち

の経済社会は従来からの経済成長パターンや公的

部門のあり方について見直しを迫られています。

少子高齢化の進行の対応は、我が国の行政全般に

かかわる大きな問題ではないかと思われます。 

  こうした中、政府は少子化が特別に重要な課題

として認識され、専任の閣僚として猪口邦子大臣

を任命し、国が危機感を持って少子化の流れを変

えたいと取り組む姿勢をあらわしています。 

  本市においても、我が国が定める指針、次世代

育成支援対策行動計画を策定し、本年より10年間

集中的な取り組みを推進することとなりました。

この行動計画を策定するに当たり、市内の妊婦、

就学前児童の保護者及び小学校の保護者を対象と

して、次世代育成支援に関するニーズ調査を実施

しておりますが、この調査の結果を踏まえ、今後

実施計画をどのように考えているか所見をお伺い

いたします。 

  次に、ニート、フリーターについてお伺いしま

す。 

  少子化の原因としては、これまで仕事と育児の

両立が難しいなどを理由で結婚をおくらせたり、

結婚そのものをあきらめたりする晩婚化、未婚化、

結婚しても子育て費用などを理由に子供をつくら

ないなどが挙げられておりましたが、政府はこれ

らの説明をもとに、エンゼルプラン、新エンゼル

プランなどを実施してきましたが、出生率低下に

歯どめをかけることができませんでした。 

  国立社会保障人口研究所の調査によりますと、

近年の少子化の新しいメカニズムとして、急増す

るニート、フリーターの存在がクローズアップさ

れております。定職を持たない若者は経済力がな

い。このため、子供はおろか結婚もできず、結果

として少子化に拍車をかけていると言われており

ます。フリーターの結婚する割合は正社員の約半

分、またフリーターが正社員になれないことによ

り、婚姻数が最大で年間11.6万組も減少し、この

結果、最大で26万人の子供が生まれなくなるとい

う調査結果も出ております。社会構造の変化とと

もに、ニートやフリーターが急増していることは

大きな社会問題になっているのではないでしょう

か。 

  総務省の調査によりますと、2003年15歳から34

歳のうち、フリーターが214万、ニートが64万と

なり、今後ますます増えていくと言われておりま

す。このような調査結果を踏まえ、本市において

はニート、フリーターは何人ぐらい存在している

か。存在しているならば、その対策についてお伺

いをいたします。 

  次に、企業における両立支援についてお聞きい

たします。 

  今日の次世代法、新新エンゼルプランを受け、

自治体や従業員301名以上の企業に、職員、従業

員の子育て支援計画が義務づけられましたが、本

市においては何社が対象となっており、また計画

を提出されている状況をお知らせください。また、

企業における両立支援についてどのように取り組

んでいくかをお伺いいたします。 
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  次に、小児救急についてお尋ねをいたします。 

  最近の調査によりますと、若い夫婦で子育てに

不安を感じている方が70％台となり、日常生活の

中で子育てに関する不安や悩みを抱えている現状

ではないでしょうか。核家族化が進む中、相談す

る人が身近にいないということも考えられるとこ

ろであります。本市のニーズ調査によりますと、

安心して子供が医療機関にかかれる体制の整備、

特に急病の場合の受け入れ態勢の整備を希望する

と多くの方が望まれている結果を踏まえ、いつで

も安心してかかることができる医療機関の整備、

充実が望まれています。本市においての小児救急

医療体制についてどのように取り組まれているか

をお伺いいたします。 

  次に、幼保一元化についてお聞きいたします。 

  同じ幼児なのに、公費の格差是正や、保育園は

厚生労働省、幼稚園は文部科学省と別々の省庁で

対応している現況を踏まえ、今日政府においても

幼保一元化を求める議論が出てまいりました。本

市においても次世代育成支援対策行動計画の中で、

保育園運営計画の基本的観点からも、民間幼稚園

が保育園運営を担っていくものとし、幼稚園と保

育園の一元化を推進していくことが必要と言われ

ておりますが、幼保一元化をどのようにとらえ、

推進していくかをお伺いいたします。 

  猪口邦子大臣の就任インタビューが思い出され

ます。少子化対策に特効薬はない。だが、何もし

なければ、ますます大変な事態になる。総力を挙

げて少子化の流れを変えたいと言われた言葉であ

ります。このまちが、若者が夢を持ち、「人と自

然がふれあうやすらぎのまち」として発展してい

くためにも大切な時期ではなかろうかと思います。 

  また、各自治体においても、国・県の対策以外

に独自の施策を取り入れて実行されているようで

ありますが、本市としては今後どのような施策を

考えているかお伺いをいたします。 

  次に、道路行政についてお尋ねいたします。 

  まず、最初に西那須野・那須線（３・３・２号

線）についてであります。 

  本線工事の進捗状況についてお伺いをいたしま

す。 

  また、未整備区間の国体道路から東那須大通り、

この点、通告にありました黒磯波立線を東那須大

通り（３・２・１号線）と訂正をお願いします。

３・２・１号線までの今後の見通しについてお伺

いをいたします。 

  次に、既に２車線にて通行されております遅沢

橋周辺は本市の中心的地点であり、これから商業

地域として大いに発展が見込まれる現況や、今後

の交通量の増加が見込まれることも踏まえ、現在

の２車線を４車線にて通行できるようにならない

かをお伺いいたします。 

  最後になりますが、市道210号線、埼玉・鳥野

目線についてお伺いをいたします。 

  ２年前、旧黒磯市のとき、私、質問させていた

だき、そのとき、市長を初め市当局から前向きの

答弁をいただき、16年度に測量が行われました。

次に、調査費が計上され、工事着工へと進まれて

いくかと思われますが、今後の見通しをお願い申

し上げます。 

  明快な答弁をお願い申し上げ、１回目の質問と

いたします。 

○議長（髙久武男君） 17番、中村芳隆君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） おはようございます。 

  17番、中村芳隆議員の市政一般質問にお答えを

いたします。 

  私からは、少子化対策についての中の次世代育
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成支援対策行動計画についての中の①についてお

答えをいたします。 

  ニーズ結果を踏まえて、実施計画をどのように

考えているのかというご質問でございますが、平

成15年度に保育需要の実態調査を旧３市町におい

ておのおの実施し、16年度にはこのニーズ調査の

結果を踏まえ、３市町合同で策定委員会を組織し、

17年３月に実施計画を策定いたしました。その行

動計画につきましては、平成17年度から21年度ま

での５年間を前期計画とし、最終年度の21年度に

必要な見直しを行い、平成22年度からさらに５年

間を後期計画として、あわせて２期の10年間を計

画期間としております。 

  本行動計画は、親と子が育ち合い、健やかにふ

れあえるまち那須塩原を基本理念に、地域の特性

を踏まえ、かつ地域間のバランスに配慮し、基本

施策、事業を掲げ、本格的な数値目標を掲げたも

のとなっております。関係機関及び地域住民と連

携し、少子化対策、子育て支援施策の数値目標の

実現に向けて努力をしてまいりたいと考えており

ます。 

  このほかにつきましては、市民福祉部長、建設

部長より答弁をいたさせます。 

○議長（髙久武男君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） 私からは、少子化

対策についてのうち、②から⑥番まで順次お答え

をいたします。 

  まず、②のニート・フリーター対策についてで

ございますが、国においては若者の自立挑戦のた

めのアクションプランに基づきまして、ハローワ

ーク等でのフリーター専用の相談窓口の設置や就

職後の定着指導等の就労支援を行っております。

また、栃木県においては、若者対象の就職基礎能

力アップ講習や職業訓練による就労機会の拡大な

どの取り組みが進められております。 

  本市では、中学生を対象としたマイチャレンジ

事業を実施し、働くことの意義、おもしろさを体

系的、効果的に理解させる取り組みを行っている

ところであります。 

  今後も国・県及び関係機関との連携を密にし、

ニート、フリーター対策の一つでもある就労機会

の拡大を図るため、新たな企業の立地促進や創業

支援等に努めていきたいと考えております。 

  ③点目の企業における両立支援についてお答え

をいたします。 

  企業における子育てと仕事の両立支援につきま

しては、事業所に育児介護休業制度を普及、定着

させることが重要な課題だと考えております。あ

わせて、労働時間の短縮など、労働環境の改善を

図ることも必要だと考えております。 

  市といたしましては、国等の支援策を受け、事

業主等の制度への理解を深めることや労働条件の

改善への要請などを行うとともに、就労機会の拡

大や就労環境の改善などにより若年者の生活の安

定が図られ、結果として少子化対策につながれば

と考えております。 

  次に、④点目の小児救急医療体制についてお答

えをいたします。 

  現在、小児の救急医療体制につきましては、那

須地区広域行政事務として対応をしております。

休日昼間の初期救急につきましては、在宅当番医

制として市内の内科、小児科医等が対応し、夜間

は黒磯・那須地区休日急患診療所と大田原市休日

急患診療において行っているところであります。

また、平日の夜間から翌朝の初期及び二次救急に

つきましては国際医療福祉病院、土曜日の夜間か

ら日曜日の朝までを菅間記念病院、そして日曜日

朝から夜間、月曜日の朝までを大田原赤十字病院

で対応をしております。 

  このような救急医療体制の内容につきましては、
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本年５月に市内全家庭あてに小児救急診療のお知

らせを配布いたしまして、周知に努めたところで

あります。 

  続きまして、⑤点目の幼保一元化をどのように

とらえ、推進していくかについてお答えをいたし

ます。 

  幼保一元化につきましては、就学前の教育と保

育を一体としてとらえ、一貫した総合施設の設置

について、平成18年度までに検討するということ

が国の基本方針であります。今年度につきまして

は、平成18年度実施に向け、文部科学省と厚生労

働省が総合施設モデル事業として全国36か園を指

定し、モデル事業に取り組んでいるところであり

ます。 

  本市といたしましては、現在国において実施し

ておりますモデル事業などの結果を参考にしなが

ら、今後の保育行政の一形態として教育委員会と

協議をしてまいりたいと考えております。 

  最後に、⑥点目の本市としての独自の施策をど

のように考えているかでございますが、これにつ

きましては、昨日、吉成議員にお答えしたとおり

でございます。 

  以上であります。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（君島富夫君） それでは、２の道路行

政につきましてお答えを申し上げます。 

  (1)の西那須野・那須線でございますけれども、

本線は県事業として整備を進めているところでご

ざいます。平成16年度に３・３・２黒磯区間の豊

浦工区が開通をいたしました。続く上厚崎工区の

うち国体道路までの区間につきましては、平成20

年度の開通を目標に現在整備を進めているところ

であります。 

  また、未整備区間の３・２・１東那須野大通り

までにつきましては、本路線が市街地拠点を連結

する基幹道路であることから、早期着工について

引き続き県に要望してまいりたいと考えておりま

す。 

  次に、遅沢橋周辺の４車線化につきましては、

現在暫定２車線で供用しているところであります

が、西那須野区間の３・３・３産業通りと、黒磯

区間の３・３・２黒磯那須北線のネットワークが

構築された段階で検討してまいりたい、こういう

ことでございます。 

  続きまして、市道210号埼玉鳥野目線の道路整

備についてお答えを申し上げます。 

  この道路につきましては、黒磯地区市街地の外

周を結ぶ道路でありまして、また鳥野目河川公園

へのアクセス道路として利用度の高い重要な路線

であると考えております。このようなことから、

昨年度、16年度に道路整備のための事前調査とい

たしまして現況測量を実施したところでございま

す。 

  今後も引き続き早期事業化に向けて計画を進め

てまいりたい、このように考えております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） それでは、補足説

明をさせていただきます。 

  先ほどニート、フリーターの関係で、本市並び

に県内の人数等のご質問があったわけですけれど

も、本市ではフリーター、ニートの人数的には推

計はしておりません。県の推計人数でご勘弁願い

たいと思います。県で推計している人数につきま

しては、15歳から34歳の人口、これは在学者、女

性、既婚者を除く人口ですが、27万6,700人、そ

のなかでフリーター数が３万700人、ニートにつ

きましては１万3,300人という数字で推計をして

おります。 

  続いて、②の企業における両立支援の中で行動
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計画の策定が義務づけられている企業につきまし

ては、本市では６事業所が義務づけられておりま

す。300人以上の６事業所すべて計画が策定済み

になっております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 17番、中村芳隆君。 

○１７番（中村芳隆君） ただいま市長から、調査

結果を踏まえ、実施計画の所感をお聞きいたしま

した。次世代育成支援対策行動計画の策定に当た

っての市民約7,400名からのアンケート方式によ

る意識調査ということでございまして、子育て家

庭の生活実態や子育てに関する意識、日常生活の

現状が把握され、子育て環境の整備の方向性も定

まり、これからの推進に当たり、児童福祉の部門

にとどまらず、教育、保健、都市計画、住宅、産

業、経済など、庁内の関連部局署が連携を強化さ

れ、市全体で取り組む意気込みを感じたところで

あります。 

  子供は社会全体の宝であり、その誕生、健やか

な成長は社会全体で支援していくという基本理念

のもとに、私たちの地域の実情に合った施策を見

つけ出して実施していくことが大変重要になって

いくことではないかと思います。私も市民の声を

しっかりと受けとめ、勉強しつつ、当局と一緒に

なって取り組んでまいりまして頑張ってまいりた

いと思います。 

  今日は何点かに絞って再質問をしてまいりたい

と思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  ただいまニート、フリーターについて、実数、

県の話が出てまいりまして、本市においては調査

の結果がないということでございますが、全国的

にはもう大変な数になっておるところでございま

して、社会問題になっております。また、今、産

業部長のほうからもありましたように、大体県に

おいては３万700人、またニートにおいては１万

3,000人前後ということでございます。 

  いずれにしましても、せっかく働くような能力

とでも申しましょうか、年齢に達しても定職を持

たない、また職業訓練にも参加しないといった者、

ニート、聞きなれない言葉でありますが、最近新

聞紙上などでそういうふうな言葉を聞いて認識を

するようになったわけですが、フリーターなどは

ちょっと調査をしますと、３年ぐらいで離職され

てしまう。私、勤めてみたけれども、ちょっと合

わないんだといってやめてしまう方が自然と転職

を繰り返しているうちにフリーターという形にな

ってしまうということで、先ほど市民福祉部長の

話ですと、ハローワークにおいてもそういった窓

口で定職につくような支援をしているというよう

なこともありますし、また本市においては中学生

にマイチャレンジといって働く希望を持った施策

も取り入れてやっているということでございまし

て、非常にそういった意味では本市ではこれから

こういうフリーター、ニートが出ないような環境

をつくっていただいて、やはりしっかりと対応し

ていただきたいと思っております。 

  先ほど申しましたように、ニート、フリーター、

収入といたしましても正社員の３分の１、年収に

しますと、そういう形の結果報告が出ております。

そういった方がやはり、どうしましても所得が低

いということで安定した生活基盤を築けないので、

結婚にいくこともできない。そして、それによっ

て自分で赤ちゃんも産むこともできないといって、

私たちのまちにそういう方が増えますと、どうし

ても人口的に伸びる要素がないということも懸念

されますので、そういった対策、今少ないうちに

しっかりとした対策を実行して進んでいっていた

だきたいと思っております。 

  続いて、企業における両立支援についての件で
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ございますが、男女がともに子育てと仕事が両立

できるように育児休業制度の普及定着を促進する

ために、労働時間の短縮や労働条件の改善につい

ての自治体や従業員300名以上の企業に子育て支

援計画提出が義務づけられましたが、下野新聞に

よりますと、対象企業117社ありまして、４月ご

ろ調査されたようでございますが、117社のうち

52社にとどまっておりまして、当時はまだ６割が

未提出ということでございましたが、先ほど産業

観光部長の答弁によりますと６企業すべて提出さ

れているということで、本当にしっかりとした計

画の上に進んでいるのかなということで思ってお

ります。 

  だが、そういった大きい企業、那須塩原市、人

口11万5,000の中で６企業が300名以上の事業所と

いうことでございますが、大体の企業、これは正

直申しまして中小企業、零細企業が現実かと思っ

ております。そういった中で、そういった小さい

会社に対して、行政としてこういう両立支援に対

する支援はどのように考えておりますか、お聞き

したいと思います。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 先ほど申した大企

業300人以上については、６企業それぞれ行動計

画は策定しているわけなんですけれども、中小企

業については、現在努力義務ということで強制的

なものはないわけなんですけれども、いずれにし

ても、那須塩原市は中小企業が相当数あるもので

すから、これからハローワークとよく検討、連絡

を密にしながら、できれば、努力義務ですが、こ

の行動計画策定のほうは指導していきたい、この

ように考えております。 

○議長（髙久武男君） 17番、中村芳隆君。 

○１７番（中村芳隆君） いずれにしましても、本

当に本市においては90数％という高い数字で中小

企業、零細企業が存在した中での両立支援という

ことで対策を練っていかなければ、本当に市内全

域に全うすることができないと思っております。 

  先日、那須塩原市特定事業主行動計画、この庁

内、市役所のやつが出され、私も中身を見させて

いただきました。本当に職員のアンケート調査を

もとにすばらしい行動計画が策定されておりまし

て、しっかりと推進されていることを希望すると

ころでございますが、本当に中身を見て、恵まれ

ている環境の中でそういったものに取り組まれる

ということで、私ども、小さい企業また一市民に

とりますと、うらやましいのかなという感じはし

ますが、こういう時代でありますから、正々堂々

とそういったものにしっかり取り組んで、育休な

り何なりしっかりととっていただいたりするべき

ではないかと思っております。 

  そういった認識のもとに、やはり小さい企業に

対して行政がしっかりとした支援をということも

考えまして、先日、鈴木議員からも鹿沼の件が出

てまいりましたが、ちょっと中身を勉強させてい

ただきましたら、鹿沼市においては企業内子育て

環境アップ事業といたしまして、法人市民税を納

付する従業員数が30人以上の企業に対し助成をし

たいということで、細かく出しております。労働

時間、就業規定などの策定支援、経費総額の２分

の１、10万円を限度とするとか、雇用に伴う専門

家のアドバイスの契約料の支援とか、また事業所

内託児所施設雇用支援として保育士１人当たり10

万円、最大３年間１事業所１回とか、育児休業代

替要員確保等支援、復職した従業員１人当たり10

万円といった細かい施策をそれぞれの小さい企業

に対しても手を差し伸べられている施策を実行し

ております。 

  そういったものを踏まえて、どのように考える

か、もう一回聞かせていただきたいと思います。 
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○議長（髙久武男君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） お答えをいたしま

す。 

  鹿沼の例をご提示いただきました。私どもも資

料を見させていただきました。確かに企業内子育

て環境アップ事業ということで、かなりのメニュ

ーでございます。特に特筆すべき点は、市単独事

業費ばかりでなく、国の外郭団体と思われますが、

21世紀職業財団、こういった財団の財源を活用し

てこういった事業を行うというのは大変魅力的な

事業だというふうに感じております。当方につい

ても積極的にこの事業のあり方、鹿沼市の状況な

どを調査して今後の研究課題とさせていただきた

いと思います。 

○議長（髙久武男君） 17番、中村芳隆君。 

○１７番（中村芳隆君） 部長の答弁、本当に前向

きに考えていただいて、そういった小さい企業、

那須塩原市で一生懸命頑張っている企業にもそう

いった手を差し伸べて、やはりそういう子育て環

境支援をしていただきたいと思っております。 

  続きまして、小児救急医療体制について再質問

したいと思います。 

  少子化ゆえに、医療の現場でも年々競争の原理

の中で絞り込まれているのが現実ではないでしょ

うか。小児科の医師不足が指摘されております。

本市は独自の市立病院を持っていないために、市

内病院をはじめ広域医療機関との連携及び県・国

との連携が不可欠ではないかと認識しております。

先ほどのいろいろな対策はもう講じておられると

いうことでございますが、24時間の救急医療体制

を維持していくためには、大きな病院でも小児科

の先生が大体10名ぐらいいないと対応し切れない

というようなお話を聞いたこともございます。 

  そんな中で、先ほど土曜、日曜とか夜間、そう

いった中で、福祉病院、また日赤、菅間病院等々

挙げられたところでございますが、現況では小児

科の先生が今、日赤で２名、また福祉病院では６

名、菅間病院では週に１名の先生という感じのお

話を聞いたことがあるんですが、現実的にどうで

ございましょうか。 

○議長（髙久武男君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） 管内のいわゆる拠

点病院の小児科医あるいは内科医の実数までにつ

いては、現在のところ把握しておりませんので、

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 17番、中村芳隆君。 

○１７番（中村芳隆君） 本当に現実としましては、

若いお母さん方が夜間風邪を引いてとか、突然お

かしな症状になって病院に駆けつける。先生が対

応していない。それゆえに、悪い言葉で言うとた

らい回し的な感じで、せっかく治るべき病気も治

らないで死んでしまったという事例もあるように

聞いております。 

  そういった面においても、那須塩原市に住んで

いる子供さんが安心して、いつでもかかれる体制

の確立を、医師会、また先ほど申しましたような

関係機関と連携を密にし、また知事、県のほうに

も要望し、そういった体制をつくっていただける

よう要望しておきたいと思っております。 

  続きまして、幼保一元化について再質問したい

と思っております。 

  18年度までに国においても検討課題ということ

でのご答弁をいただきまして、全国36か所、モデ

ルケースとして対応されているということでござ

いまして、国においても幼保一元化を目指し、国

家戦略として重視し、幼保教育の無償化を目指す

といった機運が今上がっていると思っております。

先ほどもちょっと申しましたように、公費の格差

是正といったものも問題になっておろうかと思っ

ております。 
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  そんな中で幼稚園でも保育園でも父母が子育て

のニーズに賄い切れないため、総合施策的幼稚園、

公権で総合システム化を図っていくというような

施策を若干考えていた時期が国でもあったわけで

して、そんな中で総合施設ではなくて、総合シス

テム化を図っていくという中で、現在、幼稚園で

はゼロから２歳児が、保育園、80％が子育てを自

分で家庭で子育てをしている現在、そんな中で幼

稚園においては未就学園児登園として、週１回親

子登園が行われているのは、現実かどうか確認し

たいと思っております。 

○議長（髙久武男君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 市が経営しています

塩原幼稚園では、そういう計画というか、実績は

ありません。それから、ほかはすべて私立の幼稚

園でありまして、そういう事業についての調査は

いたしたことがありません。 

○議長（髙久武男君） 17番、中村芳隆君。 

○１７番（中村芳隆君） 私のちょっと調査不足か

どうかわかりませんが、市内、旧黒磯市内の幼稚

園においてはそんな形で取り組まれているという

形で、幼保一元化に向かった対応かなという感じ

はいたしたところであります。 

  先般の９月議会においても、保育園の公設民営

化というものに取り組まれて、将来的に向かって

はそのような形になっていくというようなことも

兼ねあわせまして、そんな形で進まれるのかなと

いう感じはいたしております。 

  そんなものを考えてみますと、私どもの市にお

いても、幼稚園は教育総務課、保育園は福祉課と

いったばらばらの対応ではなくて、それを一つに

まとめた課として対応できる窓口を、それに向か

って取り組んでいかれるかどうかお聞きしたいと

思います。 

○議長（髙久武男君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） お答えをいたしま

す。 

  県内の状況等を見ますと、やはり少子化対策は

大変重要な課題というふうに認識しておりまして、

課の名称としても子ども課あるいは子育て支援課

などという名前を用いて、親子福祉担当とか子供

担当ということで、いわゆる子供に関する施策を

集中化させるというような取り組みが行われてい

るところでございます。 

  本市におきましても、児童福祉政策の集約ある

いは児童福祉の企画を担当する部門として、子供

政策担当のそういった部門を次期機構改革に向け

て、担当部局管内で研究をしていきたいというふ

うに考えております。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） 17番、中村芳隆君。 

○１７番（中村芳隆君） 本当に前向きの姿勢で取

り組まれるということで、本当に頑張っていただ

きたいと思っております。 

  合併しまして、県内49市町村から現在は33市町

ございますが、こういった国の施策を先取りして

所管の窓口を１つにする。５つぐらいで、もう既

にやっておられるということもお聞きしていると

ころでございます。どうかそういった意味におい

ても、この一元化を目指すとともに、窓口の１つ

としての支援体制を強化していっていただきたい

と思っております。 

  次に、本市としての独自の施策をどのように考

えているかということで再質問させていただきま

す。 

  先日の吉成議員に答弁されたということでござ

いますので、本当に吉成議員からもお金のかから

ない支援の施策として３点、４点挙げられたと思

っております。そんなことも踏まえて取り組まれ
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るかとは思っておりますが、今日の少子化時代に、

やはり国・県の施策の後追い的施策ではなくて本

市独自の施策を取り入れて、子育てに優しいまち

として、さらなるアピールをすべきではないかと

思っております。 

  これからは若者が、まず市外へ転出しないよう

に、また市外から魅力あるまちとして移り住んで

もらうことも非常に大切ではないかと思っており

ます。そんな中で、ちょっと新聞を見ておりまし

たら、宇都宮市などでは家賃補助制度を設け、ア

パート、マンションに住む若者夫婦に５年間、

月々３万円の２分の１を補助しております。また、

先日、鈴木議員が質問で言われましたように、鹿

沼市においても子育て環境を手厚く整備され、18

事業の中で少子化対策を発表し、来年から取り組

まれるということでございます。既にもう取り組

んで人口増を達成された町村もあるということも

お聞きしている中でございますので、それぞれの

自治体がみずからの持続的発展のために人口増へ

の取り組みを図られている現実であります。そん

な中で、私たちのまちが21世紀に生きる子供たち

の未来に夢を持てるまちとしてこれからも発展し

ていくためにも、今のうちからしっかりと取り組

まれていくことを要望し、次の質問に移りたいと

思います。 

  道路行政について再質問をさせていただきます。 

  ３・３・２号線の進捗状況につきましては、豊

浦工区が開通しまして、本当に上黒磯線、公園ま

で板室街道からスムーズに４号に抜ける環状線と

しての機能が発揮されております。豊浦工区、埼

玉街道から国体道路までかと思いますが、これが

20年までに開通されるというご報告を今いただい

たところでございます。本当にこの上黒磯から

400号まで３・３・２号線が全線開通になります

と、市としての一体感を共有できるのは当然であ

りますとともに、本市の大動脈としての中心的道

路になっていくのは間違いないところとして、一

日も早い開通を全市民が望んでいるのではないか

と思います。県の事業でございますが、県との連

携を図り、一日も早く全線開通されることを希望

していきたいと思っております。 

  そんな中で、国体道路から東那須大通り線、

３・２・１号線の未整備についてでありますが、

非常にまだはっきりこれは着工する日にちは、部

長、決まっていないんですね。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（君島富夫君） ただいまご質問ありま

したけれども、西那須野・那須線につきましては、

来年度、西那須野地区の国道４号、400号との交

差点の改良をまず第一に考えるということで、来

年度から400号との交差点を県で事業の着手をし

たいということにあわせて、市としましても、そ

の先の四区工業団地までの計画を入れて事業に着

手したい、こういうことで、今月中には県ともど

も地元に入って説明会を開く、こういう状況にな

ってございます。 

  ですから、そういう優先的なものがありますの

で、そういうものが終わった段階で逐次、もちろ

ん要望はしておりますけれども、県としましても、

逐次整備をしていく、こういう話になっておりま

すので、ただいまご質問ありました区間について

は、いつ着工ということでは、まだ決まってござ

いません。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） 17番、中村芳隆君。 

○１７番（中村芳隆君） 本当に財政上限られた中

でやっていかれる県の立場も理解はするところで

ございますが、本当にあの区間、ちょっとお話に

よりますと、前知事の福田昭夫知事のときに、並

行して走っている唐杉線が整備されているので、
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当分支障ないんじゃないかといったことも聞かれ

たわけでございまして、知事もかわりましたし、

現在の福田富一知事は最初に合併した那須塩原市

に対して何か褒美をあげなきゃいけないなんてい

うことを常に言われておるわけでございまして、

そんな中、ひとつ、この一体感、またこういう整

備によっての活性化、そういったものに関しまし

て力強く知事のほうへも未整備の区間を早目に開

通させるようなものへ働きかけていただきたい、

こう思っております。何とかひとつよろしくお願

いしたいと思っております。 

  続きまして、遅沢橋周辺の４車線化について質

問するわけでございますが、全線開通もないのに

２車線を暫定で開通しているところを４車線にし

ろなんて虫のいい話かもしれませんが、あの地点

は本当に、将来は新市建設計画の中でも新庁舎の

有力な候補地の一つではないかなと思っておりま

すし、また中心的立場から商業地域としても大い

に発展を期待されているところではないかと思っ

ております。いろいろな企業が進出するにも、や

はり交通の利便性の確保は本当に企業にとっても

魅力でありますし、そういった意味においても早

く４車線化を促進していかなければ、そういった

条件を満たさないということも考えられますので、

一日も早くお願いをしたいと思っております。 

  用地も取得されておりまして、残土も置かれて

いるようでございますが、部長、あれは現実には

用地買収は終わっているんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（君島富夫君） 用地買収を終わってお

るというふうに聞いておりますけれども、その中

で、先ほど質問ありましたけれども、前知事がそ

ういうことを言ったかどうかは私も聞いておりま

せんけれども、いずれにしましても、新市建設計

画の中でも県の支援事業としまして３・３・２に

ついては載せていただいてあります。そういうこ

とで、今後も整備については県も積極的にやって

くれるものと思っておりますし、強力に要望して

いきたい、このように思っております。 

  それで、ご指摘のありました地区については、

ご案内のとおり那須塩原市の中心地になるであろ

うということで、那須塩原駅前の区画整理が終わ

って、３・３・２西那須野那須線が全線結ばれる

ということになれば、那須塩原市の一体性からい

っても非常に重要な路線だろうと、このように思

っております。 

  そういうことからしても、４車線化については、

あの地域、まださほどではございませんけれども、

いろいろな開発も出てくるように聞いております

ので、そういう状況を見極めながら、県のほうに

も要望していきたいと、このように考えてござい

ます。 

○議長（髙久武男君） 17番、中村芳隆君。 

○１７番（中村芳隆君） ありがとうございます。 

  そのように、常に県のほうにアプローチをして

いっていただければと思っております。 

  本市の財政も厳しい中、独自の公共事業は難し

いと思われます。国・県の予算を有効に利用する

手だてのため、土木を初めとする今の土地改良関

係の事業の推進のためにも、県関係の担当部門へ

の積極的な対応をしていただきまして、太いパイ

プを構築していっていただければと思っておりま

す。 

  続きまして、最後の210号埼玉鳥野目線につい

て再質問をさせていただきたいと思います。 

  本当に前回も申し上げましたが、この道路の地

域は地域の生活道路として、また東原小学校、北

中への通学路として、また鳥野目オートキャンプ

場に通ずる幹線道路として常に重要な路線であり

まして、本当に地域の幹線道路として、活性化の
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ためにも一日も早い整備を望まれているところで

ございます。おかげさまで測量業務が終わりまし

て、本当に次には設計、買収といった形で進まれ

るかと思っております。 

  先ほど、部長のお話でも非常に前向きに検討さ

せていただいて、平成18年度ぐらいには予算づけ

がなるかどうか、ちょっと確認をさせていただけ

ますか。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（君島富夫君） はい。ご指摘のとおり、

日常生活道路ももちろんでございますけれども、

先ほど申し上げましたように、黒磯地区の外周道

路というような位置づけもしてございます。そう

いう中で、16年度に測量もやっているという状況

からしまして、当然18年度予算としては要求をし

てまいりたい、このように思っておりますし、先

ほど申し上げましたけれども、市全体の中での道

路計画というものも現在計画をしているところで

ございます。そういうものにも乗せて、一日も早

く完了したい、このように考えてございます。 

○議長（髙久武男君） 17番、中村芳隆君。 

○１７番（中村芳隆君） 本当にありがとうござい

ます。期待をしているところでございます。 

  平成16年度に測定費がついているという実例を

確認させていただいた中で、ここで総務部長さん

にちょっと確認したいところがございますが、合

併協議会の中で、平成17年度は新規事業は当分見

合わせて、継続事業からというわけでございます

が、そういった中で、今、建設部長のほうからも

前向きに18年度は予算を出していきたい、こう言

っておるところでございますが、財政をあずかる

総務部にしましてはどのような考えを持っている

かお聞きします。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 平成18年度に向けた予

算の中でどう考えるかというふうなご質問かと思

います。 

  私どものほうといたしましても、那須塩原市の

全体的な道路整備、そういった観点から、必要性

あるいは優先性、そういったものを加味しながら

十分に今後検討してまいりたいなというふうに思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 17番、中村芳隆君。 

○１７番（中村芳隆君） 先ほどからお願いしてい

ますように、非常に重要な路線という認識をもう

一度持っていただきまして、前向きに対処してい

ただけますことを要望いたしまして、私の質問を

終わりたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 以上で、17番、中村芳隆君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 岡 本 真 芳 君 

○議長（髙久武男君） 次に、１番、岡本真芳君。 

〔１番 岡本真芳君登壇〕 

○１番（岡本真芳君） 皆さん、おはようございま

す。 

  議席番号１番、岡本真芳でございます。私自身

これが初の登壇ということで、大変緊張しており

ますが、張り切っていきたいと思います。 

  私からは、大きく分けて２つの質問でございま

すけれども、今議会は22名の一般質問ということ

で、私、そのうち19番目でございます。重複した

質問事項もあると思いますが、執行部からの温情

に満ちあふれた答弁をいただけますことを期待申

し上げまして、通告書に従いまして第１回目の質

問を始めます。 

  １市２町が合併し、間もなく１年が経過しよう
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としています。そろそろすり合わせ調整中という

言葉も徐々に使いづらくなりつつある中で、市民

の間や、ましてや議員の間においても、まだまだ

黒磯は、西那須は、塩原はという声が多く聞こえ、

いまだに統一感を得られずにいると思われます。

一刻も早く物心ともに合併が実りあるものと実感

できるよう、努力する必要があると思います。 

  そこで、質問事項第１として、固定電話による

市外局番についてであります。 

  この事項は、さきに行われました６月議会で既

に一般質問された事項でありますが、あれから半

年が経過したにもかかわらず、何の動きも見えな

いということは精神的にも隔たりを感じずにはい

られません。宇都宮地区も市外局番３けた化にな

るためには、長い時間と多大なる労力を費やした

と聞いておりますが、本市においても行政側から

の継続的な強いアプローチが必要と思われますが、

これまでの進捗状況についてお伺いするものであ

ります。 

  次に、教育行政でありますが、私の前に中村議

員より少子化対策について質問されたところでは

ありますが、これは国家的問題でもあり、あわせ

て教育行政もとてもかかわりの深いものがあると

思われます。 

  そこで、(1)として、西那須野地区の中学校大

規模解消についてであります。 

  これもまた、今回、松原議員より一般質問され

ておりますが、７月、８月に行われました市政懇

談会においても多くの市民から新設を望む声が上

がっておりますので、再度具体的に市当局の考え

方をお伺いいたします。 

  (2)は、スポーツ振興についてであります。 

  黒磯運動場には市民一人一スポーツのスローガ

ンが大きく掲げてありますが、まさしくこれを推

進していくことで市民の心身ともに健全な営みが

得られるものと考えられます。また、財政面にお

いても大きなウエートを占めているのは保険料で

ありますが、スポーツをすることにより健康にな

れば、大幅な圧縮が期待されると思われます。 

  そこで、①として、本市内には日本陸連公認の

陸上競技場がないために、大会記録は未公認の参

考記録となってしまいます。それを踏まえて、公

認陸上競技場の設置についてお伺いいたします。 

  次に、②は、来年2006年にはサッカーワールド

カップがドイツで開催されますが、日本代表も予

選大会を勝ち抜き、本大会出場の切符を手にする

ことができました。これは国民全体が大いに盛り

上がっているところであります。本市においても

サッカーを愛好する少年たちは数多くおります。

そこで、芝生整備のサッカー専用グラウンドの設

置についてお伺いをいたします。 

  次に、③として、合併時体育施設の利用料金が

設定されましたが、この料金体制を市としてはど

のようにとらえているのかお伺いをいたします。 

  ④番目は、三島体育センターグラウンドのナイ

ター設備が冬季利用不可となっております。その

理由をお伺いいたします。 

  スポーツ振興の⑤として、三島体育センター及

びにしなすの運動公園の設備、用具についてであ

りますが、例えばさびだらけのサッカーゴール、

穴だらけのフェンス、そしてめったに貸し出され

ないソフトボール用の簡易フェンス等、管理運営

状況についてお伺いをいたします。 

  最後に、市内小中学校の関東・全国大会出場の

支援についてであります。 

  ①としまして、遠征時の交通費補助については、

これまで最低料金となっていましたが、遠距離の

場合の見直しはできないのかお伺いいたします。 

  ②として、出場時の報償金支援の制度がありま

すが、そのあり方についてお伺いをいたします。 
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  以上をもって、第１回目の質問といたします。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） １番、岡本真芳議員の市政

一般質問にお答えをいたします。 

  私からは、教育行政の(3)の市内小中学校の関

東大会・全国大会出場の支援についてお答えをい

たします。 

  ①の遠征時の補助と②報償金のあり方について

でございますけれども、児童生徒の心身の健全な

育成を図ることを目的といたしまして、本市にお

いては運動競技及び文化活動を奨励し、その活動

に対しまして補助をいたしております。補助の内

容等につきましては、那須塩原市立小中学校児童

生徒スポーツ等補助金交付要綱に基づき、小学校

及び中学校体育連盟の主催または共催大会での郡

大会以上の大会に出場する際に、交通費、宿泊費

を補助しております。文化活動についても同様で

ございます。 

  なお、奨励金につきましては、各種大会におい

て賞状や入賞メダル等を授与されておりますので、

奨励金を支給する考えは持っておりません。 

  関東大会以上の大会につきましては、激励費を

渡しております。 

  このほかにつきましては、企画部長、教育部長

より答弁いたさせます。 

○議長（髙久武男君） 企画部長。 

○企画部長（松下 昇君） 私のほうからは、１番

目にありました固定電話による市外局番について

お答えをいたします。 

  市内通話で市外局番が必要になっている点につ

いてのご質問でございますが、これまでの経過に

つきましては、先ほど質問にもありましたが、６

月の議会で金子議員のご質問にお答え申し上げま

したけれども、携帯電話やＩＰ電話の普及により

まして固定電話は減少しており、事業者といたし

ましても巨額の設備投資は困難な状況にあるとい

うのが現状でございます。こういうことで、大変

厳しい状況にあるとご理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 続きまして、教育行

政についてお答えを申し上げます。 

  西那須野地区の中学校大規模化解消につきまし

ては、松原議員にお答えしたとおりであります。 

  続きまして、スポーツ振興でございますけれど

も、公認陸上競技場の設置及び芝サッカー場の設

置のご質問についてお答えをいたします。 

  ご提案のありました公認の陸上競技場、芝整備

のサッカー場等体育施設の設置につきましては、

長期的な課題として検討してまいります。 

  それから、体育施設の使用料については、合併

協議により調整された事項です。負担の公正及び

応益負担の原則から、受益者自身から相応の負担

を求める制度として４月１日から実施しています

が、今後も現在の使用料制度を維持してまいりた

いというふうに思います。 

  続きまして、三島体育センターグラウンドのナ

イター設備の冬季利用については、11月１日から

翌年の３月31日の間、グラウンドの管理及び芝の

養生管理の面から貸し出しをしておりません。 

  それから、設備用具の管理状況でありますが、

三島体育センター及びにしなすの運動公園のみな

らず、各体育施設において使用者がいつでも利用

できるよう管理しております。これらの施設の管

理や備品等の貸し出しについては、スポーツに親

しむ利用者が親しんで利用できるよう努めており

ますが、利用者にご不便をおかけしないよう、今
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後も十分に施設や備品の管理をしてまいります。 

  以上で答弁を終わります。 

○議長（髙久武男君） ここで10分間休憩いたしま

す。 

 

休憩 午前１１時０８分 

 

再開 午前１１時１８分 

 

○議長（髙久武男君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） それでは、先ほどの答弁を

受けまして、早速再質問をさせていただきます。 

  まず、固定電話による市外局番についてという

部分でありますけれども、先ほどの答弁の中でＩ

Ｐ化が進んでいるというお答えがありましたけれ

ども、この庁舎においてのＩＰ化というものはど

の程度まで進んでいるのかお伺いいたします。 

○議長（髙久武男君） 企画部長。 

○企画部長（松下 昇君） 現在のところ、ＩＰ化

は庁舎の内部ではできておりません。今後の課題

ということで、来年度も地域情報計画等、公共ネ

ットワーク等を検討してまいりますので、その中

でも検討させていただきたいと考えてございます。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） そうしますと、現在庁舎に

対しての電話というものは市外局番をつけた電話

で一般回線で行っているということだと思います

けれども、それではＩＰ化が進んでいる、固定電

話の減少化が進んでいるという部分ではちょっと

食い違ってきているのかなと思いますけれども、

さきの６月議会のときに答弁の中では、旧市町に

おいて申請をしてあるというお答えがあったと思

うんですけれども、具体的にどのような作業が必

要で、また費用的にどの程度かかるのかという部

分、具体的な把握がされているのかどうかをお伺

いいたします。 

○議長（髙久武男君） 企画部長。 

○企画部長（松下 昇君） お答えをいたします。 

  先ほど庁舎間の番号の件のご質問がありました

けれども、その件につきましては違う関係で防災

無線というのがありまして、内線的にかけられる

ものがあるんです。それを極力使うようにお願い

を庁舎間ではしております。ですから、私も市長

にかけるときは内線的にかかるルートがありまし

て、それを使っているというふうにご理解いただ

きたいと思います。 

  それから、統一関係の費用関係等、どういう作

業が必要なのか。私も専門家ではないのでうまく

説明できないかもしれませんけれども、少しご説

明させていただきますと、西那須、塩原関係は大

田原の管内に入っています。大田原ＭＡという単

位を１つくくっている一つのエリアというふうに

なりますが、それと黒磯ＭＡというものがありま

して、これの一部を切り離して、例えば那須塩原

市１つにつくるという話になりますけれども、実

は大田原と黒磯のほうはそれぞれ基本料金が違い

ます。これは５万件で一応区切って、黒磯地区は

４万数千だと思いますが、そういう形で、少ない

ところに提供するということはコスト高になりま

すから、黒磯地区は少し高目の基本料金設定、大

田原地区は安目の基本料金設定というふうに料金

自体も違っているものがあります。 

  それから、大田原の地区からは烏山局とほかの

エリア等までつながっておりまして、それらの問

題を一方的に那須塩原市だけ切り離してやると、

大田原のほうにも影響する。そういう切り離し作

業等は各住民の同意も必要です。総務省の指導が

ありまして、住民の行政区長から同意をもらって
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こい、議会からも同意をもらってきなさい、アン

ケートをとって、ちゃんとやってきなさいという

ような作業等が非常にありまして、そう軽々に那

須塩原市、頭の番号が同じだから簡単にできると

いうものではございません。そういうことで、非

常に難しい問題が１つ、まずあります。 

  それから、費用の問題ですが、精査されており

ませんけれども、本当に大まかな話で聞いたのは、

いろいろな作業を県北にみんな影響してまいりま

すから、数十億かかりますよという話があります。

それをだれが負担するんでしょうかという話があ

ります。 

  こういうもの等々で非常に、行政から要望する

にも、お金は出しませんけれども民間でというこ

とで一応お願いはしていますけれども、強くいけ

ば、その辺の費用負担の問題等もある。近隣市町

村の市民まで巻き込んだ形でやっていく問題等、

いろいろ複合しております。最後は総務省との問

題でありますけれども、総務省にわざわざ私ども

のほうに一度来てもらったことがあります。その

辺の話も少し詰めたりしておりますけれども、総

務省は一方で合併を進めたところでございますか

ら、何とかしてくれませんかというような要望は

強くやったりしておりますけれども、今申し上げ

ましたようないろいろな大きなハードル、高いハ

ードルがありまして、なかなか難しい状況であり

ます。 

  ですけれども、やはり市民の一体感の醸成のた

めには必要な作業だとは思っておりますので、粘

り強くやってまいりたいというふうに考えており

ます。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） 松下部長、私も実は意地悪

な質問をしたくてここに立っているわけではない

んですけれども、実はこの件に関しましては住民

からの強い要望等が多くありました。そこで、私

もそれではということで公約として打ち出しまし

て、そして、きょうここで一般質問をさせていた

だいているわけなんですけれども、今回この通告

書を出してから、いろいろ私も調べてみました。 

  そうしたところ、部長のおっしゃるように大き

な壁といいますか、１つの結論にたどり着いたわ

けですけれども、西那須と塩原に関してはおっし

ゃるとおり、矢板市も含めてですけれども大田原

交換局なんですね。那須町と黒磯は黒磯交換局、

ですから、それぞれ市外局番は必要ないというこ

とですけれども、ではこの枠を全部変えてという

ことはもう大変なことなんです。那須塩原市とい

うことで組んでしまうと、今度西那須から大田原

にかけるときに市外局番が必要ということになり

ますから、そうすると西那須または塩原地区の住

民からは、それはないだろうということで反対意

見が出てしまいます。 

  出てきた意見、声として、広域合併があるんで

しょうと。合併問題が沸き上がったときに、旧７

か市町村が１つになれば問題ないでしょうという

ことを言われましたけれども、これに関しては市

長も強いご意思で二次合併はないということをお

しゃっておりますので、また道州制を導入される

とかいうことを期待していても仕方ないことです

から、ではこの問題はどうすればいいのか。 

  ただ、やはり本当に感情的な、心情的な部分で

統一感がということを考えれば、市外局番を何と

かしたほうがいいと思いますけれども、であれば

考えられるのは、那須町と新大田原市と那須塩原

市が、合併しないまでも電話番号の簡略化とか短

縮化ということで、一緒に市外局番というとらえ

方ではなくて、電話番号を短くしましょうよとい

うことで訴えかけていけばいいのではないのかな
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と思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 企画部長。 

○企画部長（松下 昇君） お答えをいたします。 

  私のほうも市民の感情を全然無視してあきらめ

てしまったということではございませんので、合

併問題と局番の統合関係は、ちょっとまた全然切

り離して考えていきたいというふうに思っており

ますけれども、一体感の醸成の意味から何かうま

い方法はないかということで、当然ＮＴＴ、それ

から局番等の配分をするのは総務省が権限だとい

う話らしいので、その辺等お互い意見交換をして、

全国の例の中でもなかなかないような話も聞きま

したけれども、何とかクリアできるような方向が

ないものか模索してまいりたいと思いますけれど

も、これは少し時間がかかる問題だと思いますの

で、性急な結論というわけにはいきませんので、

その辺はご理解いただきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） わかりました。例えば携帯

電話からですとかは当然市外局番が必要ですし、

固定電話からでも今はもうどんどん短縮とかで入

れておりますので、この市外局番は本当に邪魔で

しようがないとかいうのは、今は余りないのかな

とは思いますけれども、そういった意味で考えれ

ば、急いでこれは取り組まなければいけないとい

うことではありませんので、時間はかかるでしょ

うけれども、精神的な部分での問題というとらえ

方で今後もアプローチを続けていただきたいなと

いうことを要望させていただきまして、次に進み

ます。 

  教育行政についてというところで中学校の大規

模解消という部分なんですけれども、ここで先日

の答弁の中では、施行規則によると適正基準にほ

ぼ当てはまっているということなんですけれども、

地域の那須塩原市とか、または県北、那須地区全

体のバランスというものを考慮していただきたい

と思うところなんですけれども、例えば那北の体

育大会。これは新人戦とか全中とかの中学校の大

会がありますけれども、これを開くと、西中あた

りが優勝旗をたくさん集めてしまうんです。これ

はもう当たり前のことだと思うんです。生徒数も

多いですし、それとあわせて部員数も多いですか

ら、当然能力のある子供もいるということで、出

れば勝ってしまう。また、逆に小規模の中学校、

100人程度の学校ですと、相手が西中では勝てな

いやという心理になってしまうんです。 

  そういうバランスという部分を考えたところで、

どのようにお考えになるかをお伺いいたします。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 適正規模というのは

12から18学級というふうに言われています。那須

地区で適正規模と言われている中学校については、

全部で５校しかありません。那須塩原市の４校と、

それから黒田原中であります。あと、大田原中は

大規模、西中、三中が大規模というふうなことで

す。それ以外は全部小規模校ということになりま

す。実態はそういうことであります。 

  それから、前日、松原議員にお答えしましたよ

うに、西中、三中については、学級では大規模に

なりますし、生徒数では大規模をちょっと超える

かというふうなところに来ているということです。

現実、地理も含めて、それらは各市町の歴史的な

経過を経て、こういうふうな学校の規模になって

いる。その中で、合併したことによって、旧西那

須野の中では、大規模であるけれどもバランスは

とれていましたけれども、合併して一つの那須塩

原市と見たときにはバランスが崩れてきたという

ふうな具体的なお話をしたところであります。 

  結果として、今、岡本議員にお答えしたような
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結果が出てきているということだというふうに考

えております。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） 旧西那須野では当然２つし

かなかったわけですから、同じような規模という

ことでバランスはとれていた。これが那須塩原と

いうことで大きくなれば、バランスはとれてこな

いということですけれども、やはり例えば先ほど

の大会に出れば勝つとかいういい面もあるんです

けれども、これは問題として悪い点もたくさんあ

るわけです。 

  そこで、先日、髙久議員からも出たと思うんで

すけれども、西中、三中の不登校生徒の数とかい

じめ、また校内暴力の発生状況は、西中、三中に

限定した場合にどのぐらいあるかということを把

握されているかお伺いいたします。 

○議長（髙久武男君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 具体的な数字は、資

料が現在手持ちにありませんので、直感的なお話

になってしまいますけれども、不登校の人数の絶

対数が他の学校に比べて多いといったことは事実

であります。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） 具体的な数字は当然なかな

か資料がないと出てこないわけですけれども、全

体としては多いということですね。私も実際に行

ってみましたら、不登校も多いようですけれども、

一番驚くべきは保健室なんです。保健室の状況な

んですけれども、狭くなってしまって広げている

ということがあるんですけれども、何でかという

と保健室登校という生徒がいるわけです。これは、

普通学級に行けなくて、不登校だったけれども、

何とか学校には足を運びます、クラスには行けな

いけれども、保健室にだったら行くということで、

保健室でたくさんの生徒が学習をしているわけで

す。そういった状況もあるんですけれども、これ

は本当に……。 

  大規模だからいけないかどうかはわからないで

すけれども、当然大規模ですから保健室登校の生

徒もたくさんいるんだと思います。そうすると、

誘発されるといいますか、あの子が保健室に行っ

ているんだったら自分もいいやとかいうふうな感

情を持ってしまったら、どんどん歯どめがきかな

くて、保健室を何ぼ大きくしても間に合わなくな

ってしまうと思いますので、ここら辺も大規模校

にとっての問題であると思われます。 

  いずれにしても、何をやっても、よしにつけあ

しきにつけ、大規模となれば目立ってしまうとい

う部分があるわけです。 

  また、ちょっと見方を変えますけれども、市長

は常々安心・安全がキーワードだということで提

唱されておりますけれども、西中、三中、両中学

校は非常に範囲が広い学区になりますので、通学

距離が長くなってきてしまうわけですね。当然、

部活動をして帰宅するとなると、大変遅くなって、

また暗くなってきてしまいます。先週は今市のほ

うで非常に誘拐殺人、これは小学生ですけれども、

悲しい事件が起こってしまいますけれども、この

西中、三中の生徒に関しましても帰宅する際のキ

ーワードというのは不安、危険ということになっ

てしまいます。 

  また、ＰＴＡのパトロール、もしくは職員が一

生懸命パトロールをするわけですけれども、警戒

態勢を幾らとっても、やはり去年だったですか、

西中の女子生徒が下校時に不審者と遭遇する。大

きな事件には結びつかなかったですけれども、そ

ういう事例も起きております。安心・安全を目指

す中で、これはどういうふうにとらえられるかお
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伺いをいたします。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 通学距離のお話が出

ましたけれども、全体的に西中、三中の通学距離

については、先ほどの市内バランスではありませ

んけれども、市内バランスから考えれば短いほう

であります。 

  したがいまして、中学生の安全の問題について

は西中、三中に限ったことではなく、市内全部の

小中学校に当てはまる問題でして、全市的に取り

組んでいかなければならない課題というふうに考

えております。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） これは通学距離が長いから

危険、短いから安全ということではないとは思い

ますけれども、いずれにしても、この件に関して

は今緊急動議も出されているようですけれども、

とにかく子供たちを地域全体で守っていかなくて

はいけないという考えは変わらないところであり

ます。 

  いずれにしましても、新しく中学校をつくると

いうことに関しては本当に莫大な予算が必要とさ

れるところであります。先日の教育長からの答弁

の中に、地域と話し合いながら計画を進めると。

そしてまた、来年は審議委員会ですか、を立ち上

げるということでありますけれども、来年度とい

うことで、具体的に何月ぐらいにこの審議委員会

が発足されて、またこの具体的なメンバー構成は

どのようになってくるのかをお教えいただきたい

と思います。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 18年度に、学区審議会で

すが、学区審議会を立ち上げて耐震の診断とあわ

せて整備計画を立てる。こういうことで、６月以

降になるだろうと思います。構成メンバーについ

ては、旧黒磯市で構成した内容を参考にしますと、

やはり保護者、それから学識経験者、それからい

ろいろ教育に関係する各方面の方を代表者として

選んで、それで公平な審議をしていただく、そう

いうふうに考えております。 

  先ほどちょっとお話がありましたが、バランス

を図るとか希望の問題ですが、少し私のほうで補

足しますと、今一人一人を大事にした教育を進め

るというふうな視点に立ちますと、やはり教室に

入れない子供も、議員が言われるように、保健室

等余分な教室が必要になります。それから、習熟

度別学習とか選択学習という、そういう幅を設け

ておりますので、そういうふうになりますと教室

が余分に必要になる。そういうこともあって、や

はり今後の教育の方向に合わせた希望といいまし

ょうか、そういうものも考えていかなくてはなり

ませんので、学区審議会、それから耐震診断等あ

わせて、今後十分総合的な審議をして決定をして

いくというふうに考えております。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） 学区審議会に大変期待を寄

せるところではありますけれども、この構成メン

バーで学校の教職員も当然入ってくるのかなとは

思うんですけれども、これは暴露するようなこと

になってしまうんですけれども、教職員と保護者

との間では考え方に大変温度差があると思われる

んです。 

  実際に起こった西那須野中学校のことですけれ

ども、若干いじめがありまして学校を休むという

ことで、保護者が学校に電話したんです。そこで、

実はうちの子供はこういうことがあって学校に行

きたくないというので、きょうは休ませますとい

う話があったんですけれども、そこでは、先生は

知っていますかと。実は、そこのいじめがあった

場面は、ある先生が発見をして、そこをとめてい
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るんですね。でも、担任の先生はそれを知らない

んです。それはどういうことですかというと、い

やいや、西中も生徒が700人以上いれば、職員が

50名以上いるんです。その中では情報が伝わらな

いこともあるんですよという答えが出てきている

んです。こんなふざけたこと……。では、自分た

ちは大規模だから連絡漏れがあってもいいのかと

いうことになってしまいます。 

  ここでこんなことを暴露しては申しわけないと

思いますので、やめますけれども、とにかくこの

学区審議会が公平に、また公正に開かれて、そし

ていい方向を導き出していただけることを期待い

たしまして、この項を終わります。 

  次に、スポーツ振興についてであります。 

  陸上競技場についてなんですけれども、まずこ

の県北地区には全天候型、オールウエザーの陸上

競技場が一つもないわけであります。これは、県

央とか県南に行けば、しっかりしたすばらしいも

のがあるわけなんですけれども、タータンのオー

ルウエザーのグラウンドで走るのと、クレーのグ

ラウンドで走るのとでは記録が全然違ってきてし

まうわけです。結果的には、県大会に行くとなか

なか勝てないという結果があるわけです。西中な

んかは今回県で優勝したわけですけれども、これ

はすばらしい情熱的な指導者がおりまして、頑張

っているなと思うんですけれども、総体的に見る

と、やはり環境です。 

  しっかりした陸上競技場が欲しいなと思われる

ところですけれども、今までオールウエザーの競

技場が県北になかったというのは、何か理由があ

るんでしょうか。これをお伺いいたします。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 特別の原因とか特別

の理由というのはないのではないかなと思われま

す。ただ、推測するに、それぞれ例えば合併する

前は黒磯市、大田原市が一番大きな市であります。

その規模の人口あるいは競技人口では、ざっくば

らんに言えば、それまでの施設を保有する力が、

現実問題として、なかったのではないかというふ

うにしか推論できないと思っております。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） 結論的に言えば、お金がな

かったのかなとも思うんですけれども、大田原の

美原運動公園、あそこが全天候型に改修されると

いううわさも聞いているんですけれども、それは

ご承知でしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 聞いておりません。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） 今回ここで質問しているの

は、オールウエザーのグラウンドをつくってくだ

さいということではなくて、やはりとにかく公認

を取得した競技場を設置していただきたいという

要望を強く持っているところなんです。やはり小

中学校の市内の大会を開くときに、例えばにしな

すの運動公園を使った場合、準備が非常に大変だ

という声も出ているわけです。これは当然公認で

はないわけですから、全部そのたびにやっていか

なければいけないという声が先生方のほうからも

上がっております。ぜひ公認競技場を設置してい

ただきたいということを要望しまして、次に移り

ます。 

  次は、またこれもちょっと関連しているんです

けれども、芝整備のサッカー場です。お金のかか

ることばっかりで申しわけないんですけれども、

サッカーというスポーツはそもそも芝の上でやる

のが基本でありまして、例えばスライディングを

するとか、キックをする、またボール、玉の転が

り方も芝と土の上では全く違ってきてしまいます

ので、何とか芝整備をされたサッカー専用グラウ
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ンドが欲しいなという声がたくさん上がっている

わけです。 

  １つ、にしなすの運動公園の道の反対側という

か、給食センターのある隣のところに、非常にき

れいに芝を敷き詰めた場所がありまして、ここは

サッカー場という位置づけだったと思うんですけ

れども、あそこは一回として、サッカーとして利

用したことがない。 

  では、何のためにあれがあるのか。何の目的で

設置されているのかをお伺いいたします。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（君島富夫君） ただいまの話は拡張し

た部分だと思いますけれども、私もまだ、前の話

でございますので、利用については聞いておりま

せんけれども、いずれにしましても、公園として

整備をしたと経過を聞いております。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） であれば、今何にもなって

いない、ただの原っぱになっているわけですけれ

ども、あそこをサッカーグラウンドに、ぴったり

だと思いますので、何とか転用できないのかお伺

いします。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（君島富夫君） 建設部内あるいは教育

委員会事務局内で十分検討させていただきたいと

思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） 検討するというご回答をい

ただきましたけれども、だれか議員が、検討する

ということはやらないということだなんて言って

いた人もいますけれども、とにかくサッカーにし

ても陸上にしても、施設を充実させることによっ

て大きな大会を誘致することもできると思います。

そうすれば、これが観光のほうの活性化にも結び

ついていくのかなと思われますので、何とか前向

きに検討を進めていただきたいと思います。 

  それでは、次に進みます。 

  施設の利用料金についてでありますけれども、

料金が今まで無料だったところが有料になってし

まっているとかいう場所もあると聞いております

けれども、そうすると、住民へのサービス向上に

は結びついていかないのではないのかなと思われ

ます。また、使用料がネックになって、そこで競

技をやめていくという人もいて、非常に心苦しく

思われるところなんですけれども、減免申請する

ことによって、例えば講堂も高齢者等が優遇され

ているというのは当然ありがたいことなんですけ

れども、高齢者以外の生産年齢層といいましょう

か、そういった人たちも減免されないんでしょう

か、お伺いいたします。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） そんなことはありま

せんで、例えば体育協会と市の教育委員会が共催

するような市民大会などは全額免除でありますし、

それから体育協会に加盟している団体が教室や大

会を開く場合には２分の１の免除、それから那須

地区体育祭や県民スポーツ大会への練習は２分の

１免除、そのほか体育協会の加盟団体が使用する

場合は、そういう大会に絡まない場合でも３分の

１免除ということで、それぞれ体育協会加盟など

の団体が利用する場合は減免規定があって実施さ

れています。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） この体育協会に加盟という

ところがポイントだと思うんですけれども、この

利用に関しては、料金もそうですけれども、体育

協会に加盟されていないと、例えば施設を利用す

る場合に予約をとっていると思いますけれども、

体育協会に加盟していないと予約を受け付けても

らえないで、当日あいていればお貸ししますよと
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いう状況があると思うんですけれども、そこら辺

はいかがでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 体育協会に加盟、非

加盟にかかわらず、定例的に利用する団体につい

ては、年度初めに定例利用団体などの利用日程を

入れてまいります。ですから、スポット的に利用

する場合については、ただいまのような、貸さな

いということではなくて、あいていないというふ

うな現状が出てくることは予想されることであり

ます。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） これは調整会議というんで

しょうか、それが開かれて、そこで年間の利用予

約を入れると思うんですけれども、例えば１週間

とか１カ月前にここを使いたい、こういうことを

やりたいとなっても、予約を入れられないでいて、

例えばサッカーでも野球でもそうですけれども、

選手をそろえました、審判員もそろえました、実

際行きました、先に使っている人がいてだめでし

た、予約を入れられなかったから、早い者勝ちだ

ったからという実例が起こっているようなんです

けれども、そこら辺はいかがでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） それだけの準備のあ

る大会が会場の日程を調整しないで飛び込んでく

るということ自体が、なかなか想像できない話な

んですけれども、現実問題としましては、にしな

すの運動公園、くろいそ運動場、那珂川河畔公園、

そういった大きなグラウンドのほかに、小学校の

学校開放のグラウンドあるいは公民館に併設して

いるグラウンドといったものがあるわけですので、

そういう、つまり、あいているグラウンドを活用

していただくという形で対応するほかないなとい

うふうに考えます。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） そのような大会がイレギュ

ラーに行われるのは考えづらいということですけ

れども、少年スポーツ、サッカー、野球、ソフト

ボール、何でもそうですけれども、これはもう日

常茶飯事なことなんです。急に、この日があいて

いるから、こことここと集まって練習試合を組み

ましょうといったら、小学校は使っている。では、

どこかへ行ってやりましょうと。でも、予約が受

けられないので現場に行きましょうということは、

本当に日常茶飯事起こっていることでございます

ので、そこら辺のところをご理解いただきまして、

あいているのであれば１週間前でも何でも予約を

受けるという体制をとっていただきたいんですけ

れども、いかがでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） もちろんあいていて

貸さないということはあり得ないと思いますので、

たぶんもくろんだ日にちに予定が入っているとい

うことなんだろうと思います。その場合は、ぜひ

そこの場所であきらめないで、ほかのあいている

グラウンドを紹介していただくなり、公社の職員

ないし生涯スポーツセンターの職員はそういう情

報を伝えることができると思いますので、それで

あきらめないで、ひとつ相談をしていただければ

というふうに思っております。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） わかりました。それでは、

あきらめずに会場を探し回るということでやって

いきたいと思います。 

  それでは、もう時間がなくなってしまいますの

で、次に─移るわけにいかないんですね、すみ

ません。 

  利用料金に関してなんですけれども、すごくこ
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の世の中、ストレスがたまるということでストレ

ス社会でございますけれども、これをスポーツに

よって発散するということで、皆さんスポーツを

楽しんでおられるわけですけれども、ストレス発

散の方法として読書をするという方も当然いらっ

しゃると思います。 

  ちょっとここで読書の話を持ってくるのは不適

切かどうかわからないんですけれども、であれば、

本を読む方が図書館に行きました。図書館は当然

無料開放されていると思うんですけれども、それ

をやはり公正、公平ということで考えていくのな

らば、また文武両立という精神を考えていけば、

運動する人はお金をもらいますよ、勉強する人は

お金要りませんよというふうなことになるのかな

とも思うんです。 

  これはちょっと無茶な質問ですけれども、いか

がお考えでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 例えば図書館法では、

図書の貸し出しは無料とするというふうな規定が

ございます。社会教育全般について、無料ないし

できるだけ安い料金というふうなことになろうか

と思うんですけれども、体育施設の場合にこのよ

うな形で受益者負担をいただいていくということ

になろうかと思います。特に、例えば夜間照明で

すと１時間つけていれば、電気料だけでも3,000

円も4,000円もかかる。現在設定している料金に

ついては、実際にかかる費用の、安いところでは

10分の１とかいうふうな費用になっております。 

  また、使用料を設定して使いづらいとか、高く

なったからやめたとかいうお話も耳に入るわけな

んですが、例えば三島体育センターのグラウンド

などは今まで無料で４月から有料になりましたけ

れども、結果としてこの10月で比較しますと、グ

ラウンドなどは46％も利用が伸びているんですよ。

一方、くろいそ運動場などについては、10％前後

利用が減っているというふうな現象なんかも出て

きています。こういう現象を見ると、一概に有料

化されたから利用する人が減ったというふうな結

論にはならないなというふうに分析をしています。

もっともっと分析をしてみないといけないと思っ

ていますけれども。 

  それと、もう一つなんですが、施設使用料が、

前年実績無料のころの前年実績と実際の収入が思

ったほど上がっていないんですよ。それは、先ほ

どお話し申し上げましたあいまいだった減免規定

を、那須塩原市になりまして、きちんと整えて、

そしてきちんと手続をしていただいて減免を誠実

に実施しているというふうなことなのかなという

ふうにも思っております。 

  使用料の負担と減免、そういったバランスの中

で、全体としては社会教育施設の運営に当たって

いきたいというふうに思っております。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） 徴収した利用料金、受益者

負担ということでありますけれども、やはりここ

は冒頭で申し上げましたように、市民がどんどん

年齢を問わずスポーツにかかわっていけば、本当

にみんな健康になって、保険料なんかは国民健康

保険と老人保健、介護保険、合わせると年間200

億を超えている予算でございますので、ここをぐ

っと圧縮していけば、そのわずかな徴収した利用

料金なんか見込まなくても、全然やっていけると

思いますので、そこら辺も含めて、今後状況の変

化に合わせて利用料金の見直し等をしていただき

たいと思います。 

  続きまして、④番目、ナイター設備の冬季利用

という部分で、芝の養生でしょうか、グラウンド

の養生ということでありますけれども、日中は貸

し出されていますか。 
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○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 日中については、グ

ラウンドの様子を見ながら、貸し出しをしていま

す。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） 霜がおりるとかいうことで

夜間使用できないんでしょうけれども、霜がおり

ているのはむしろ朝ですね。例えば夜の12時なん

ていう時間は使わないわけですから、遅くとも大

体夜９時ぐらいまでの利用だと思いますけれども、

その時間はそんなに霜なんかおりていないわけで

す。むしろ朝から使う部分のほうが霜がおりてい

て、使い方によっては荒れてしまうとかいうこと

になると思うんですけれども、養生とかいう意味

で考えれば、では朝も昼も夜も貸し出ししないと

いうことになると思うんですけれども、いかがで

しょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 先ほど言いましたよ

うに、グラウンドの様子を見てというふうにお話

を申し上げました。それから、冬になりますと、

特に屋外施設の場合は著しく利用が落ちてくる。

それも夜間照明の場合は極端に利用が減ってくる

というふうな経験的なことも、もちろんその背景

にはあります。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） まず、この照明設備の部分

なんですけれども、では、例えば三島グラウンド

にはテニスコートがありまして、ここはもうずっ

と照明を使えるわけです。それから、西那須野の

南コミュニティ、ここも夜間照明はずっと使えて

いると思うんですけれども、そこら辺を考えると、

三島グラウンドが使えなくなるというのはちょっ

と納得できないんですけれども、いかがでしょう

か。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） にしなすの運動公園

のテニスコートの場合は、前年度改修しまして、

オムニコート、全天候型のコートになりましたの

で、冬の気候にかかわらず貸し出せるということ

になりまして、年間利用が可能となってまいりま

した。 

  南公民館のグラウンドにつきましては芝があり

ませんので、現実グラウンドの状態を見ながら、

原則お貸しできるというスタンスで運営をしてい

ます。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） オムニコートになったとい

うことですけれども、オムニコートの前は、あそ

こはハードコートのはずだったんです。また、く

ろいそ運動場には12面のテニスコートがあります

けれども、あそこはクレーのコート。ここもずっ

と貸し出されていると思うんですけれども、三島

に関してテニスコートはオムニになったからとい

うのは、ちょっと違うのかなという気がするんで

すけれども。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） くろいそ運動場のテ

ニスコートにつきましても、11月いっぱいで夜間

照明の利用を終了させてもらっております。 

  それから、旧三島体育センターテニスコートの

場合、その前はアスファルト舗装のテニスコート

でありまして、それでなくても使い勝手が悪くて、

やはり冬季は非常に利用が減ってくるというふう

な現状になっています。オムニコートに変えてか

ら、テニスコートの利用は飛躍的に増えてきてい

るというふうな事情もありまして、年間利用が可

能となったということだというふうに考えており

ます。 
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○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） それでは、テニスコートと

いうことになるんですけれども、三島のグラウン

ドのテニスコートは現在４面しかないんですけれ

ども、くろいそ運動場は12面ありますね。そうす

ると、大会なんかをやる場合には、帯とたすきの

話ではないですけれども、三島は非常にすばらし

いけれども少ない、くろいそはたくさんあるけれ

どもクレーであるという部分で、黒磯運動場をオ

ムニコートにならないのかお伺いいたします。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） オムニコートがよく

て、クレーコートが悪いという物の考え方は違っ

ていると思っています。例えば、ソフトテニスを

行う場合には、基本的にはクレーコートでありま

して、クレーコートが12面そろっているというの

は誇れる施設であります。それから、くろいその

場合、全面夜間照明をされているわけではありま

せんで、４面だけ夜間照明施設があるということ

です。 

  したがいまして、オムニコートがいい、クレー

コートがいいんだと、これは比較しないほうがい

いというふうに思っております。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） ナイター設備の部分からテ

ニスのほうに入ってしまいましたので、もとに戻

っていきます。 

  芝の養生ということですね。グラウンドコンデ

ィションを見てということでありますので、使え

るような状況であるときにはどんどん開放してい

ただきたいなと思います。 

  次に、三島体育センター及びにしなすの運動公

園の設備・用具の管理運営状況ですけれども、例

えばサッカーゴールに関してですけれども、サッ

カーゴールは、ここに私、全世界共通のルールブ

ックがあるわけですけれども、これを見ますと、

ゴールポスト、クロスバーは白色でなければなら

ないとか、競技者に危険なものであってはならな

いとかいう項があるんですけれども、今現在ある

サッカーゴールは、もとは白だったんでしょうけ

れども、もうさびだらけで黒だか茶色だかわから

ない色になっているわけですね。そして、物すご

い鋼鉄でできていますから、重いんです。これを

少年たちが使うときには、危険な思いをしながら

運んでいっているわけなんです。あそこにあるの

は、こういう角のパイプでできた頑強なものなん

ですけれども、今主流で使われているのは、丸パ

イプでアルミ製で非常にスマートなものが主流と

して使われております。これに置きかえることは

できないんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） まずは、現実問題と

して、危険であるかどうかというのが、まず第１

番です。それから、プレーに差し支えがあるかど

うかというのが２番目。それから、サッカーゴー

ルに限らず、施設ないしに維持するのに致命的な

障害になってしまうかどうか、その辺のところを

勘案いたしまして、順次修繕、更新、改修などを

進めていきたいというふうに思っています。 

  具体的に、現在市内で持っているサッカーゴー

ルはほぼ鉄製のサッカーゴールになっています。

先ほどの、安全あるいはプレーに支障があるかど

うか、そういったものを検討して、市内施設全部

にわたり、順次対策をとっていきたいというふう

に思っております。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） サッカーゴールに関して、

大変うれしく思います。ぜひよろしくお願いいた

します。 

  あと、ソフトボールで使う簡易フェンスに関し
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てなんですけれども、社会人が使うときに貸し出

されない、貸していただけないという声が上がっ

ておりまして、何とかならないのかと言われてお

ります。社会人のソフトボールだけではなくて、

スポーツを愛する者みんながそうだと思いますけ

れども、道具を非常に大事にする人たちばかりで

す。グラウンドだって、使い終わったらきれいに

ならして帰るわけですので、あるものに関しては

ぜひ貸し出していただきたいなと思っております。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 貸し出されない理由

がちょっとよくわかりませんけれども、原則とし

ては貸し出せると思っております。 

  ただし、あのフェンスを設置するためには、具

体的に言えば相当の手間がかかりますので、大会

当日にセットするのではもう間に合わないことで

あります。事前にセットして大会当日に臨むとい

うふうなことになろうかと思いますので、その辺

の事情を利用者がクリアできるかどうかというの

も、一つ大きな問題になっているのかなと。それ

が貸し出されないというふうな、使いづらい、貸

し出されないというふうなところへつながってい

くとすれば、現実にはそういうことは起こり得る

話だなというふうに想像されます。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） それでは、大会前に設置が

できるかどうかということも含めて、打ち合わせ

をしながら利用させていただきたいというふうに

思います。 

  次に、最後の小中学校の関東・全国大会のとい

う部分でありますけれども、報償金と言いました

けれども、これは激励費だったですね。 

  この激励費のあり方なんですけれども、８月に

少年サッカーで関東大会出場というチームがあり

ました。このチーム、選手が来て教育長から１人

ずつ激励費をいただいたわけですけれども、これ

は小学生が１人ずつ、頑張ったねということでお

小遣いをもらうというふうなニュアンスで受けと

めると、教育的観点からするとどうなのかなと思

いますけれども、いかがお考えでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 小学生がというお話

をいただきましたけれども、それにしても県大会

を勝ち抜いて、そして関東大会、全国大会に行く

ということは相当のことというふうに考えていま

す。金額5,000円がいいのか悪いのか、あるいは

チームとして渡したほうがいいのか、個人的に激

励したほうがいいのか、その辺についての課題、

あるいはなお改善する余地はあると思いますけれ

ども、基本的に関東大会以上の大会に出場する選

手の皆さんには激励を続けたいというふうに思っ

ております。 

○議長（髙久武男君） １番、岡本真芳君。 

○１番（岡本真芳君） 今の答弁を聞いて安心しま

したけれども、今回においても予選大会で一生懸

命プレーして頑張った選手が足をけがしてしまい

ました。関東大会には登録されないで、今回この

激励費を受け取ることができなかった選手が２人

いたんです。 

  そういったことを考えれば、チーム全体ですか

ら、補欠やサブの選手もいて一つのチームです。

ですから、一人一人ではなくてチーム全体にこの

激励費を出していただき、本当に受け取ったほう

はありがたいとは思いますけれども、そのあり方

をチーム全体としてお願いできればということを

要望いたしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（髙久武男君） 以上で、１番、岡本真芳君

の市政一般質問は終了いたしました。 

  ここで昼食のため、休憩いたします。 

  午後１時、会議を再開いたします。 
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休憩 午後 零時１５分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（髙久武男君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 齋 藤 寿 一 君 

○議長（髙久武男君） 引き続き市政一般質問を行

います。 

  29番、齋藤寿一君。 

〔２９番 齋藤寿一君登壇〕 

○２９番（齋藤寿一君） 皆さん、こんにちは。 

  議席番号29番、齋藤寿一でございます。 

  これより私の市政一般質問を始めさせていただ

きます。 

  まず初めに、地上放送のデジタル化について。 

  国の施策として立案された地上放送のデジタル

化は、2000年来のＩＴ戦略会議の柱として計画さ

れ、着実に進行しております。2003年12月より、

東京、名古屋、大阪の３大都市圏で既にデジタル

波、つまりＵＨＦ波が送出され、各メディアで話

題になるととともに、全国一の約40万世帯がＵＨ

Ｆ波を利用している栃木県にあっては、補助事業

であるチャンネル変更事業など身近な問題として

一般にも知られるようになりました。 

  地上放送のデジタル化スケジュールに基づき、

東京、名古屋、大阪の各タワーのＵＨＦ送出周波

数を決定したところ、全国のＵＨＦ中継局の周波

数と重なる現象がドミノ式にあらわれたため、国

はアナログ周波数変更対策、つまりチャンネル変

更として約2,000億円を拠出し、全国801中継局に

かかわる426万世帯について事業を起こし、2006

年をめどに計画される宇都宮・矢板中継局との地

方都市のＵＨＦ中継局の完全デジタル化に備えて

おります。 

  デジタル化のメリットは、第１に高画質、高音

質、多チャンネル情報の高度相互化サービスの双

方向による番組参加型コミュニケーション放送の

実現、第２に放送システムの効率化、先行の通信

ネットワークとの共存によるコストパフォーマン

スの実現、第３として放送・通信・電気産業、金

融と経済構造の再編と経済波及効果、第４といた

しまして国の情報収集、また国家防衛上の電波管

理など、メリットを最大限に生かすとともに、Ｉ

Ｔ社会の実現を図る。これらがデジタル放送によ

る４点のメリットであります。 

  そこで、黒磯地域、西那須野地域、関谷地域に

おいては宇都宮放送局、矢板放送局を受信しデジ

タルの対応はできますが、旧塩原地区においては

東京タワーのアナログ周波数を受信しているため、

塩原地区のような難視聴地域にとっては、アナロ

グ波の終了によってテレビ放送が見られなくなる

という近代国家における珍しい現象が起きてしま

うという問題が発生するわけであります。 

  それでは、事前通告書に基づき質問させていた

だきます。 

  (1)難視聴地域への市の対応について。 

  2011年７月24日より、すべてのアナログ放送が

終了し、地上デジタル放送に本格的に移行するが、

ＶＨＦ方式で受信している地域についての市の対

応をお伺いいたします。 

  (2)受信対策の対応、方針について。 

  難視聴地域への対応については、地域情報化計

画を策定していくわけであるが、現状と今後の計

画をお伺いいたします。 

  (3)地方公共団体における業務の効率化と地上
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デジタル放送導入の基盤となるシステム構築につ

いて。 

  地方公共団体の行政サービス、情報通信ネット

ワークづくりはインターネット利用と密接につな

がるものだと思うが、どのような認識をお持ちか。

また、基盤整備という点では那須塩原市は現在各

庁舎間を独自の通信網をレンタルされていると聞

くが、どのような方法で行っているのか。難視聴

地域対策との一体化では、どのような可能性を持

つかお伺いをいたします。 

  次に、大きな２番として、公共用地の先行取得

について。 

  風光明媚な塩原渓谷は、日光国立公園地域内に

位置し、渓谷と紅葉に代表され、古くから温泉地

として発展してきた観光地であります。近年のモ

ータリゼーションの進展により、行楽シーズン時

には交通渋滞及び駐車場不足が生じている。また、

観光資源には豊富な温泉と豊かな自然環境を利用

した自然公園施設及び名所旧跡が数多く点在して

いる。 

  塩原温泉地区へのアクセスは国道400号で、尾

頭トンネルの開通により、首都圏と会津地方を結

ぶ交通の要衝となっている。この塩原温泉地区の

中央部を箒川と国道400号が走っており、それら

に沿った狭隘な土地に観光関連施設や住宅等が集

中している。このため、駐車場や安全な歩行空間

の確保、観光客の滞留の場の確保等が課題となっ

ております。 

  (1)塩原支所建替について。 

  ①昭和33年の竣工で建築後47年が経過し、老朽

化が著しく、また平成14年度の耐震診断でも耐震

性や安全性に問題があるとの結果、建てかえにな

るが、以下についてお伺いをいたします。敷地面

積、建設面積、外構。 

  ②といたしまして、市民の利便性、また地域の

要望に対応できる支所周辺への公共機能の集中が

望まれるが、現在の課題と将来の見通しをお伺い

いたします。 

  (2)防災対策について。 

  平成13年４月に施行されました土砂災害防止法

では、特別警戒区域に指定された地域が多く、災

害時における住民の避難場所となるのが支所の駐

車場等になりますが、建設予定地による収容人数

はどれくらいになるのかお伺いをいたします。 

  (3)用地取得について。 

  今後、地域の要望に対する公共機能の集中、あ

るいは災害時における避難地としての確保から、

支所予定地の隣接地2,158㎡、約653坪を取得して

はどうか、お考えをお伺いいたします。 

  次に、大きな３番といたしまして、公認野球場

の建設について。 

  (1)本市の野球人口の現状について。 

  ①市のスローガン「市民一人１スポーツ」を掲

げ、スポーツ振興に取り組んでいるが、その中で

も野球人口は、学童野球、少年野球、高校野球、

一般社会人野球、硬式少年野球と幅広く盛んな活

動を展開しているが、各チーム数、人数をお伺い

いたします。 

  ②チーム数の多さから球場の使用予約が困難で

あると聞くが、各施設の利用状況をお伺いいたし

ます。 

  (2)合併記念と野球場による経済効果について。 

  ①平成17年１月１日の３市町合併により那須塩

原市が誕生し、後世に残る記念球場を建設しては

どうかお伺いをいたします。 

  ②公認球場を建設すれば、市内の愛好家はもと

より、県外からの野球合宿を誘致することができ

るが、市長の公約でもあります、まさにスポーツ

を通じた観光都市となるが、お考えをお伺いいた

します。 
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  以上３点についての１回目の質問とさせていた

だきます。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 29番、齋藤寿一議員の市政

一般質問にお答えをいたします。 

  私からは、地上デジタル化についてお答えをい

たします。 

  難視聴対策としての共同受信施設を設置しＶＨ

Ｆ方式で受信している塩原地区などの一部地域で

は、地上デジタル放送への移行により、多額の設

備費用が必要になってくる可能性があります。こ

れまで、この問題につきましては国からの情報収

集や県への要望活動などを行ってきており、今後

もこうした活動を継続するとともに、国策として

の事業が特定の地域に過剰な負担を強いることの

ないよう、国・県、放送事業者、メーカー等との

連携を図り、対策を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

  また、(2)のこのような難視聴対策を初めとし

た情報格差、いわゆるデジタルデバイドの問題に

つきましては、現在状況を把握しながら対応策を

検討しており、今後さらに細かな分析を進めなが

ら、課題を浮き彫りにし、来年度に取りまとめを

予定している地域情報化計画で明らかにしてまい

りたいと考えております。 

  次に、(3)インターネットの利用と難視聴対策

のための基盤整備についてお答えをいたします。 

  高度情報化社会に対応した行政サービスを提供

していくには、インターネットなどの情報・通信

基盤を地域全体で利用できることが重要でありま

すが、その整備については民間主導型が原則とな

っております。 

  本市においても、現在庁舎間等のネットワーク

につきましては、民間通信事業者が整備したもの

を利用し、パソコン等による情報システムのみ利

用しております。しかしながら、山間部などの条

件が不利な地域では、なかなか整備が進まないた

め、インターネットの利用についても格差が生じ、

補完的、促進的な役割を果たす公共ネットワーク

等の整備についても検討する必要が生じておりま

す。 

  今後、ご指摘の難視聴対策への利用なども含め

まして、さまざまな利用方法やその際の経費につ

いて費用効果を検討し、地域情報化計画の中で公

共ネットワークの整備について明らかにしてまい

りたいと考えております。 

  このほかにつきましては、総務部長、教育部長

より答弁いたさせます。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） それでは、私からは、

公共用地の先行取得について３点ほどご質問をい

ただいておりますので、お答えを申し上げます。 

  まず、塩原支所の建てかえの件でございますが、

建設予定地の敷地面積は6,187㎡となっておりま

す。建築面積につきましては、支所庁舎が約

1,600㎡、車庫等、それから資材倉庫、機械室で

約300㎡程度を予定しているところでございます。

また、外構工事といたしましては、屋外トイレの

ほか、駐車場用地として3,000㎡を確保し、120台

程度を使用できる駐車場の整備を計画していると

ころでございます。 

  もう一つのご質問でございますが、市民の利便

性、公共機能の集中につきましては、分散してい

た水道部門のほか、地域からご要望のありました

図書室機能を備えた教育部門も集約をさせていた

だいてサービス機能の向上を目指したいというふ

うに思っております。 
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  続いて、防災対策についてお答えを申し上げま

す。 

  塩原支所建設予定地の災害時に避難できる人数

は何人かというふうなご質問がございましたが、

避難場所といたしましては支所庁舎内に80人程度

収容できる会議室のほか、駐車場の用地として、

先ほど申し上げました3,000㎡がございます。 

  続きまして、用地の取得についてご質問がござ

いました。 

  災害時における避難場所の一つとしての隣接地

の取得につきましては、防災拠点としての庁舎と

いう観点から、他の公共施設の位置なども考慮さ

せていただきながら、その必要性について検討を

してまいります。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 公認野球場の建設に

ついてお答えをいたします。 

  初めに、本市の野球人口についてお答えいたし

ます。 

  チーム数、人数でありますが、スポーツ少年団

17チーム533人、中学校部活動10チーム370人、硬

式少年野球１チーム30人、高等学校部活動４チー

ム144人、体育協会加盟団体89チーム1,504人、合

計121チーム2,581人であります。 

  野球場の利用状況についてお答えをいたします。 

  平成16年度実績でありますが、くろいそ運動場

野球場が１万3,886人、那珂川河畔運動公園野球

場１万6,242人、にしなすの運動公園グラウンド、

これは野球も含めて全部でありますが、６万

2,770人、三島体育センターグラウンド３万7,102

人、塩原運動公園野球場3,983人、関谷南公園野

球場6,927人、合計14万910人となっています。 

  次に、合併記念と野球場による経済効果につい

てお答えをいたします。 

  記念球場を建設してはどうか。建設すれば野球

合宿を誘客することができ、スポーツ等を通じた

観光都市となるのではないかということでござい

ますが、施設の整備計画などについては岡本議員

にお答えしたとおりでございますが、生涯スポー

ツの振興を第１の目的として検討してまいりたい

というふうに考えております。 

  以上で答弁を終わります。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） それでは、再質問に入ら

せていただきますけれども、まず難視聴地域への

市の対応につきましては、先ほど栗川市長からご

答弁がありましたように、大変前向きに考えてい

て、こういう難視聴地域の負担をなるべく軽減す

るというようなお答えをいただきまして、大変心

強く思ったわけであります。 

  それでは、それらを踏まえまして質問に入らせ

ていただきますけれども、この問題に関しまして

は、当然皆さんもご存じのように、ＶＨＦ方式で

見ている地域が、今回の国のデジタル化の対応に

よって、その部分がいまだ国の施策が不透明であ

って、ＵＨＦを受信している地域に限っては着々

とチャンネル変更やら、そういう事業が進んでい

るわけでありまして、この問題となりますのは東

京タワーの電波を使用しているアナログのＶＨＦ

の地域でございまして、こういうのは現在でも共

聴組合を立ち上げまして、現在のアナログ放送を

見ている状況でございますけれども、この共聴組

合がデジタル対応によって、結局見られなくなっ

てしまうという地域になるわけであります。 

  先ほど市長からの答弁がありましたように、な

るべくこういう地域の負担軽減になるような策を

考えてみたいということでありますけれども、ま

ず段階を追って話をさせていただきますと、既に

この地域のもう一つ下の段階の地域がございます。
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それは黒磯地域の百村地域あるいは塩原の難視聴

と言われております、共聴組合は立ち上げており

ますけれども、上の原地域あるいは元湯地域とい

うところが、まだ現時点の我々の見ている放送が

見づらい、見られないという地域がございますけ

れども、こういう地域に対してのお考えも同じか

どうかお聞きしたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 企画部長。 

○企画部長（松下 昇君） ご答弁を申し上げます。 

  現代社会においてテレビというものは単なる娯

楽という位置づけではなくて、ライフラインに近

いような発想の基本的な基盤だというふうに考え

ております。よって、市内にお住まいの市民の

方々にはできる限り平等な、公平な形でそのサー

ビスが享受できるようにするのは、行政的には責

任のあることだというふうに基本的には思ってお

ります。 

  ただ、いきなり多くの投資をかけるかどうかと

いう話、財政との絡みがどうしても出てきます。

また、今回国策としてこれは行ってきたことであ

りますから、第一義的には国の責任があるんじゃ

ないかというふうに思っていますので、先ほど

市長が答弁しましたように、国・県または民間団

体─民間の企業になりますが、そこと連携しな

がら、同じようなサービスが供給できるような体

制にしていきたいというふうに思っております。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） 大変前向きな答弁で心強

く思いますけれども、こういう地域がまだ存在し

ている。我々の難視聴地域以外に、まだ段階とし

てはこの下の地域があるということで、今、企画

部長の答弁のように、こういう地域も含めて、国

の施策ではありますけれども、前向きに考えてい

くということで。 

  確かに、市の立場としても、これは国が完全デ

ジタル化の施策を配したわけでございますけれど

も、大変不透明な見切り発車というふうに私は思

っておりまして、これに対して国のほうはあと５

年８か月あるという考えでありましょうけれども、

我々難視聴地域を抱えている地域にとっては、も

う５年８か月しかないということで、なるべくこ

れを、やはり国の策ということであれば、先ほど

も答弁の中に要望ということが出ておりますけれ

ども、ＶＨＦ波をキャッチして今まで見ていた地

域が全国にも相当数あると思います。これらに関

して、ちゃんときちんと国の総務省あてにやはり

要望書を先陣先駆けを切って那須塩原市がそうい

う対応をしたらどうかというふうに思いますけれ

ども、それに対してどう思いますでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 企画部長。 

○企画部長（松下 昇君） お答えをいたします。 

  この問題点につきましては、県のレベルで我々

の各市町村も入りまして、勉強会なり説明会なり

を受けております。その中で各地域でも、那須塩

原市以外でも山間部等もやはりいろいろな同じよ

うな問題を抱えておりますので、あわせて、単独

の市でやっても力になりませんから、県を中心に

国に働きかけていく、そういうような流れでやっ

てまいりたいと思っております。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） ぜひともそういう前向き

の考えで、この問題に関しては切実な問題でござ

いますので、対処をしていただきたいと思います。 

  次に、(2)受信対策の対応、方針についてとい

うことでお伺いしたところ、地域情報化策定につ

いては３月の予算計上あるいは委員会等を立ち上

げるというような計画であろうかと思いますけれ

ども、その辺の予算等、構成メンバー的にはどの

ように考えていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 企画部長。 
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○企画部長（松下 昇君） お答えをいたします。 

  地域情報化計画を来年度実施したいというふう

に考えておりますが、その進め方につきましては

まだ内部でも議論中でございまして、委員とか、

懇談会委員とかいう形、それからその他どういう

機関と協調しながらやっていくかとかいうのは、

まだ詳細を詰め切っておりませんので、ちょっと

きょうのところは答弁できないような状態におり

ますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） ぜひ地域情報化計画をな

るべく早く策定して、この問題に対して検討をし

ていただきたいと思います。 

  それでは、次の(3)地方公共団体における業務

の効率化と地上デジタル放送導入の基盤となるシ

ステム構築についてということでご答弁をいただ

きましたが、まさにそのご答弁のとおり、デジタ

ル放送等のリンクあるいは光通信、ケーブル等の

通信によりまして、最大限のいろいろな方法が考

えられるわけであります。 

  通常のテレビ番組に加えまして、視聴者が居住

する地域の天気予報や各種生活情報、行政情報、

医療福祉情報など、デジタル放送ならではの多彩

な情報もアクセスできるようになり、また行政サ

ービスにおいても公共施設の予約、申請手続等の

サービスの利用が可能となるわけであります。ま

た、インターネットとの組み合わせにより、先ほ

ど申し上げたようなさまざまな可能性が考えられ

るわけでございます。 

  そこで、ここで事例を参考に一つ発表させてい

ただきたいと思いますけれども、人口1,267人と

いう北海道の西興部村というところがございまし

て、世帯数562戸で、この地域は全地域がラジオ、

そしてテレビの難視聴地域であったわけでありま

す。これを全域を一つのケーブルで結び、西興部

村コミュニケーションネットワーク構築を築いた

という事例でございます。 

  その事例はたくさんあるんですが、若干抜粋し

てみますと、農業情報サービスと題しまして気象

観測衛星のデータにより西興部村地域の気象予報

によって的確な農業気象情報を提供することがで

きる。また、牛舎遠隔監視サービスと題しまして、

遠隔監視カメラにより自宅から牛舎状況が確認で

きるほか、獣医へ画像を送信してアドバイスを受

けることができるようになった。また、自主放送

でございますけれども、この提携放送にプラス、

我々の議会生中継ができるようなサービスができ

たということ、また緊急音声告知サービスと題し

まして、緊急時に確実に防災情報等を全世帯へ告

知することが可能になったということであります。

また、インターネット接続サービスといたしまし

て、村イントラネットを通じてパソコン端末やテ

レビによりインターネット接続各種情報を入手す

ることができるようになったということ、また最

後に学校間交流サービスと申しまして、西興部小

学校と上興部小学校の授業風景等をお互いに視聴

することができる学校間コミュニケーションが図

られるようになったということでございます。 

  この事例は近隣、隣の大田原市にもございまし

て、実は地域イントラネット基盤施設整備工事と

題しまして、９月定例会において３億6,750万を

計上して、本庁と各施設、学校を含めた101施設、

111㎞の光ケーブルつなぎまして、18年２月28日

工事完了ということで、３月１日より供用開始と

いうようなシステムを計上したわけでございます。

これの第１の目標を聞いてみますと、10月１日に

合併をした合併の地域感をなくすために、これを

まず取り入れたということでございます。こうい

う事例もございます。 

  また、昨日の磯飛清議員の地域消防団等への情
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報連絡システムの配備、あるいは災害弱者への安

否の確認リスト整備というようなお話がありまし

たけれども、こういうものを使えば、寸時にこう

いうようなところも解決になるということを、ど

うぞお踏まえいただきたいと思います。 

  それでは、次の質問に移らさせていただきます

けれども、大きな２番の公共用地の先行取得につ

いてでございますけれども、質問をさせていただ

いた敷地面積においては6,187㎡のうち支所庁舎

が約1,600㎡と、建物の規模はわかりましたけれ

ども、この外観設計はどのようになっているのか

お伺いをいたします。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 外観でございますけれ

ども、まだ正式な実施設計まで進んでいるわけで

はございませんが、塩原地区、温泉街というよう

な特殊性といいますか、地域性を踏まえまして、

現在、平屋でどうだろうかというふうな形の進め

方が出てきております。 

  まだ確実に決まっているという状況ではござい

ませんので、ある程度まとまりましたときには、

またご連絡ができるかというふうに思います。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） 答弁の中で、まだ外観の

設計が確実に決まっていないということで、ちょ

っと安心をしたわけでございます。と申しますの

は、やはり塩原温泉に観光地独特の地形という立

場から、こういう支所の建物も、ぜひ大正ロマン

風とか、そういう観光誘致につながるような建物

にしていただきたいということのお話をさせてい

ただきます。 

  実は、平成15年４月にオープンしたもの語り館

でございますけれども、これは平成11年２月に私、

建設委員長ということで仰せつかりまして、４年

間勉強をさせていただいた建物を建設したわけで

ございますけれども、そのいきさつの中で、塩原

は大正時代あたりに多くの文士文豪が訪れて、塩

原をこよなく愛してうたをつくり、全国に塩原温

泉を広めていただいたということの経緯がござい

まして、その中で、元観光課あるいは観光プラン

21、そしてまたあの建物に隣接する地元古町のま

ちづくり委員会、あるいは隣接する門前の未来ま

ちづくり委員会という委員会がございますけれど

も、そのほうからも要望が出まして、ぜひ我々の

まちづくりはこれからそういう大正ロマン風のま

ち並みにしてみたいというようなところの要望が

ございまして、それではということで、これを取

り入れまして、そのもの語り館を、まず大正ロマ

ン風の建物にした経緯がございますので、この辺

はぜひそういう考え方で進めていただければと思

いますけれども、総務部長、どうでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 齋藤議員から、今ご意

見がございました。私のほうでも塩原地区地元の

観光協会あるいは温泉組合あるいは旅館組合、ま

た自治会の組織等々の連名によりまして要望書を

受けた経過もございます。地域にマッチした建物、

例えて言うならば、私どもの今入っておりますこ

ういった箱型の建物ではない形で建設が進められ

ればというふうな考えを持っておりますので、ご

期待をいただければというふうに思います。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） 大変期待を持たせていた

だきます。 

  先ほど答弁のあったように、塩原温泉の３団体

からも要望書が出ているわけでございまして、こ

れを十分に踏まえていただきたいと思います。 

  また、支所建設基本計画案の中に地域の特殊性

を踏まえ、地域要望に対応できる庁舎と題しまし
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て、塩原温泉という地域の特殊性を踏まえた周辺

環境等への配慮のほか、駐車場の確保など地域要

望に対応できる庁舎とするというふうにうたって

ございますので、今の総務部長の答弁では、これ

を確実に守っていただけるんだろうというふうに

解釈をさせていただきます。 

  また、塩原温泉は来年開湯1200年を迎えますが、

この目玉といたしまして、塩原温泉湯っ歩の里を

来年オープンするわけでございますけれども、こ

れも予算上は全然関係なくて、予算上変わらずに、

この支所建設も大正ロマン風として、開湯1200年

記念庁舎と題して全国に売るのも観光地の宿命で

あろうと思いますので、ぜひこれに関しましては、

先ほどの答弁のように心強く思いましたので、こ

れでこの質問は終わりにして、次に移らさせてい

ただきたいと思います。 

  次に、外構でございますけれども、先ほどの答

弁の中には駐車場が3,000㎡ということで、その

内訳といたしまして、来客用40台、そして職員用

が80台、計120台ということでございますけれど

も、駐車場スペースの来客用の台数40台は、私は

大変少ないと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 現在の中で想定をしま

したものが40台プラス80台の120台というふうな

形で考えておりまして、観光地というふうな地域

性、そういったものも踏まえれば多少少なくなる

のかなというふうなものは思いますけれども、余

り過大に駐車場だけ確保するというわけにもまい

りませんので、こういった数字で今進めさせてい

ただいているという状況でございます。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） それでは、この駐車場ス

ペースの職員用80台というのは、平成19年４月に

新市の執務開始が行われるわけでありますが、こ

れは24係80人体制でスタートするということで、

この80台はこれに値するということでよろしいん

ですね。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 現在考えておりますの

は80人体制ということで計算をしております。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） それでは、もう一点質問

させていただきますが、この塩原支所が管理する

公用車がございますけれども、公用車の数をお知

らせいただきたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 支所で管理をしており

ます車両全体の数を申し上げます。54台という数

字でございます。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） これは塩原支所が管理す

る台数が54台。この中には大型のスクールバスあ

るいは除雪ローダー等も含まれていると思います

けれども、それでは、私がここで疑問に思うのは、

塩原支所においてこういう公用車の54台、そのう

ちに大型車が何台かあるわけでありまして、この

駐車場はどこへとめるんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） それでは、ちょっと詳

しく申し上げたいと思います。 

  総体で54台というお話を申し上げました。この

中には中型バス１台、それからグレーダー、それ

からローダー、こういった特殊車両も含めた数で

ございます。そのほかに、出先の機関、そういっ

た施設がたくさんございます。そういったものに

この54台の中から17台がもろもろの施設のほうに

配車をされているような状況にございます。それ

とまた、ハロープラザというふうな出張所がござ

いまして、こちらのほうにも４台の車両が配置さ
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れているという状況にございます。そうしますと、

両方合わせまして21台の車両がおのおのの施設の

ほうに配置をされるというような形になります。 

  最終的には37台というふうな数字が出てくるか

と思いますけれども……。 

〔「33台」と言う人あり〕 

○総務部長（君島 寛君） 失礼しました。33台で

すね。大型車両については、あそこの今の現庁舎

のところにあるわけではございませんで、別な部

署に置いてあるというふうな状況がございまして、

将来新たな庁舎が整備されました後については、

大型車両の配置、それから車庫確保、そういった

もの等については早急に検討していく必要がある

だろうというふうに思っております。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） 今、出先機関の台数を引

いても、33台がこの塩原支所の管轄というか、管

理する公用車であります。今後検討するというこ

とでありますが、19年４月には職務執行をするわ

けでございますので、どう見てもこの駐車場が足

りるわけがございませんので、ぜひこの辺を含め

て頭に置いていただいて、次の質問に移らさせて

いただきます。 

  公共機能の集中が望まれるということを質問さ

せていただきましたけれども、これは地元住民か

らの要望もたしか出ているかと思いますけれども、

やはり支所の隣接するところに、ただいま答弁が

あったのは水道課とか、そういう行政の部分でご

ざいますけれども、やはり警察、交番あるいは消

防署等の隣接も希望が出されている。あるいはこ

れから出されるような話も出ておりますので、こ

ういう公共機能の集中に関しましては、単に庁舎

併設が利便性、そして安全性から適しているとい

うことではなく、例えば大田原広域消防、広域は

違いますけれども、現在塩原が抱えている塩原分

署でありますが、この塩原分署は今後老朽化によ

りまして建てかえという時代がすぐそこに来てい

るわけでございます。この現在位置は大変急傾斜

地に位置して、出動の際も大変危険な状況であり

ますが、この辺の場所的にはどのようにお考えで

しょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） ご質問の内容でござい

ますけれども、確かに少し高目な場所にあるとい

うことで、出入りをしますときには相当急傾斜な

道路を活用しているという状況が１つございます。 

  お話の中にございましたように、組合として分

署は大田原広域の所管になります。私どものほう

で勝手にあの分署をあちこちにというわけにもな

かなかまいらないという部分もございますので、

この辺については地元のほうからもやはり要望が

あるということを踏まえまして、今後十分に検討

させていただくものであろうというふうに思って

おります。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） 総務部長のおっしゃると

おりでありまして、冒頭に申し上げましたように、

これは現時点では大田原広域消防に属する問題で

ございますけれども、敷地はやはり塩原分署とし

て、塩原地域内に属する建物でございますので、

これも将来性を考えますと、大変出動の際に、す

ぐに十字路のところを右折するわけでございます、

出動に関しましては。それが大変急勾配の、出て

すぐに大きなバイパスにつながるという地形でご

ざいます。塩原分署においては救急車あるいは消

防車等緊急あるいは早急出動がいかに人命を助け

られるか、秒との闘いでありまして、現在所在位

置はだれが見ても不適切地であり、問題の立地で

あります。 

  そこで、全国市町村長の中で消防全般に一番詳
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しい栗川市長の現在地の場所について、適切かど

うかだけお聞きをしたいと思いますけれども、ど

うでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 広域消防の塩原署のお話で

ございますけれども、適切か適切でないかという

話になりますと、ではなぜ今まで不適切地に建て

たんだという話になってしまいますので、私は適

地だと思っております。ただ、平たん部よりは危

険性があるというふうな認識をいたしております。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） 大変ありがとうございま

す。そういうことで、私も大変不思議な土地でご

ざいますので、今後そういうことで、先ほどの庁

舎あるいは基本計画の中に、やはり公共機能を集

中するというような文言がうたってございますの

で、これもやはりお含みおきをいただき、検討を

していただきたい、このように思います。 

  それでは、次の(2)防災対策に移らさせていた

だきます。 

○議長（髙久武男君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 公共用地の件について、私

のほうからも若干お話を申し上げたいと思います。 

  ただいま塩原支所の建設ということで質問があ

ったわけでございます。先ほどから質問をいただ

いておる中で、支所の駐車面積が狭いということ

で、先ほども話がありましたように駐車場が120

台、そのうち市で抱えるものもある。さらには職

員のものもある。そして、そのほかに市民の駐車

場ということになりますと、駐車場ですら狭い感

じがするというのは、多分、齋藤議員さんの質問

の中にあったのかなと思っております。 

  当然、私どもが利用する中では、市の職員につ

きましては、私も申し上げておるわけでございま

すけれども、大きな行事があるときには職員の駐

車を差し控えるとか、そういう支所の中での検討

もしていただきたいということでお願いを申し上

げております。 

  さらに、そういう中で、平たんだということで、

あそこにほかの公共施設も集約することが可能か

どうかというものも今後検討しなければならない

というふうに思っておりますので、ご理解をいた

だきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） 大変わかりやすい補足の

説明をありがとうございます。 

  それでは、次の(2)防災対策に移らさせていた

だきます。 

  質問の、避難場所となる駐車場への避難収容人

数は定かではありませんけれども、庁舎内に80人

の会議室に避難ができるのではないかという総務

部長のお答えでありましたけれども、実はこの質

問を聞いたのは、土砂災害防止法というものがご

ざいまして、土砂災害警戒区域等における土砂災

害防止対策の推進に関する法律ということで、ま

ず土砂災害から住民の生命を守るために、土砂災

害が発生するおそれがある区域を明らかにし、警

戒避難態勢の整備や一定の行為の制限を行うもの

で、平成13年４月に施行された法律でございます。 

  これは、大きく分けますと２つに分けられまし

て、土砂災害警戒区域の指定ということで、これ

は何を意味しているかというと、土砂災害のおそ

れのある区域、そしてもう一つが土砂災害特別警

戒区域と題しまして、これは建物が破壊され、住

民に大きな被害が生じるおそれがある区域という

ことで、この基礎調査も塩原においては、既に住

民説明会等も行って終了しております。 

  この基礎調査によりますと100か所を調査した

結果、先ほど申しましたように土砂災害警戒区域
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の指定になった旅館、ホテル等が12施設ございま

す。また、最も危険という土砂災害特別警戒区域

に指定された旅館、ホテル等がやはり12施設ござ

いまして、合計24施設ということになるわけであ

りますが、これは一般住宅を含めますとかなりの

戸数が対象となるわけであります。 

  支所建替基本計画の中にも、災害時に防災拠点

として機能できる庁舎といたしまして、塩原温泉

地域は過去において大地震や箒川の大洪水等を経

験し、最近では平成10年８月の那須水害による被

害も受けている。アクセスを国道400号のみに頼

っている現状では、地域の孤立も懸念される。こ

のため、災害発生時に情報の収集や伝達、避難場

所の確保や食料供給などの防災拠点として機能で

きる庁舎というふうに題してございますけれども、

これについての考え方は、現在のもろもろのスペ

ースを考えて、どのようにお考えか、もう一度お

聞きします。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 齋藤議員からお話があ

りました内容につきましては、特に今現在で変更

はないというふうに考えております。 

  ただし、今現在考えております新たな塩原庁舎

につきましては、仮に災害が発生をしましたとき

に、あるいは災害の発生が予測されますときには、

警戒本部ですとか、あるいは対策本部というふう

なものになる形になります。そういった中で、塩

原地区の災害の防災関係の中心となる施設という

ことで考えているところでありますし、今現在、

私どものほうで地域防災計画の策定に入っている

というお話を前々から申し上げております。そう

いった中で、避難所等々についても見直しをさせ

ていただくということと、塩原地区の全体的な防

災の体制、そういったものをやはりこれから早急

に対応を考えていく必要はあるだろうというふう

に思っております。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） 大変総務部長のおっしゃ

るとおりだと思います。塩原温泉は観光地という

独特の人口形態を持っておりまして、平常時の住

民人口にプラス宿泊者の夜間人口というのが一気

に１万人増えるという地形でもございます。また、

先ほど申しましたように、平成10年の那須水害に

おきましても１週間陸の孤島というふうになった

わけでございますので、そういう支所が防災の対

策本部となるに当たっては、やはりいろいろな問

題を抱えているんだろうというふうに思うわけで

あります。 

  それでは、今前段で述べた(1)の塩原支所建て

かえについて、(2)の防災対策について、これを

踏まえて、次の用地取得の本題に移らさせていた

だきたいと思います。 

  (3)用地取得について。これは前段で述べまし

たように、公共機能の集中、あるいは駐車場確保、

災害時における避難地としての確保という点から

質問をさせていただきましたが、どれをとっても、

やはり用地が不足しているというところに答えは

達するんじゃないかなというふうに自分は感じた

わけでございます。 

  隣接地、売地は2,158㎡、約653坪でありますが、

この2,158㎡がこの予定地の市有地とつながると

いう土地感を重く感じていただき、この間には当

然人家もなく、平たんであることから、あすにも

駐車場や、あるいは避難場所として利用できるこ

との有効性をどのようにお考えでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 一番初めにお答えを申

し上げました繰り返しになろうかと思いますけれ

ども、まず防災拠点というふうなものが大きくあ

るということでございます。 
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  それから、その他の公共施設の位置、そういっ

たものも今後考慮をしながら、必要性については

いろいろな形で出てきておるわけでございますけ

れども、検討をしてまいりたいというふうに思っ

ております。 

  これは初めにお答えしたとおりということでご

理解いただきたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） 冒頭でこの問題、取得に

関しましては検討するということで、その前段を

いろいろな方向から必要性があるだろうというこ

とで、私の質問をさせていただいたわけでありま

すが、確かにこれは財源がかかわる用地取得でご

ざいます。ただ、財源がかかるということの一言

であきらめることなく、いろいろな用地価格は幾

らかとか、そういう検討を今後もぜひとも前向き

に考えていただきたい、このように思うわけであ

ります。 

  現在の塩原温泉街、つまり国道400号線をこの

支所建設予定地から西那須野方面に向かった夕の

原地域までずっと400号線をたどってみますと、

用地を取得したくても、取得する用地が塩原温泉

地区にはないんです。それが、偶然にこの支所建

設予定地の隣接地に、さらに民家等が何軒か建ち

並んで、用地買収をして移転をして、どうしても

隣接で求めたいという土地ではなくて、ご存じで

しょうけれども、東野交通株式会社が売地として

大きな看板を掲げている土地でございます。こん

な三拍子そろった土地は、塩原には本当にないの

でありまして、これが偶然にこの隣接地にあると

いうことを踏まえて、この条件つきのそういう土

地ではございません。こんな立地のいい土地はご

ざいませんので、今が絶好のチャンスだと私は思

っております。ということを言いまして、時間が

ありませんので、次の質問に移らさせていただき

ます。 

  大きな３番の公認野球場の建設については、先

ほど教育部長から、るるチーム数あるいは野球に

携わる人数をお知らせいただきましたが、私も改

めて聞きまして、121チーム2,581人という多くの

野球を愛する子供たちから社会人の大人までいる

わけでありまして、この人口形態を見ますと、大

変塩原の利用数も多くあるということで、先ほど

利用数が出ておりましたけれども、これは決して

これだけで私は利用数の問題はクリアしていない

のではないかなというふうに思うんです。 

  と申しますのは、これは大体ほとんどがいろい

ろな大会等に向けている試合数の数字が示されて

いて、本当にその前に練習をしたりとか、そうい

うところで野球場を借りたいという方々にとって

は、まだこの数字以上に出るんじゃないかと思い

ますけれども、教育部長、どうでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 多分、小中学校の練

習はそれぞれのグラウンドでやっておりますので、

先ほど申し上げた数字にそのような数字は入って

おりません。 

○議長（髙久武男君） 29番、阿部寿一君。 

〔「齋藤です」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 失礼。齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） 席が隣なものですから間

違えやすいんですが、字も同じ読み方ということ

で。 

  それでは、(2)の合併記念の野球場による経済

効果についてということで質問をさせていただき

ますけれども、夏季は涼しい気候から、また温泉

トレーニングもできるという立地のある塩原にと

って、今までに高校あるいは大学の野球部の合宿

のメンバーが何チームも来ております。しかしな

がら、数年は続くんですが、なかなか長く続かな
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い、そのリピーターにならないという条件に、こ

の野球場施設が公認の硬式専用ではないというこ

とで、なかなかここでせっかくのリピーターが途

絶えてしまうという状況があるわけなんです。 

  例えば一例をとってお話をさせていただきます

が、合宿誘致ができますれば、例えば高校生です

ら、今30人から50人というメンバーで合宿に臨む

わけでございます。また、大学生になりますと、

それ以上、50人体制あたりで来るんですが、大学

になりますと、またレベルが上ですので、一軍は

海外あたりに遠征に行くんですが、二軍、三軍、

四軍ぐらいまでいますと、相当な延べ人数が、塩

原というか、合宿地を目標に宿泊をしていただけ

る。これが１日、２日で終わる合宿では当然あり

ませんので、１週間あるいは10日間かけて野球に

打ち込むというところがございますので、単純に

計算してみますと、例えば30人ですと210人から

350人、それが単純に３チーム誘致がこの球場に

よってできれば、1,000人。また、６チームであ

れば、倍の2,000人以上というのが塩原の観光地

の誘客につながるわけでありまして、まさに球場

を建設することによってこういう経済効果があら

われるわけでございますけれども、ひとつ観点は

違いますけれども、野球を通じてこういう誘客事

業ができるということで、産業観光部長、どうで

しょうか、予算とかは一切関係なしに。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 急に振られまして、

お答えに困っている状況なんですけれども、実質

それだけを考えれば、観光の誘客にはつながると

私は考えております。ただ、先ほど議員が申しま

したスポーツを通じた観光都市云々というのに関

しては、議員もご存じのように、塩原地区につき

ましては特に夏休みは小中学校の子供たちが合宿

で、いろいろな運動の種目で訪れておると思いま

す。そういった方々のスポーツを通じた観光とい

うのも、一つ考えなくてはならないと思います。

あくまでも野球を通じては、公認云々というのは、

それは必要かもしれませんが、それ以外のスポー

ツについても、スポーツを通じた観光として塩原

地区は特に今後研究していく必要があると私は考

えております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 29番、齋藤寿一君。 

○２９番（齋藤寿一君） 大変ありがとうございま

す。 

  それでは、ここで現在那須塩原市を拠点として、

先ほども１チームという数字が挙がりましたけれ

ども、硬式少年野球チームが平成13年に那須野原

ボーイズという名前を題しまして結成をいたしま

した。このたった５年の経過の中で、もう既に全

国大会等に出場を果たしているチーム、このチー

ムの本拠地が現在の関谷南公園にあるわけで、５

年目ですから、第１回目の卒業生が高校２年生と

いうことで、全国屈指の常総学園に進んだり、青

森山田に進んでいるという状況がございますので、

ぜひ硬式野球場を前向きに検討していただければ

と思います。 

  それでは、最後に、合併記念球場と観光誘客事

業が一度にクリアできる、こんな市民の健康増進

にもつながる、一石三鳥の公認野球場を建設して

はということで、栗川市長は１月１日に新市那須

塩原市を誕生させるに当たって、旧黒磯の市長と

して合併協議会のリーダーとして栃木県第１号の

合併を果たしたわけでございます。これを全国に

那須塩原ありと広め、今後さまざまな事業を展開

していくわけでございます。初代栗川市長の名が

語り継がれるように、合併記念球場を建設すべき

と思うが、どうぞ遠慮なく建設していただきたい

と思います。 
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  以上。 

○議長（髙久武男君） 以上で、29番、齋藤寿一君

の市政一般質問は終了いたしました。 

  ここで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時０１分 

 

再開 午後 ２時１１分 

 

○議長（髙久武男君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 関 谷 暢 之 君 

○議長（髙久武男君） 次に、19番、関谷暢之君。 

〔１９番 関谷暢之君登壇〕 

○１９番（関谷暢之君） 議席19番、関谷暢之でご

ざいます。いよいよ22人の一般質問登壇も、私で

21人目であります。議席番号も19、20と、最後の

２人となってまいりましたので、よろしくお願い

いたします。 

  それでは、さきに提出いたしました一般質問通

告書に従いまして、順次進めさせていただきます。 

  まずは、大項目の１番、教育行政についてから、

(1)学校教育施策についてということでお伺いを

いたします。 

  三位一体の改革、地方分権の推進に日本の再起

をかける今日、改革の潮流は日本の将来を担う人

材育成のとりで、教育の世界にもいや応なく押し

寄せてきております。 

  中央教育審議会より10月に提出されました「新

しい義務教育を創造する」と題する答申には、制

度、組織、財源に至るまで地方の主体性と創造性

を求めるとともに、裁量拡大への方向性が示され、

地方の意思を積極的に教育行政にも反映させる、

そんな時代を迎えていることを物語っております。 

  那須塩原市教育委員会策定の学校教育の重点施

策には、心豊かでたくましい人間を育てる学校経

営の充実、学力・体力の向上、社会力の育成、豊

かな心の育成の４項目が掲げられております。い

ずれも大切な目標でありますが、地域性をも生か

した特色ある学校教育という観点から、これら総

花的な内容から、より重点的な目標と具体的な施

策を示すことが求められていると考えるものであ

ります。 

  また、少人数学級の推進時における教室数との

整合性や耐震対策など施設整備に係る費用、教職

員への人件費を初めとする教育施策、ソフト面に

係る費用など、教育費の確保は将来を担う子供た

ちに直結する問題であり、一時の停滞も許されな

い課題であります。那須塩原市の学校教育施策が

特色と魅力を持って、限りない可能性を持つ子供

たちに限りない可能性を未来に導くものであるこ

とを願い、４点についてお伺いをいたします。 

  ①点目といたしまして、当市における特色ある

教育施策という観点から、重点目標、重点施策に

ついて、国の動向をも踏まえた所管と展望をお伺

いいたします。 

  ②点目といたしまして、中央教育審議会10月答

申への所感と、少人数学級実現に向けた当市の対

応、課題と展望をお伺いいたします。 

  ③点目といたしまして、学校施設の耐震整備、

マンモス校解消並びに統廃合をも含め、学校規模、

学級編制と施設状況の適正化に向けた課題と展望

をお伺いいたします。 

  ④点目といたしまして、当市における教育費の

見通しと基本姿勢維持・拡充に向けた対策と展望

をお伺いいたします。 

  次に、教育行政についての(2)といたしまして、
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高校再編計画と中高一貫校についてということで

お伺いをいたします。 

  今日の急速な少子化の進展は学校教育の環境に

も大きな影響を及ぼし、公立高校においても、か

つてない大改革による対応を求められることとな

りました。栃木県においても、中学校卒業者数が、

平成元年の３万3,000人をピークに減少を続け、

平成29年には１万9,000人を割り込むことが見込

まれる時代となっております。 

  そこで、県はこれらの事態に対応し、多様で柔

軟な高校教育を推進するため、県立高校の再編に

取り組み、昨年３月に県立高校再編基本計画を策

定、平成17年度から26年度までの10か年計画の前

期５か年計画が実施されることとなりました。前

期計画の中では、県内７学区に分けた再編計画に

おいて、当市を含む那須地区だけが手つかずの状

態であり、後期計画においては何らかの再編がな

されることは確実であり、その内容が注視される

ところであります。 

  再編の柱は、男女共学化の推進、学校規模の適

正化、中高一貫校を初めとする新しいタイプの学

校の設置などであり、高校進学を迎える当地域の

子供たちにとって戸惑うことのないよう、前期計

画を見据えた中で当市としても県との協議、対応

が必要であると考えるものであります。 

  そこで、３点についてお伺いをいたします。 

  ①点目といたしまして、当市あるいは那須地区

における高校進学に関する現況と今後の見通し、

また高校再編による影響についての所見をお伺い

いたします。 

  ②点目といたしまして、県立高等学校再編基本

計画への所感と、当市の対応並びに再編後期計画

に向けた見通しと取り組みをお伺いいたします。 

  ③点目といたしまして、公立中高一貫校につい

ての所感と、誘致活動を含めた当市としての今後

の取り組みをお伺いするものであります。 

  次に、大項目の２番、行財政改革についての

(1)の表題でありますが、「行財政改革と予算編

成について」ということで表題の加筆訂正をお願

いいたします。 

  平成18年度の予算編成作業も、各課よりの予算

要求が出そろったころと思われます。今予算は栗

川市政初めての本格予算と申し上げたいものの、

那須塩原市総合計画策定前であり、現段階におい

ては合併からの過渡期としての予算編成と言わざ

るを得ないのかもしれません。しかし、加速度的

に進行する少子高齢化社会、社会保障費の増大、

750兆円から、非公式には1,000兆円とも言われる

国債、地方債の債務残高と行財政改革は、待った

なしの一大使命であり、総合計画と財政改革、行

政評価と財政改革など、すべては財政運営の計画

と検証の中から進められるものと考えます。 

  したがって、平成18年度の予算編成に至っても、

今後の改革の準備年度としての姿勢と計画が反映、

示されるべきものとし、４点についてお伺いをい

たします。 

  ①点目といたしまして、当市における財政課題

と今後の財政改革への取り組みメニューをお伺い

いたします。 

  ②点目といたしまして、中長期財政計画策定へ

の取り組みをお伺いいたします。 

  ③点目といたしまして、平成18年度予算編成の

手順と各課における予算要求の基準、並びに財政

部局予算とのヒアリング前の予算額の差異、現況

をお伺いいたします。 

  ④点目といたしまして、行政評価システム導入

効果の向上と、財政改革の一貫として枠配分、包

括的予算制度等への予算編成手法への今後の考え

方についてお伺いをいたします。 

  次に、行財政改革の(2)といたしまして、環境
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ＩＳＯ14001の取り扱いについてということでお

伺いをいたします。 

  地球温暖化対策を初めとする環境問題は、21世

紀の人類がまさに地球規模で取り組むべき問題で

あります。ＩＳＯ14000シリーズは、1992年、リ

オデジャネイロで開催された地球サミットを契機

に発効された、いわば地球環境問題解決のための

国際基準であり、その中のＩＳＯ14001、環境マ

ネジメントシステムはその骨格となるものであり

ます。 

  行政の認証取得については、千葉の白井町、新

潟上越市を先駆けとし、全国的に広がってきたわ

けでありますが、旧黒磯市においても平成14年４

月に認証取得をしております。合併後の現在も、

認証を受けたサイト、本庁並びに黒磯支所などに

は引き継がれているものでありますが、今日の環

境問題の深刻さをかんがみたとき、自治体が率先

垂範し社会への環境負荷軽減を推進することは、

極めて重要な責務であり、那須塩原市環境基本計

画の策定を控えた当市にとって、さまざまな行革

課題とともに、環境行政の実効性と効率性が総合

的に注目されるときであります。 

  そこで、４点についてお伺いをいたします。 

  ①点目といたしまして、旧黒磯市認証取得のＩ

ＳＯ14001における現在の執行体制と現況、実績

をお伺いするものであります。 

  ②点目といたしまして、各支所を初め、全市に

おける当局の環境対策への取り組み状況と実績を

お伺いいたします。 

  ③点目といたしまして、ＩＳＯ認証取得から更

新並びに運営に係る経費の現状と、全市に拡大し

たときの試算についてお伺いをいたします。 

  ④点目といたしまして、ＩＳＯの今後の取り扱

いをも含め、那須塩原市当局としての環境対策へ

の計画をお伺いいたします。 

  以上、１回目の質問であります。ご答弁のほど

よろしくお願いいたします。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 19番、関谷暢之議員の市政

一般質問にお答えをいたします。 

  私からは、２の行財政改革について、そのうち

の予算編成についてということでご答弁を申し上

げます。 

  新年度の予算編成に関するご質問でございます

けれども、まず財政課題と今後の財政改革の取り

組みに関する件でありますが、財政の大きな課題

は財源の確保と予算における公平性の確保である

と思っております。各種事務事業を推進するため

には、その裏づけとなる財源の確保が不可欠であ

ります。このため、国・県からの支援の確保のほ

か、市税や使用料、手数料など、実質的に収入で

きる財源の確保が必要となります。 

  したがいまして、今後の財政改革の取り組みに

つきましては、自主財源の確保や公平な行政の推

進といった観点から、市税収納率の向上を初め、

使用料、手数料の見直し、市単独補助金のあり方

などにつきましても検討してまいりたいと考えて

おります。 

  次に、中長期的財政計画の策定についてであり

ますが、現在平成18年度を目途に総合計画を策定

中でありますので、この計画策定と歩調を合わせ、

財政計画をまとめていきたいと考えております。 

  続きまして、予算編成の手順等についてであり

ますが、まず予算編成の考え方や要求の要領を当

初予算編成方針という形で提示し、この方針に基

づき、各部課は予算見積書を提出いたします。こ

の予算見積書を財政課と総務部長が調整し、四役
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査定を経て、２月上旬から中旬までには予算案が

決定することとなります。 

  ここで財政部局の予算とヒアリング前の予算の

差異ということでありますが、財政部局予算とい

う考え方は持っておりませんので、議員ご指摘の

差異ということではございません。 

  また、予算編成に枠配分等の手法の導入という

ことでありますが、先進自治体の中には部等に予

算の裁量権を与えるなどのことが行われていると

ころは承知をしておりますけれども、当面現行ど

おりとして、検討課題とさせていただきたいと思

います。 

  次に、行政評価システムと予算に関する事項で

ありますが、この評価システムは市民満足度を高

めるための行政経営手法で、今年度から３か年を

かけてシステム導入に取り組んでいるところであ

ります。事業の適不適、要不要を含め、市の各種

事務事業の評価を行うこととなりますので、その

結果をできるだけ予算に反映させていきたいと思

っております。 

  このほかにつきましては、教育長、生活環境部

長から答弁をいたさせます。 

○議長（髙久武男君） 次に、教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） それでは、私のほうから

は教育行政について、順次お答えを申し上げます。 

  ①の特色ある教育施策という観点からの重点目

標、重点施策についてのご質問ですが、市教育委

員会では豊かな心を持ち、たくましく生きる力を

はぐくむ学校教育の充実という方針のもと、将来

を支える子供たちの人格の完成を目指して、自分

づくりに向けた教育の推進を重点目標に掲げて取

り組んでいます。 

  主な特色ある施策としましては、80人を超える

臨時教師を採用して一人一人を大切にした教育に

取り組んでいるほか、指導力の向上を図るための

市独自の教職員研修を進める一方、児童生徒の学

習到達度を確認する各種テストを行い、きめ細か

な指導に役立てています。また、ＡＬＴの全中学

校への配置や中学２年生の海外派遣事業などを通

して、国際人として活躍できる人材の育成などを

行っております。 

  次に、中教審と少人数学級実現についてのご質

問にお答えします。 

  まず、10月26日に発表されました中央教育審議

会答申についての所感でありますが、国と地方の

負担により義務教育費が保障される国庫負担制度

はすぐれた制度であり、これを大事にし、さらに

地方の裁量を広げる中で、学校の教育力の推進や

子供たちの人間力を豊かに育てることができるよ

うな、新しい時代の義務教育が確立されることを

願っております。 

  少人数学級実現に向けては、既に本県では中学

校で35人学級が実現しており、小学校においても

１、２年生の36人以上の学級に加配の措置がとら

れております。さらに、市独自に、35人を超える

学年には少人数指導のための臨時教師を配置して

おります。空き教室の数や限られた財源、教職員

の人事面など、クリアすべき点はございますが、

さらなるきめ細かな指導の実現に向け、取り組ん

でまいりたいと考えております。 

  次に、学校施設の適正化に向けた課題と展望に

ついてでありますが、市内小中学校35校の規模は、

地理的条件、地域性、歴史的経過等により違いが

ございます。学校の統廃合、分離及び新設による

適正規模を推進するためには、関係する保護者や

地域住民等と今後の児童生徒数の推移や耐震診断

による学校施設改修計画等、さまざまな問題を含

め十分話し合いを行い、理解を得る必要があると

考えております。 

  大規模校を解消する分離、新設には保護者や地
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域住民等、関係者の理解が得られやすい反面、新

設校の設置位置や費用の問題等が発生することが

考えられます。また、小規模校を解消する統廃合

については、地域性や地理的条件等さまざまな要

件がありますが、地域の方の理解を得ながら、総

合的に考え、検討してまいります。今後は、児童、

生徒数の推移、耐震診断による学校施設改修計画、

国・県の施策の動向等を見きわめながら、適正化

に向けて十分研究してまいりたいと考えておりま

す。 

  次に、教育費の見通しと基本姿勢などについて

お答えします。 

  現在、地方を取り巻く環境は、景気が緩やかに

回復してきているとはいえ、実感として地方まで

は波及しているとは言い切れない状況にあり、引

き続き国と地方の税財源に関する三位一体の改革

に伴う歳入減少が見込まれ、依然として厳しい状

況にありますので、本市の教育費についても維

持・拡充は難しい状況だと認識しております。 

  しかしながら、今後は市の教育行政基本方針に

基づき、新市建設計画の着実な推進、学校安全、

耐震対策などの当面の懸案事項の解決のため、ハ

ード、ソフト両面を含んだ予算確保に努めてまい

りたいと考えております。 

  (2)の高校再編計画と中高一貫校についてでご

ざいますが、高校進学に関する現況と高校再編に

よる影響についてのご質問でございますが、那須

塩原市では今年３月、1,243人の生徒が中学校を

卒業しました。このうち1,194人が高等学校に進

学し、進学率は96.1％であります。少子化を見越

して高校の再編が進められておりますが、進学率

に関しましては大きな変動はないものと考えてお

ります。 

  次に、県立高等学校再編基本計画についてのご

質問にお答えします。 

  現在、県教育委員会では、平成26年までの10年

間の再編基本計画のうち、平成17年から21年まで

の前期実行計画に基づき高校再編が進んでおりま

す。出生率の低下に伴う中学校卒業者数の減少と、

進路希望の多様性、教科科目の選択幅の拡大、団

体競技の維持等を考えると、高等学校の適正規模

維持のために、再編も仕方がないことと承知して

おります。 

  次に、公立中高一貫校についてお答えいたしま

す。 

  公立中高一貫校については、児童生徒や保護者

の学校選択肢の幅が広がるばかりでなく、６年間

の計画的、継続的な教育活動により、個性や創造

性に富んだ生徒の育成にも貢献できる可能性があ

り、意義ある教育制度であると考えております。 

  なお、後期実行計画において設置が予定されて

いる県北の中高一貫校については、現状では平成

19年度を目途に発表があるというだけで、その他

の情報はありませんので、さらなる情報の収集に

努めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 次に、生活環境部長。 

○生活環境部長（相馬 力君） ２番の行財政改革

についてのうちの環境版ＩＳＯ14001の取扱いに

ついて、お答え申し上げます。 

  旧黒磯市認証取得のＩＳＯ14001における現在

の執行体制と現況、実績についてのご質問であり

ますが、那須塩原市本庁舎及び黒磯支所区画整理

課を対象サイトとして、平成14年４月24日、認証

を取得し、市長が環境管理総括者、助役を委員長

とする環境管理委員会があります。また、生活環

境部長が環境管理責任者となっており、各実行部

門の長に各部長が当たり、環境管理監督者として

各課長、各課に環境管理主任者を配置した執行体

制で、黒磯支所環境課が環境管理事務局となって
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おります。 

  16年度の実績では、庁舎燃料使用など４項目に

ついては努力の成果が認められますが、電気使用

料は増加をしている状況にあります。 

  各支所を初め、全市における当局の環境対策へ

の取り組み状況と実績についてのご質問ですが、

黒磯支所については、電気、水道、庁舎及び公用

車燃料、用紙類などの使用量削減のほか、環境に

配慮した公共工事やイベントの実施などでありま

す。さらに、低公害車、低燃費車の積極的導入、

グリーン購入の推進、一般廃棄物焼却量の削減な

どを進めております。 

  西那須野支所では、平成14年２月から環境保全

率先実行計画を策定し、取り組み内容は黒磯支所

の同様なものを実施しております。 

  塩原支所に当たっては、冷暖房温度の適温化あ

るいは照明やＯＡ機器などの節電、排出ごみの把

握、それから再生紙コピー用紙の購入や裏面利用、

リサイクル化の推進などに取り組んできたところ

でございます。 

  次に、ＩＳＯ認証取得から更新並びに運営に係

る経費の現況と、全市に拡大したときの試算につ

いてのご質問でありますが、平成14年度が42万

7,000円、15年度が126万円、16年度が132万2,000

円、17年度は、予算ベースですけれども、127万

8,000円となっております。 

  次に、全市に拡大したときの試算についてです

が、西那須野庁舎及び塩原庁舎を対象とした場合、

サイト変更の審査費用が約76万円、毎年の定期審

査が約51万円、３年に１度の更新審査に約92万円

が見込まれます。このほかに、サイトの全職員の

研修費用として、およそ80万円程度の支出が見込

まれます。 

  次に、ＩＳＯの今後の取り扱いも含め、那須塩

原市当局としての環境対策への計画についてのご

質問でありますが、ＩＳＯのみを考えれば、ＩＳ

Ｏの対象サイトの拡大の検討、ＩＳＯ研修の見直

しなどがあります。また、平成18年度には市とし

まして地球温暖化防止実行計画の策定に入ってい

く予定であります。この計画を策定するに当たり

ましては、内部検討委員会等を設けて、ＩＳＯの

あり方も含め全体的な対応を検討してまいりたい

と考えております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） それでは、順次再質問に

入らせていただきたいと思います。 

  まず、教育行政のほうからになりますが、特色

ある教育施策ということで、重点目標の中から自

分づくり等々、ご答弁をいただいたわけでありま

す。１つの教育という、特に学校教育という中に

おいては、近年さまざまな方向性で迷走してきた

んじゃないかというような国の教育方針であった

わけでありますけれども、近年、ゆとり教育から、

さらには学力の低下といった問題が顕在化してき

ているわけであります。本市においては学力検査

といったようなものも独自で実施が始まっている

ということでありますけれども、そうした現況、

分析結果といったようなものはいかがなんでしょ

うか。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 学力に関するテスト等の

結果でございますが、那須塩原市では２通りのテ

ストを実施しております。 

  １つはつまづき発見テストというテストであり

まして、これは小学校の４年生を対象にして、１

年から４年生まで学習した内容を総括して、国語

と算数について広領域にわたってテストを実施し

ているものでございます。これは学習の過程でど

こでつまずいているか、一人一人のデータが得ら
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れるようなテストでございます。 

  それから、今年度から小学校２年生から中学校

２年生まで、非常に広い学年にわたって業者のテ

ストを実施しております。これも国語と数学、算

数を中心に実施してございます。 

  それで見ますと、つまずき発見テストではおお

よそ基礎学力が達成されているというか、学習の

成果が上がっていると見ておりますが、補習が必

要であるという子供は約20％から25％ございます。

そういうことで、小学校段階での基礎学力をさら

に補習をして充実させていくという課題を持ちな

がら、やってございます。 

  それから、中学校での統一テストにつきまして

は、市内ほぼ全国平均のレベルに達しておりまし

て、これは個人的な分布表はつくっておらないわ

けですが、成績の結果は出てございます。全国平

均に達しているという点で、教育の成果は上がっ

ている、こんなふうに考えております。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） さきの中教審の答申の中

にも、一時は偏差値主義的な部分でこうした学力

調査的なものも否定されたような時期もあったわ

けでございますが、やはり客観的なデータを得る

ことによって指導方法の改善に向けた手がかりを

というような形で、全国的な学力調査の実施とい

うようなことも書かれているわけであります。 

  今回の全国的な中での平均には達しているとい

うようなお話もあったわけですが、逆に、当市の

教育という部分にどう還元をしていくか。あるい

は、つまずき発見テスト等の補習が必要な子供た

ちが20％から25％ぐらいはいるというような課題

への対処というような部分はどのようにお考えで

しょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） ちょっと補足的に説明い

たしますと、実は義務教育９年間というのは非常

に長い期間でございまして、小学校の学習が十分

充実しませんと、中学校へ行って非常につまずく

確率が大きくなるわけです。特に数学の領域では

それが顕著にあらわれます。そういうことから、

市では市版のステップアップドリルというのを小

学校で、市の予算で教師が問題作成者になって作

成しております。 

  ステップアップドリルというのは練習問題集な

んですが、これは教科で活用してもいい。それか

ら、学校の６時間目あるいは５時間目の後に少し

時間を延長してやってもいい。それから、家庭学

習に使ってもいいということで、国語と算数につ

いては十分補習をさせながら、補完的に学習を進

めているというのが現状でございます。 

  それから、小学校２年生から中学校２年生まで

の統一テストについては、従来全国統一のテスト

とか県の統一テストがあって、このテストを学校

の成績として発表しますと、非常に神経質になり

まして、それにこだわるという傾向がありました。

それで、そういうことを排除するために、各市の

平均を発表する。各学校のものは各学校に成績が

行く。そういう形で、学校の自助努力に期待して

いる、そういう扱いをしてございます。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 今、学力についても、教

育という部分で授業等々についてもそうなんであ

りましょうが、重点施策の中でも学校経営という

部分の独自性という部分も教育長は尊重されてい

るように思うわけですが、その辺について、学校

評議員制度でありますとか、あるいは学校評価、

さらには今年度施行となりました学校運営協議会

等々の活用等の見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 従来、義務教育というの
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は、国と県と統一した指導方針に従ってやってき

ておるわけですけれども、こういう流れですと、

学校の主体性とか責任感というのが薄れてしまい

ます。そこで、那須塩原市としては、校長に学校

経営研究会というものを立ち上げております。 

  これは、各学校とも伝統的な教育目標があるん

ですが、それとは別に、学校を一つの経営体と考

えて、経営方針を５つから７つぐらいに要約して、

絞って、その経営方針がどう実現できるかという

経営課題、そういうものを設定して、その具体的

な達成方法をさらに学年経営、学級経営というふ

うにおろして進めております。したがいまして、

学年経営の研修会も実施しております。 

  それから、学級経営については、主に学級経営

と教科指導、この指導力向上ということで、市の

指導主事が学校の求めに応じて、いつでも研究会

に参加する。かなりの回数、各学校に出向いて、

授業研究会あるいは研究授業、そういうものに参

加しております。 

  校長の学校経営、それから主任クラスの学年経

営、それからそれぞれの学級経営、おおよそ３段

構えで、そのほか、細かなものはたくさんござい

ますが、そういうことで、市の教育委員会として

リーダーシップをとって研修を進めている、そう

いうことです。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 非常にこうしてお話を伺

ってみて初めてわかるというような部分だなと思

うわけなんですが、そうした中での、学校経営と

近年言われている中でのそうした目標を設定して、

学年に、学級にと落し込んでいくというような中

での、教育長から見ての成果というものをどのよ

うにお感じでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 概括的にというか、外か

ら見て一番皆さんが学校を訪問されて、子供たち

が落ち着いているかどうか。学級活動が非常に落

ち着いて安定しているかというのが一番気になる

ところです。さらに、その学級が目標に向かって

活力があるかということです。落ち着きと活力と

いうのが、形の上ではかる尺度になります。 

  それから、今言ったような学力とか不登校が減

るとか、非行が減るとかいう具体的なことになり

ますが、その中で、特にやはり個人一人一人が自

立して責任ある過ごし方ができるかという個人の

問題に焦点が行くと思うんです。その辺は大きな

課題であるわけですが、人づくりというふうに銘

を打っているのは、そういう中心の課題は一人一

人の自己確立に向けた教育だと、そういうふうに

考えております。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） この部分でもう一つ、せ

っかくの機会ですので伺いたいのが、那須塩原市

の教育という中での社会力の向上という、この社

会力ということへの教育長の思いというのをぜひ

お聞かせください。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） これは、今の義務教育の

概念としては余り示されている内容ではないんで

す。ただ、本来私どもが育つ過程で、親が、ある

いは地域が授けてくれた能力あるいは態度だろう

と思うんです。そういうのが、核家族とか、非常

に子供の遊びとか、人の触れ合いがなくなった現

状では、社会性を学校教育の中で身につけさせる

必要がある、こう考えまして、校長会でこれは研

究した成果なんですが、それを社会力とあえて規

定しまして、社会人としての基本的な資質という

のがないようでございます。それを学校の学年の

発達段階に応じて課題をつくって、それを達成さ

せようと。低学年では基本的な生活習慣、それか
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ら中学年では人間関係、友達関係、それから高学

年では社会で何がそれぞれできるかという社会と

のかかわり、責任とかいう問題ですね。そんなふ

うにとらえて、社会力を学校教育の中に体験を通

して身につけさせる必要がある、那須塩原市のか

なり特色のある教育内容だと思います。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） よくわかりました。 

  中教審の答申のほうにも、人間力なんていう言

葉も出てきているわけでありますが、まさにこの

社会力という言葉は那須塩原市独自のものなのか

なというふうな思いでお伺いをさせていただきま

した。 

  次に、少人数学級あるいは少人数学習という部

分になるわけなんですが、教育長として、この少

人数学級と、これは学級編制の上で国の基準に基

づいてということで、越えられないハードルがあ

る中での少人数学級という部分があるわけですが、

それに代替する形で、当市としては特に80人を超

えるプロパーというか、市単独の臨時教師を採用

しながら、少人数学習という部分に積極的に取り

組んでいる姿であろうというふうに思うわけなん

ですが、この辺の見解と成果について、どのよう

にお考えでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） このことについても、ち

ょっと補足させていただきますと、栗川市長が30

人学級ということを掲げていただきました。私も

全く同感でして、30人学級が編制できれば、こん

なにすばらしいことはない。ただ、財政的な問題

がございまして、35人という編制になっておりま

すが、これは特区申請を出している地域がありま

して、既に30人学級というのは地域によって、も

う行われているんです。 

  その少人数学級編制ですと、冒頭に申し上げま

した一人一人にきめ細かな指導、行き届いた指導

ができるということになります。１人の教師がど

れだけ目配りができるかということです。そうい

うものをカバーする意味で非常勤講師を配置して、

そして本市ではできるだけ─できるだけの話に

なりますが、一人一人にきめ細かな指導をやって

いる。そういう配慮でございます。 

  今、多分に発達障害等、クラスの中におりまし

て、担任１人では何とも１日がやり切れないとい

うか、そういう状況の中、この加配措置は有効に

働いていると思っております。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） ということは、30人学級

が一番の理想ということで、そうした部分が実現

できる日が来れば、こうした少人数学習という分

野は、ある意味、なくても十分な学校教育という

ものが行えるというような解釈でよろしいわけで

しょうか。 

  それと、こうして少人数学級というものが推進

される傾向にはあるとは思うんですが、今回の答

申でもまだその辺は明言はされていない。今後も

国の動向という部分にかかわってくるものだとは

思うんですが、やはり当市においても80人からの

臨時教師というような中で、少人数学級がどんど

ん推進されれば、教師の量というものも当然必要

になってまいりますし、こうした中で、質という

部分がやはり最も重要な部分ではないかというふ

うに思うわけですが、その辺の、研修であります

とか、例えば研修的な教職員の資質の向上に向け

た取り組みというのは、特に臨時教師等々につい

て、どのような形をとっておられるんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 年度当初に研修を実施し

ております。かなりの数になるわけですので、か

なり影響力も大きい。責任も重いということで、
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市側で市の教育委員会で研修を進めております。 

  しかし、この研修はやはり限度がありますので、

今、議員が言われるように、できれば市で正式採

用の教員が誕生すれば、これはそれにかなったこ

とはございません。しかし、今のところ義務教育

の採用権は県にありますので、その辺は今後変わ

ってくると思いますが、今のところは研修をしな

がら進めております。 

  ただ、ここでちょっとお話ししておきますと、

若い非常勤、それからある程度経験があって、た

またま休んでおって再任用された非常勤の方がお

って、経験者の非常勤が今非常に大きな教育成果

を上げてございます。このことは意外であったん

ですが、本市として非常に大きな戦力になってい

るということをつけ加えさせていただきます。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 市としても力を注いで、

いい先生方をつくっていこうということでの取り

組みはわかるんですが、先ほどもまさに聞かんと

するところで、採用権が県にあるわけでありまし

て、市で採用しても、これは一過性の部分であっ

て、県からの採用等々になると市で採用した臨時

教師も次の年度にはということも起こり得るのか

なというふうに思うんですが、その辺の実情はど

うなんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 年配の方は継続して勤務

していただいています。それから、若い方はやは

り正式採用、採用試験を受けますので、それを学

校側、職員が結構応援して、その経験を踏みなが

ら教員を志願していく。大部分がそういう方です

ので、教員になって、かなりの割合、正式採用の

教員になっていきます。 

  それから、昨日の質問にも出たんですけれども、

県のほうの非常勤講師、これは産休、育休、病休、

そのほか県のほうでは臨時に補充しなければなら

ない教員の数がかなりおります。そちらのほうに

とられてしまうということで、本当に市のほうの

臨時教師を確保するというのは大変な努力が要る。

現状をちょっと申し上げました。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 非常にきめ細やかな教育

という部分に、県内でも恐らく筆頭格の市単独の

教師を採用して取り組んでいるわけでありますが、

やはりそうした中にはそうしたご苦労もあるのか

なというふうに思います。やはり全国的に見ても、

大量採用時期といいますか、そうした中で、ちょ

うど我々の世代なんでしょうか、40代から50代ぐ

らいの教員が非常に多いという中で、今後少人数

学級あるいはこのまま少人数学習というような部

分の取り組みに至っては、そうした先生方の質と

量を担保していくということが大きな課題だろう

というふうに思われますので、どうぞ今後ともよ

ろしくお願いしたいと思います。 

  それから、施設整備に関することでありますが、

何人かの方が耐震等々も含めて、あるいは大規模

校の解消というようなことでお伺いをしているわ

けでありますが、この学級編制と少人数学級を推

進していったときに、教室数の問題で、既にもう

問題になっている学校が幾つかあることは私も承

知しているんですが、那須塩原市全体としてはど

のような状況でしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 私のほうから概括的な説

明しかできないんですけれども、きのうも挙がっ

ておりますように、中学校で２校、西中と三島中、

この学校は教室が目いっぱい、そんな状況です。

それから、小学校では三島小です。 

  さらに、今度は子供たちが、児童が減ったりし

て規模が極端に小規模になってございます。そう
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いう状況もあって、これらのことについては、既

に申し上げましたように、学区審議会あるいは耐

震診断等の経過を踏まえながら、適正規模編制が

望ましい、そんなふうに思っております。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 課題については教育長の

ほうでも、あるいは教育課のほうでも十分にご承

知のことと思いますし、幾つかの答弁の中でお答

えが出ておりますので、この点に関しましては、

よく精査をしながら、子供たちのよりよい環境づ

くりということで施設整備をお願いしたいという

ふうに思います。 

  また、教育費の確保という部分ですけれども、

厳しいのはもちろんでありますし、大きなハード

事業も控えているということで、これは大変なご

苦労があろうかというふうに思います。せっかく

合併した折でありますので、どなたか議員の方か

らも─松原議員からでしたか、特例債への主要

事業というようなことでご質問が出ておったわけ

なんですけれども、ぜひ教育費という部分に関し

て、市長には積極的に特例債なども活用できる部

分は有効に活用していただきたいというふうに思

うわけなんですが、市長、どうでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 特例債の話が出ましたけれ

ども、予算編成の中では、起債については有利な

もの、該当するものがあれば、そういうもので対

応していきたいということでご理解をいただきた

いと思います。 

○議長（髙久武男君） ここで10分間休憩いたしま

す。 

 

休憩 午後 ３時０５分 

 

再開 午後 ３時１５分 

 

○議長（髙久武男君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） それでは、(2)のほうへ

移らせていただきたいというふうに思います。 

  高校再編計画と中高一貫校ということで、前段

申し上げましたように、那須地域におきましても

中学の卒業見込み者数ということで、平成16年度

を100としたときに、平成26年、10年後には

84.8％と、約15％の子供たちが減ってくるという

中での再編なわけであります。そうした中で、こ

の那須地区が必ず後期計画の中では対象になって

くるという部分でありますが、再編については高

校の教員という部分でご経験のある教育長といえ

ども、再編がどうなるかという部分についてはな

かなか難しいものがあろうかというふうには思う

わけなんですが、やはり目玉というのが中高一貫

校であるというふうに私は思うわけであります。 

  2004年度の中で、もう既に41都道府県が公立で

導入をしておりまして、実は今年栃木と福島が導

入を決めたというところで、栃木県としては割と

後進的な位置づけで中高一貫校に取り組むという

ことになったわけであります。現況、特色のある

本市の教育という部分の一こまとして、ぜひこの

中高一貫校というものを前向きにとらえてみたい

というふうに考えるわけなんですが、教育長、い

かがでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 私も魅力のある課題なん

ですけれども、ただ、残念ながら、中高一貫校と

いうのは普通高校に設置するという前提でござい

ます。 

  そうしますと、市内に４つの高校がございます

が、例えば黒磯高校ですと、黒磯中学が非常に生
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徒数が減ってしまってきている。ここがまたこれ

以上減るということはちょっと考えにくいですね。 

  それから、那須拓陽高校に普通科がございます。

西中とのかかわりなんですが、那須拓陽高校は少

しやはり総合高校なものですから、学科数が多く

て、ここへ入る余地がちょっと難しい。 

  それから、南高とあるわけですが、南高でそう

したメリットがあるかどうかということを考えま

すと、残念ながら立地条件というか、基盤がちょ

っと見通しが暗いということを申し上げたいと思

います。 

  そのものは、私は結構だと思っております。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） ぜひ、19年度を目途に発

表したいということを私も県のほうから伺ってお

りますが、一発勝負でぱっと出てくる結果であろ

うというふうに思うわけであります。何の事前の

打診等々もないものということが前期計画の経過

の中からも読み取れるわけでありまして、どうぞ

市内那須地区の高校の方々ともいろいろと研究を

していただいた上で取り組んでいただきたいとい

うことを申し上げて、次の項に参りたいと思いま

す。 

  行財政改革と予算編成ということで、まずは本

市における財政課題という部分、先ほどご答弁の

中で歳入の確保、自主財源の確保というような部

分があるわけですが、もっと具体的な課題、ある

いは財政計画に取り組む中でのもうちょっと具体

的な数値目標というようなものはないんでしょう

か。 

  例えば経常収支比率などは、決して本市におい

ていい数字ではない。これは全国的にどんどん硬

直化してきているわけでありますから、本市だけ

がというわけではないわけですが、それを打破す

るための合併ということが、最も大きな目的であ

るというふうにも言えるわけであります。16年度

には89.6％にまでなってまいりました。こういう

数値をどうしていくとか、もう少し具体的な数値

目標はありませんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 特に目標値、そういっ

たものを設定している状況ではございません。今

後財政基盤の確立といったものを掲げて合併をし

たということでございますので、その辺のところ

を十分に勘案しながら、今後の財政の編成に当た

ってまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 具体的な数値目標はない

ということではありますけれども、やはりこの辺

のところの思いというものが、まず根幹に大きな

柱としてあって、それに向けて進んでいくという

べきものではないかなというふうに思うわけです。

総合計画の策定に当たっても、こうした財政計画

との並行した動きの中で、実効性のあるものがで

きていくべきものであるというふうに思うわけな

んですが、この中で行革への取り組みメニューと

いう部分で、行革の大綱の策定等へ向けた進捗は

どうなんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 企画部長。 

○企画部長（松下 昇君） お答えをいたします。 

  現在、庁舎内の職員で検討した結果、行革大綱

の部分につきましてたたき台ができましたもので

すから、行革の懇談会に示しまして、今議論中で

ございます。この行革大綱を固めまして、今度は

具体的な改革プラン、その中には必要なものにつ

いては目標値を設定していくというような流れの

中で検討しているという、今、現段階にあります。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 
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○１９番（関谷暢之君） 中身の具体的なメニュー

は、もう少しお示しいただけないでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 企画部長。 

○企画部長（松下 昇君） お答えをいたします。 

  いろいろなメニューがあるわけですけれども、

例えば事務事業の見直し、その中には補助金の問

題、それから、あるべき組織・機構の問題、それ

から、住民との協働の問題、その他もろもろ９項

目以上のもので成り立っているというふうに、現

在のところ、項目立てをしております。まだ具体

的には中身を細かく確定はしておりませんので、

議論中ということになろうと思います。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 財政部局としての具体的

な手法といいますか、財政改革への手法的な部分

でのメニューはございますでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 事業一つ一つの選別、

こういったものはこれから必要になってくるであ

ろうと思いますし、先ほど企画部長のほうからも

お話がありましたとおり、市単独補助金、そうい

ったものも相当出ている状況にあろうかと思いま

す。こういったものをきちんと精査をした上で、

財政的な対応を図っていくというようなことも一

つのメニューに入ってくるというふうに考えてお

ります。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 先ほどの義務的経費とい

う部分の抑制という中で、もちろんこれは人件費

が一番大きいものであって、定員の適正化計画と

いうような部分へ入ってくるんだろうと思うんで

すけれども、分子があって分母があって経常収支

比率という部分の中での、分子を減らして分母を

増やしていくと。分母の部分に関しては、先ほど

市長答弁の中でも収納率を上げていくとか、そう

したものがあるんだろうというふうに思うんです

が、人件費という部分での管理計画の中で、どの

程度抑制が予測されるか。現段階の中で、シミュ

レーションという部分でしょう。まだ計画まで達

していないわけでありますが、例えば経常収支比

率などにどの程度反映されると見ていますでしょ

うか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 人件費がどの程度経常

収支比率に反映をするか。ちょっと私どものほう

でも、今の時点ではまだシミュレーションをして

おりませんので、その辺の数値はお答えできませ

ん。 

  定員の適正化というふうなお話がございました

が、平成17年度中にこの計画を策定しますという

お話を最前からしているところでございます。 

  それと、また一方では平成20年、３年後からは

相当数の職員の定年退職が見込まれるという状況

にあろうというふうなお話も申し上げたところで

ございます。組織・機構の見直し等々を踏まえた

上で、どれだけの職員が適正に配置をすればいい

のか。将来的な形のものを含めて、この平成17年

度の中で定員適正化計画等々を策定してまいりた

いというふうに考えております。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） それでは、ちょっと質問

をまた別な方向へ向けまして、市債の起債と公債

費とのバランス。財政を健全化というのには、本

市においてはまだそこまでの領域ではないのかも

しれませんが、そうした観点の中からの市債、公

債費に対するバランスの考え方はお持ちでしょう

か。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 現在の那須塩原市の起

債の比率は結構高い状況にあるというのは、私ど
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ものほうも十分に認識をしているところでござい

ます。 

  先日、総務省のほうで、新聞にも報道されたか

と思いますが、起債の起こし方が変わりつつある

というふうな状況が出てきております。各市町村

の自治体の財政的な規模、そういったものによっ

て財政の比率、起債の比率が高いところは制限が

より厳しくなるというふうな状況に来年度からな

りつつあるというふうなことも決まったようでご

ざいます。そういった中で財政を編成します上で、

やはり地方債というのは必要なものでございます

ので、適切な形での起債の起こし方、そういった

ものを十分に踏まえてまいりたいというふうに思

っております。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） また、減債基金でありま

すとか、財政調整基金の計画的運用という部分へ

のお考えはいかがでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） いずれにしましても、

こういったものにつきましては適切な考え方のも

とに財政基盤の確立、そういった形で予算編成に

当たってまいりたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 現段階では、財政計画的

な方向性がないということで、例えばこういうポ

イントになってくるような経常収支比率でありま

すとか、起債の仕方でありますとか、あるいは減

債、財調の基金の積み立てる目標でありますとか、

その運用方法でありますとか、できれば、今非常

に合併後の過渡期の中で、何もかもが、職員の皆

さんもむしろ事務量も増えた中で、総合計画もな

い。予算編成にしても、その基準となるものをな

かなか見出しにくい。財政面でも厳しいものを引

き継いでいるだけというような中で、大変に苦し

い状況であろうかというふうには思うんですけれ

ども、一刻も早くそうしたものを、できるところ

から、あるいはポイントになるところというのは

具体的なイメージあるいは目標というものをきち

んと持って臨むべき。そうしたことがやはり住民

に対しても、情報の開示の中で、現況、那須塩原

市というものを知っていただきながら、いわゆる

協働のまちづくりというものへ臨める部分ではな

いかなというふうに思うわけであります。 

  いろいろと細かくお聞きしたい部分もあったわ

けですけれども、この辺に関してはやはり早期に、

財政あっての計画ということを再度申し上げてお

きたいと思います。 

  市長にお伺いをしようかなとも思ったんですが、

恐らく総務部長の答弁の中でほぼ思いは伝えられ

ているのかと思うんですが、市長、財政面という

部分で何かございましたら。 

○議長（髙久武男君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 今、総務部長のほうから、

数字的にはまだ示せる状況でないという話をして

おりますけれども、財政的な考え方の中では、当

然どういう形の起債が適切かというものは、先ほ

ども申し上げましたように、起債の起こし方等に

もあるわけでございます。 

  確かに、１つ上をとりますと、合併特例債を使

いますと、当然起債の占める率が高くなりますの

で、それを使うことになると負債が大きくなる。

一般的な起債を使えば、数字上は起債が小さくて

財政の持ち出しが大きいということで、償還して

いった時点で有利なのは特例債だということにな

るわけでございますので、一概に数字だけで判断

するというのも、違った部分もあるのかなという

ふうに認識はいたしております。 

  いずれにいたしましても、前から申し上げてお
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りますように、今年度につきましても継続して、

来年度につきましてもこれまでやってきた事業を

進めて、早期完成をしていきたいという考え方で

もおりますし、実を申しますと、平成17年度の予

算枠の中で、さまざまな面で当初予算計上したよ

りも大きな補助金が来ておるという、例えば予定

したものを100％といたしますと、それを超えた

部分もございます。当然、そういうことになりま

すと自己資本をそこに投入しなければならないと

いう状況も生まれておりますので、そういうもの

をさらに精査しながら、18年度予算の対応を図っ

てまいりたいというふうに考えておりますので、

ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 市長のコストコンシャス、

コスト意識を持った思いということで受けとめさ

せていただきたいと思います。 

  それで、今後の予算編成の手法ということで、

枠配分あるいは包括的予算制度ということで、検

討課題には乗せていただけるということでありま

すけれども、行政評価は確かに市民の行政サービ

スの満足度をより高めるためという部分でのこと

でありますけれども、各部局の中での限られた財

源の中で、創意工夫によって、より質の高いサー

ビスを、成果を出しながら、より抑えたコストの

中での財政運営という部分においても、非常に有

効ではないかというふうに思うわけです。 

  昨日の吉成議員が志半ばで時間切れによって到

達できなかった部分にもなるわけですが、そうし

た中で、行政評価システムにもある、目的の妥当

性というものを執行した枠配分であるとか、包括

的な予算制度ということによって、最少限のコス

トで最大限の成果を発揮しようという実効性であ

るとか、逆に、成果を落とすことなくコストを下

げていこうという効率性であるとか、そうした部

分にとっては、私はかなり有効な手法であり、さ

らにはそこでコストを抑えたことによって、残っ

た予算という部分を次年度にある程度─全額と

は言いませんけれども、さらに次の事業に向けて、

各課の裁量によってとり行えるような、そうした

システムというのは非常に職員の方々の意識、モ

チベーションというものを維持していく上では有

効ではないかというふうに思うんですが、いま一

度いかがでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 初めに、市長のほうか

らお答えをしましたとおり、先進自治体にあって

は、部課といったところの枠配分、そういった予

算の編成の仕方を取り入れてやっていらっしゃる

というような自治体もたくさん出てきております。 

  今現在、行政評価システム、こういったものを

３年かけて本物にしようということで進めている

ところでございます。行政評価システムが確立し

ました後、これにつきましては必ずやはり予算に

反映をさせるというふうなものは出てくるわけで

ございます。その期間の中で私どものほうも枠配

分等々、それから部課等々の職員のやる気を起こ

させるような予算編成の仕方、そういったものも

十分に研究をしていきたいなというふうに思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 大いに研究をしていただ

いて、ぜひいい制度として取り組んでいただきた

いというふうに思います。 

  それでは、最後、ＩＳＯについてでありますけ

れども、旧西那須野において、私も外部から見て

おった折に、ＩＳＯを旧黒磯市が認証取得された

ということで、すばらしいなというふうに見てお

ったわけなんですが、その内実、名称は違うわけ
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ですが、先ほどご答弁いただいたような形で、西

那須野町環境保全率先実行計画というような中で、

同じような取り組みがなされてきたと。 

  今後、拡大していくというときに、今の財政の

問題にもかかわってくるわけなんですが、自治体

において、行政において、もちろん事業体として

のＩＳＯを取得できたわけなんですけれども、Ｉ

ＳＯがすべてではないというようなことも感じる

わけであります。今の行政評価システム等々も、

目的は違ってもマネジメント・サイクルの中で動

いていく、そうしたこと。あるいは、来年度策定

予定となっております地球温暖化防止実行計画

等々、いろいろな環境問題の施策に取り組んでい

かなくてはならないという中で、民間においてよ

く聞くお話で、ＩＳＯというものを認証取得も大

変なんですが、そこから先の管理維持していく部

分というのが、また大変な状況であるという中で、

現実の問題として、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 生活環境部長。 

○生活環境部長（相馬 力君） ＩＳＯにつきまし

ては、現在のサイト、先ほども申し上げましたよ

うに、将来的にいいますと、これを拡大をするの

か否かということになります。 

  ただし、答弁の中でも申し上げましたように、

18年度には当然地球温暖化防止実行計画─名前

としましては仮称ですけれども、それをつくって、

那須塩原市が事業所としてつくり上げたい。そう

なりますと、ＩＳＯのサイト以外、全エリアが入

ってきますので、そうなると、内容的には共通し

た部分というのは相当出てくると想像しています。 

  そういった中で、事業所としての実行計画をつ

くる中では、庁内の全体的に検討していかなけれ

ばならないと思っていますので、そういう庁内検

討委員会の中でＩＳＯのあり方も、今後、例えば

このまま続けて拡大をするのか、あるいは自己宣

言的なもので地球温暖化とあわせて進めるような

形をとっていくのか、そういった意味をその中で

検討していきたいなと考えております。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 私も同感であります。こ

のＩＳＯというものが行政としてということで、

一つの象徴、あるいは全市というのが市民も巻き

込んだという部分で、こうした地球環境の負荷を

軽減していこうという部分の取り組みの象徴とし

て率先垂範する姿としての意味合いは非常に大き

いものであり、市内の事業者等々への啓蒙啓発と

いった部分においても大きな意義があるという意

味では、全く否定をするものではないわけであり

ますけれども、今後取り組んでいくいろいろな行

革への施策、環境施策というような部分の中で、

必ずしもＩＳＯでなくてもいいという部分は、私

も同感であります。 

  ただし、これが行政だけの問題ではないという

中で、市民にまでどうこうしたものを落とし込ん

でいくかという部分が一番大切なところであろう

という中では、どうぞ精査をしていただきたいと

いうふうに思うわけであります。 

  また、今後、来年度の地球温暖化防止実行計

画─仮称ということですけれども、そうしたも

のへ取り組んでいく中において、全市的なイメー

ジからいったときに、生活環境部が担当していた

という、このＩＳＯもそうなんですけれども、私、

正直言って総務がやっているのかなと思って伺っ

たようなところがあったんですが、その辺は何か

経緯があったらば、申しわけありませんが、お答

えいただきたいんですが。 

○議長（髙久武男君） 生活環境部長。 

○生活環境部長（相馬 力君） なぜ環境部門で取

り組んだのかというのは、経緯を私が言うのもつ
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らいところなんですけれども、基本的には事業所

として、一つのサイトを取り組むという意味では、

当然、総務なりという、管理の中でやっていくと

いうのが事業所としては一つの考え方ではあるの

かなという気もしないではありません。ただ、旧

黒磯の時代、環境分野で初めて取り組むという中

では、環境としてやっていくのも一つだろうなと

いう部分でそうなってきたのかなという気はして

います。 

○議長（髙久武男君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） ちょっとつまらない質問

をしてしまったんですけれども、いずれにしても

全市に拡大して取り組まなければならない問題で

あって、今後のいろいろなそうした計画の実行主

体においても、私は環境部が中心になって、その

策定作業をつくっていったとしても、もちろん統

括責任者としては市長がトップダウン的な計画で

落とし込んでいくことにはなるんだとは思うんで

すけれども、その辺の担当所管も、むしろ総務的

な部分できちんと組織の中で全市に拡充していけ

るというような姿も考えるべきではないかなとい

うふうに思うわけです。 

  また、ＩＳＯの中で内部監査というような部分

が重要なポジションを持っていたと思うんですけ

れども、その辺の拡充が、今後自主宣言であった

としても、一番重要な部分になってこようかとい

うふうに思います。ＩＳＯであれ、何とか計画で

あれ、何よりもやはり職員の皆さんの意識という

ものが何よりもまさるものだというふうに思いま

す。私たちも、ともどもそうした意識を持ちなが

ら、全市に広げていけることを約束をしながら、

質問を終わらせていただきたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 以上で、19番、関谷暢之君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 水 戸   滋 君 

○議長（髙久武男君） 次に、20番、水戸滋君。 

〔２０番 水戸 滋君登壇〕 

○２０番（水戸 滋君） 20番、水戸滋でございま

す。本日最後、また今定例会最後の市政一般の登

壇者となりました。議員各位、また執行部におか

れましては、大変お疲れのことと思います。 

  私自身待ちくたびれたのが本心でありますが、

会派の同士が十分に登壇できて、大変うれしく思

っているのも一つであります。私もこの体で気合

を入れまして、与えられた持ち時間を当局にぶつ

けてみたいと思います。それでは、答弁に当たり

ましては、どうぞ明快な答弁を望み、質問に入り

たいと思います。 

  今回、私は２項目、いずれも本市の産業につい

ての質問であります。地域はたまたま塩原に偏り

ましたが、私は本市の基幹産業としての大変重要

な問題であると認識をしているところであります。 

  それでは、１の産業観光行政について伺うわけ

でありますが、(1)の塩原温泉開湯1200年記念事

業についてであります。 

  この事業は、旧塩原町において平成16年6月に

地域再生計画の認定を受け、各種事業に取り組ま

れ、新市においても引き続き事業実施がなされて、

現在に至っておるところであります。３月の第２

回議会定例会で、平成17年度施政方針の各施策の

基本的な考えで、すべての施策の目標、活力に満

ちた那須塩原市の建設に関する事業の２つ目とし

て、栗川市長がしっかりと述べられている事業で

もあります。 

  今年から来年にかけて数々の記念イベント事業

がなされるわけであります。また、予定をされて

いるわけでありますが、そこで、何点か質問をい
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たします。 

  ①は、現在までに行った各種宣伝事業の成果と

課題であります。 

  記念事業実行委員会が６月に結成され、各種事

業内容を検討され、実施がなされております。私

も同僚議員と９月の古式湯まつりを初め、幾つか

のイベントに参加をし、先般も東京で行われたプ

レイベント、塩原温泉創生フォーラムに多くの議

員とともに参加をしてまいりました。当局におい

ては、こうした事業の成果あるいは課題をどのよ

うにとらえているのかお伺いをするものでありま

す。 

  ②番は、今述べた位置を踏まえて、今後の宣伝

事業の展開についてお伺いをするものであります。 

  ③番は、市全体の観光あるいは産業と記念事業

のあり方というものはどういうふうにリンクされ

ていくのか、そこについてお伺いをするものであ

ります。 

  市内には、当然のことながら板室温泉やいろい

ろな名所旧跡がありますが、それらをどのように

生かしていくのか。また、記念事業後の温泉産業

の考え方を、あわせてお伺いをするものでありま

す。 

  次に、(2)番の資源リサイクル畜産環境整備事

業についてであります。（仮称）塩原堆肥センタ

ー事業の推進状況と運営計画について伺うもので

あります。この問題につきましては、他の議員も

質問され、答弁を見ておるわけでありますが、そ

れらを含めまして何点か質問をいたします。 

  平成15年あるいは16年度、そして今年度まで３

か年の事業で県の農業公社が事業主体で進められ

ているものであります。当初の計画と現在の状況、

これはアンケート調査後でありますけれども、や

はり参加を希望する農家も減少している中で、こ

のような現状を踏まえていくと、本当にこの運営

がスムーズに展開できるのかなという不安もあり

ます。 

  そこで、この中で、やはり搬入料金。前回の定

例会においても1,100円という数値が出てきてお

ります。今回の数値は1,500円であります。やは

りここにこの事業の、この本会議であってもそう

したずれが出てきているというのが実際でありま

すので、その辺を明確に幾らで進めていくのか、

これは基本的なことでありますので、お伺いする

ものであります。 

  また、搬入されるスラリーあるいは固形分の料

金はどうなるのかということであります。当然な

がら、スラリーというものはやはり液状のもので

あります。固形分、これは仕切りを含めたものの

換算でいいかと思うのでありますけれども、同じ

堆肥であっても種類が違うものでありますから、

当然価格が違ってもおかしくはないわけでありま

すので、この辺についてはどのような料金設定が

なされていくのか、これについてもお伺いをする

ものであります。 

  また、オガ粉でありますけれども、先般の答弁

の中に、良質のものを使用すると。この良質とい

うのはどこを基準に良質と言っているのか、その

辺についても伺うものであります。オガ粉の完熟

堆肥というものは水稲あるいは畑作、園芸等には

影響がないと、振興事務所等でもはっきりと結果

データは出ていないという結果があります。未熟

堆肥においてオガ粉を水田等で使用した場合、ど

うしてもオガ粉が浮く。これはただ浮いただけで、

問題等はないという見解も出ておりますので、そ

の辺はクリアできているのかなと認識をするもの

であります。 

  また、搬入される堆肥の中に外来の有害雑草等

の種子が問題になるわけであります。高温で堆肥

が発酵していけば死滅するとなっておりますが、
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この根拠というものをしっかり把握できているの

か。前回は、小規模ながら各農家のデータが出て

いるというだけであって、これが明快な実績とし

て本当にできてきているのか、この辺についても

改めて伺うものであります。 

  それから、脱臭といいますか、悪臭といいます

か、当然堆肥の切りかえをしていく中で出てくる

悪臭は、ブロアで強制的に二次発酵槽に戻すとい

うことでありますけれども、果たしてこれだけで

においというものがクリアできるのかなというこ

ともありますので、その点についてもお伺いをい

たします。 

  それから、利用先であります。 

  前回はやはり耕種農家、園芸農家、市民農園、

学校農園と、これは公共あるいは農家そのものへ

行くわけでありますけれども、そのほかに、この

できたものを販売する計画というものも当然生ま

れてくるわけでありますけれども、その計画とい

うものをどのように進めていかれるのか、これに

ついても伺うものであります。 

  以上、堆肥センターであります。 

  次に、(3)番の八郎ケ原牧場についてであります。 

  市営放牧場としての価値と、今後の管理運営に

ついて伺うわけでありますけれども、この一般質

問提出の後に、私がこの本会議の議案資料を見た

中で、議案128号の付議事件となっており、いさ

さか面食らったところがあるわけであります。こ

の牧場につきましては、合併前、昨年の12月に塩

原町が取得され新市に引き継がれたわけでありま

す。取得に当たっては、町議会も大変な審議を尽

くされたと聞いております。私個人としても、生

乳生産本州一と誇れる市の牧場としての価値、取

得額は１億4,690万でありますけれども、その価

格だけでないものと、この価値を認めるところで

ありますので、当局はその価値というものをどの

ようにとらえているのかお伺いするものでありま

す。 

  今後の運営計画についてでありますけれども、

当然のことながら、条例がつくられた中でこのこ

とが出てくるわけでありますけれども、では本年、

平成17年度について少し検証を加えておきたいと

思うので、当初の計画、平成17年度においては市

直営で行う予定で３月に予算計上されておるわけ

であります。その後に変更がなされ、放牧場を賃

貸に至っております。そうした理由、あるいはそ

の料金設定についてどのように決められてきたの

か。賃貸料でありますけれども、伺うものであり

ます。 

  また、この放牧場を管理するにはどのくらいの

経費がかかってくるのかということも、やはり試

算をされていると思うので、伺っておきたいと思

います。 

  最後の質問になりますけれども、大きな２番で

あります財団法人那須塩原農業公社についてであ

りますけれども、①番、②番とも道の駅、明治の

森・黒磯あるいは湯の香・しおばらという農業公

社が施設を運営している中での産直会事業につい

てお尋ねをするものであります。 

  旧黒磯、旧塩原の農業公社が今年統合をしまし

て、那須塩原農業公社となり、業務が遂行されて

おります。産直会も毎年着実に実績を伸ばしてい

るわけでありますが、中身については多少違いが

あるように見受けられます。同じような条件で施

設利用の考えは、またこの施設を利用しない産直

会との連携はどうなるのか、この辺についても、

あわせて伺うものであります。 

  以上、１回目の質問であります。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋議員の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 
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〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 20番、水戸滋議員の市政一

般質問にお答えをいたします。 

  私からは、観光行政の塩原温泉開湯1200年記念

事業についてお答えをいたします。 

  最初に、現在まで行った各種宣伝事業の成果と

課題についてお答えをいたします。 

  塩原温泉開湯1200年記念事業につきましては、

本年６月に実行委員会が設立され、市の支援のも

とに事業が展開されているところでございます。 

  具体的な事業といたしましては、市外への情報

発信を目的として、９月に新宿で開催されました

「やすらぎの栃木路」新宿フェア、銀座での塩原

温泉誘客キャラバン、11月には壬生町で開催され

ました「とちぎファームフェスタ」、東京汐留で

の全国合併市町村夢フェスタ2005に参加するなど、

多くの機会をとらえ、広くＰＲをしてきたものと

思っております。 

  一方、地元では塩原温泉まつりや那須野巻狩ま

つりに参加し、市民の皆さんに塩原温泉開湯1200

年のＰＲを行ってきたところでありますが、より

多くの市民の皆さんにご理解をいただくことが、

事業を効果的なものにするための一番大切なこと

と認識をしております。今後はあらゆる機会をと

らえて情報の提供を行っていきたいと考えており

ます。 

  また、11月22日には開湯1200年記念事業、プレ

イベントとして、東京都新宿において塩原温泉創

生フォーラムを開催したところであります。この

イベントは、旅行雑誌社や記者、旅行会社、マス

コミなどに参加を呼びかけ、開湯1200年に合わせ

た記念事業やイベントの内容を紹介するとともに、

塩原温泉のすばらしさをアピールしたもので、各

メディアや旅行業界に強く印象づけられたものと

思っております。今後、旅行雑誌、各マスコミに

おいても取り上げていただき、旅行を商品化され

ることを期待しておるところでございます。 

  次に、今後の各種宣伝事業の展開についてお答

えをいたします。 

  まず、1200年の幕開けといたしまして、大みそ

かから元旦にかけてのカウントダウンイベントを

皮切りに、さまざまな機会や場所をとらえ、内容

の充実した、より効果的な事業が実施される予定

となっております。 

  次に、市全体の観光、産業と記念事業のあり方

についてお答えをいたします。 

  今回の塩原温泉開湯1200年を記念した多くの事

業やイベントを契機に、全国各地から多くの観光

客が那須塩原市を訪れ、塩原温泉、板室温泉を初

めとした市内のさまざまな観光資源のすばらしさ

がＰＲできるものと思っております。さらには、

農業など他の産業にも相乗効果がもたらされるも

のと期待をいたしておるところでございます。 

  このほかにつきましては、産業観光部長に答弁

をいたさせます。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） それでは、私のほ

うからは、産業観光行政の(2)番、(3)番及び農業

公社の事業についてご答弁をいたします。それで、

新たに答弁いたすので、漏れているものが出てく

ると思いますので、答弁が終わった後、補足とし

て説明しますので、よろしくお願いします。 

  まず最初に、資源リサイクル畜産環境整備事業

についてお答えをいたします。 

  まず、（仮称）塩原堆肥センター事業の進捗状

況につきましては、一次発酵棟、乾燥棟及び二次

発酵棟は、現在工事中であります。また、管理棟

については今月に発注し、残る外構工事について

は全体的な工事の進捗状況により、適宜発注して

いく予定であります。全体の進捗率はおおむね
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70％と聞いております。 

  また、運営計画につきましては、阿部議員、早

乙女議員にご答弁申し上げたとおりでございます

ので、省略をいたしたいと思います。 

  次に、八郎ケ原牧場についてお答えをいたしま

す。 

  八郎ケ原牧場の市営放牧場としての価値と今後

の管理運営についてということですが、同放牧場

は旧塩原町が平成16年12月に取得したものであり、

合併により本市に引き継がれたものです。本市の

基幹産業であります酪農の振興を図るためには、

この市営牧場が担う役割は大きなものがあると認

識をしております。 

  また、管理運営につきましては、指定管理者制

度の導入により、効率性を重視した適正な管理運

営に努めていきたいと考えております。 

  次に、財団法人那須塩原市農業公社事業につい

てお答えをいたします。 

  初めに、道の駅、明治の森・黒磯の管理運営に

ついてお答えをいたします。 

  道の駅、明治の森・黒磯は平成９年度に栃木県

が設置したもので、その施設の中に農林業施設と

して、旧黒磯市が地元青木地区の活性化を目的に

物産センターを同時に設置したものであります。

この物産センターには、地元農産物直売所、レス

トラン、パン工房等複数の店舗が入っており、市

から管理運営を委託された農業公社がそれら店舗

の運営を統括して、全体的な発展を担っておりま

す。 

  また、この物産センターにおける農産物の売上

高は年々伸びており、産直会の会員数も増加し、

青木地区の活性化及び地産地消に十分効果を発揮

しているものと考えております。 

  次に、道の駅、湯の香・しおばらの管理運営に

ついてお答えをいたします。 

  道の駅、湯の香・しおばらは、観光と結びつい

た新たな農業を展開し、農業、農村の活性化を推

進するために、平成８年度に旧塩原町が設置した

複合施設で、管理運営を那須塩原市農業公社に委

託をしております。この施設は観光地塩原という

立地条件を最大限に利用した展開を行っていると

ころであり、明治の森・黒磯と同様に、地元に対

する貢献度は大変大きなものがあると考えており

ます。 

  それでは、補足説明ですが、最初に堆肥センタ

ーの絡みで何点か補足説明したいと思います。 

  第１点の搬入料金、当初計画1,100円から1,500

円というご質問がありましたが、この搬入料金の

決定的な基礎は入荷代金を基礎にしております。

それと、プラス年間の平均の入量の販売量、ここ

で計算に使いましたのは、入荷が85円。当初はそ

れの3.5％、年間の１棟の入量が8,000㎏で計算を

しまして、1,100円の計算で出しております。準

備委員会でいろいろ内容を検討しましたが、入荷

の85円は変更がないんですけれども、3.5から4.5

に引き上げております。あと、１棟の年間の入量

8,500は変わりません。それでトン当たり1,500円

に変更しております。 

  この変更した理由につきましては、当初、搬入

料も料金を取る、畜産農家が持っていく場合も料

金を取るというような料金の設定だったんですけ

れども、畜産農家について、できた堆肥について

はそれぞれの畜産農家が必要とする量分を無料で

持っていってもらうというふうに変更しましたの

で、この搬入料にその分を乗せたということの計

算になっております。 

  あと、スラリーと固形の搬入の値段の違いとい

う質問ですが、これは準備委員会で十分内容は検

討しましたけれども、最終的に畜産農家のふん尿

処理をするということには変わりはないので、ス
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ラリーでも固形物も搬入料は同じということで決

定をしております。 

  次に、オガ粉の問題ですが、良質ではないオガ

粉はということで、オガ粉にもいろいろ種類はあ

りまして、どれが良質だとははっきり言えないん

ですけれども、オガ粉の中には建築廃材等を利用

したオガ粉等があります。そこら辺は、ある程度

良質ではないというような判断になろうと思いま

すが、できれば杉、ヒノキ等のオガ粉を使えば一

番問題ないかと、そのように考えております。 

  次に、雑草等の死滅関係ですが、研究機関のデ

ータによりますと、病原菌、寄生虫関係の死滅温

度につきましては、その機によっては若干の相違

はあるわけなんですけれども、堆肥の温度が60℃

でこの研究のデータを出しているわけなんですけ

れども、サルモネラ菌、赤痢菌等については１時

間で死滅をするというふうなデータが出ておりま

す。あと、雑草の種子関係の発芽率の関係なんで

すけれども、これについては堆肥の温度が50℃未

満ではほとんど死滅はしないわけなんですけれど

も、60℃で２日間あれば、雑草についてはほぼ死

滅をするという研究データがあります。ですから、

この堆肥センターについても、前の議員さんに答

弁申しましたように60℃から70℃になるというよ

うな内容が出ておりますので、雑草等殺菌等には

問題がない、このように考えております。 

  次に、悪臭関係ですが、これにつきましては、

現在の脱臭装置で十分クリアできるというふうに

聞いております。 

  あと、利用農家の考えなんですけれども、これ

が一番大きな問題で、実質那須塩原市内の水田農

家等を見てみますと、畜産農家と堆肥の交換をし

ている場合には水稲の稲わらと堆肥の交換という

形のやりとりがほとんどなものですから、実質、

ここでできた堆肥を今後畜産農家等に販売すると

いう場合には相当大きな問題が出てくると思いま

す。そこら辺の解決策につきましては、今後酪農

協、農協等、十分に協議をして進めていかなくて

はならないと考えておりますが、いずれにしても、

耕種農家の販売というのは、今の段階では相当大

きな問題になってくると考えております。 

  それと、八郎ケ原牧場関係につきましては、先

ほど議員、17年度当初は直営予算ということの質

問でしたが、最初から委託で17年度は組んでおり

ます。 

  それで、委託から貸し付けの変更になったとい

うのは、指定管理者制度等がありましたので、委

託の事業のほうはできないということがありまし

て、いずれにしても、この事業は当初から旧塩原

町から直営でやるというような契約ではなかった

ものですから、あくまでも全部委託ということで

考えていたみたいで、実質行政がこれをやると、

なかなか難しい面もあるものですから、委託とい

う考えで実施しております。その関係で、４月か

らの指定管理者制度の絡みで委託はできないと。 

  そこで、ここに預託している畜産農家の計画も

あるものですから、実質、元ここの所有者であり

ました酪農協同組合に貸し付けをお願いして育成

放牧場をお願いしたという経過になっております。 

  それで、この使用料については市の普通財産の

条例の計算で出しておりまして、固定資産の評価

額、あと使用日数、使用面積等を計算しまして、

使用料として４月20日から10月28日の192日です

が、21万4,765円の使用料を取って貸し付けをし

て育成放牧場を実施したということになっており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） それでは、再質問に入り

ます。 
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  まず、塩原開湯1200年事業から入っていきたい

と思います。 

  先ほど市長のほうから説明があったわけであり

ますけれども、実行委員会を立ち上げて、ここで

言いますと東京を中心としたメディア等を利用し

て誘客を呼ぶ、あるいは来年度事業に向けてのイ

ベントを持ってくる。地元においては各種お祭り

等を利用して、市民あるいは住民に呼びかけて、

多くの方々にＰＲを図っているというわけであり

ますけれども、その中で、まず市民という点から、

当然のことながら、そういうお祭り等で足湯も持

ち込みましてＰＲをしていたわけでありますけれ

ども、市民が実際1200年祭というイベントをなか

なか認識していない。当然のことながら、イベン

トに来た方はこういうのもあるんだという形であ

りますけれども、イベントに来られないとか、イ

ベントに参加しない方にとっては、どうしても

1200年祭のＰＲが行き届かない。 

  そうした面を考えますと、やはり地元が盛り上

がらない状況で、全国のお客さんを誘致しようと

いうのはなかなか難しいのかなと。これはメディ

アを使って、あるいはそういうものを使えば、確

かに誘客というのは目指せますけれども、新市の

那須塩原市のイベントとして取り組む場合、やは

り住民がしっかり盛り上がっていかないと、この

イベントの成功はないのかなと私は思うんです。 

  その辺のところについて、今までイベント等、

お祭り等で実施してきたわけですけれども、その

他の、今の住民の方に周知する考えというのをど

のように考えているかお伺いします。 

○議長（髙久武男君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） ただいま市民に対するＰＲ

ということでございますけれども、実は私も東京

のほうへ行って、戻りまして、その際に事務局の

ほうに地元に対するＰＲということで、少なくと

もパンフレットぐらいは各公民館とか、そういう

ところへ置いておくぐらいの考え方を持ってくれ

ということで、先ほども申し上げましたように、

これからあらゆる機会をとらえてやっていきたい

ということで、そういう話も事務局のほうには以

前にいたしたところでございます。まだ実現され

ていないということで残念に思っておるんですが、

そういうことで、少しでも市民全体にＰＲをして

いきたいということで考えておりますので、ご理

解をいただきたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） ただいま市長が答

弁されましたように、確かに地元のＰＲが不足だ

というのは痛感しております。パンフレット等は、

ポスター等がありますので各公民館との周知はす

ぐに図りたいと思うんですが、これからの市のあ

らゆる事業及び広報等が利用できれば、市民のＰ

Ｒには努めていきたい、そのように考えておりま

す。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） やはり住民が盛り上がっ

て初めて、このイベントが成功すると私は確信し

ているものでありますけれども、やはり実行委員

会が行政とともに進んでいく。 

  そういう中で、これはたまたま実行委員長の田

代さんの記事でありますけれども、この中で出て

くるのは、やはりＰＲ活動ですけれども、残念な

ことに、地元の旧塩原町には折り込みチラシ等を

配布している。これは２回ぐらい配布する予定だ

と。本当に温泉街だけのイベントじゃないかなと。

実行委員の委員長さん自体がこういうコメントを

しているということは、これは住民に、当然のこ

とながら旧西那須野あるいは旧黒磯の方になかな

かおりてこないのかなと。この辺です。 

  それと、チラシ等で宣伝するのも結構でありま
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すけれども、このイベントにはきちんとロゴマー

クがありまして、いろいろ桃太郎旗あり、あるい

ははんてんがあり、こうしたものもあるわけです

から、その辺もどう考えているか。ロゴマークの

入った旗等は、本当に見受けられない。私が感じ

ているのは、もの語り館の入り口に何本かあるか

なと。塩原温泉街にものぼり旗がない。これはど

のように、市長、受けとめますか。 

  また、交通機関あるいはもろもろのところに、

チラシは結構ですけれども、それよりももっと目

につくロゴマークの入ったこういうのぼり旗、こ

ういうものをしっかりと宣伝に使えないものかど

うか。市長の考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） では、私のほうか

らお答えしたいと思います。 

  今出たのぼり旗、はんてん等、確かにＰＲには

十分効果があると思います。ただ、本年度の実行

委員会の予算もあるものですから、とりあえず本

年度につきましては塩原温泉の旅館、ホテル等に

ついては、各施設の規模に応じたはんてんの枚数

をお願いしまして、これを着てＰＲしてもらう。

はんてんについては、今そのようなことをとって

おります。 

  また、のぼり旗につきましては、確かに議員お

っしゃるとおり一本も立っていないというのが実

情なものですから、これについても実行委員会の

中で予算等を検討して、早急にそこら辺のＰＲに

使いたい、そのように考えております。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） やはり目から受けてくる

もの、これが大きければ大きいほど……。チラシ

では、やはりこれも限られたものです。常に立っ

ているものというのは必ず目に入りますから、そ

うしたことで、より多くの住民の方に周知をして、

この事業が成功しないことには残念でならないも

のですから、その辺のところをしっかり実行委員

会と予算等も考えて、早急に進めていただきたい

と考えるものです。 

  今後の展開でありますけれども、カウントダウ

ンを初め、来年のイベントに向けて、もろもろの

イベントがなされていくわけでありますけれども、

やはりこうしたものもより多くの方が参加できる

ようなイベントというものをこれから考えていく

んでありますけれども、その辺についてはどのよ

うに受けとめていらっしゃるのか。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 来年度の事業に向

けまして、今各実行委員会で細かい事業等につい

ては検討しているところですが、大きい日程につ

いては、ほぼ、本祭とか前夜祭というのは決定し

ておりますが、それに付随した細かな各観光協会

とか実行委員会がそれぞれ実施する事業について

は、まだ決まっていないのが数多くあるものです

から、そこら辺の事業もこの中で全体的に取り組

んでいるというような事業を計画していきたいと

考えています。 

  ただ、各事業は今、数多く来年度の事業として

は載せているわけなんですけれども、実質それが

今後実行委員会で詰めていく段階で全部は無理な

面も出てくるかとは思うんですけれども、そこら

辺の事業の中でなるだけＰＲ等ができるような事

業等も組んでいきたい、そのように考えておりま

す。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） その辺のところをしっか

り実行委員会とタイアップして、連携を深めて、

今後の展開をしていただきたいと要望いたします。 

  ③番の観光・産業としての記念事業というあり

方、当然のことながら、このイベントを機に温泉
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産業というものをしっかり定着させる。本市の基

幹産業、農業あるいは観光というものがここで定

着しないと、本市にとってもなかなか今後の展開

というのは難しいのかなと私は思うわけでありま

す。 

  先ほど、この中で出てきました全国へのＰＲと

いう面、それから農業とのタイアップをしていく

という、この辺について、もう少し詳しくお聞か

せ願えれば幸いでありますので、お願いいたしま

す。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 観光産業につきま

しては、非常に他の産業に影響を及ぼすのが大き

いと私は考えております。特に、観光産業で影響

を及ぼすのは一般的に農業関係、商業関係。とい

いますのは、観光客が多く集まれば、それなりに

地元の農産物等の利用が多くなる。また、商業に

ついては、お土産とか、そういう商品の売り上げ

が大きくなる。総合的に含めて、観光産業が広が

れば、他の産業に与える影響というのは相当大き

いものだと、そのように考えておりますので、こ

の事業で塩原温泉等の観光客が増えれば、それな

りの農業とか商業に与える影響は大きいものと考

えております。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） 確かにリンクする部分で

活性化できるという面がございます。また、当市

の観光、当然塩原の観光協会あるいは西那須野観

光協会、黒磯の観光協会、こうした各観光協会と

の連携も、このイベントを機にやはりしっかりし

たものをつくっていかなければならない、こう考

えているわけです。 

  特に温泉街ですね。板室温泉は、当然のことな

がら温泉ですから、同じような形態ですけれども、

やはり先ほども言いましたように名所旧跡等、あ

るいは明治の開拓当時の現存の遺産というものが

ありますから、そうしたものをやはり観光協会と

タイアップしながらいかなくてはならないと考え

ておるんですけれども、そうした観光協会の今後

のあり方というのはどういうふうにとらえていま

すか。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 確かに、議員おっ

しゃるとおりだと思います。 

  ただ、観光協会につきましては、議員ご存じの

ように、まだ合併前のそれぞれの市町で観光協会

を実施しておりますので、そこら辺の統一した事

業がなかなかできないというのは、そこら辺の問

題があると思いますが、いずれにしても、那須塩

原市の観光を進めていく上では、やはり現在各地

区にある観光協会は合併して、那須塩原市を１つ

とした観光協会ができて、それで活用すれば、理

想的な観光協会の活用ができるというように考え

ております。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） 確かに、まだ旧態のまま

で独立しているわけでありますから、なかなかや

はりプライドといいますか、今までの経緯がある

わけですから、これからすぐにとはいかないわけ

であります。当然のことながら、そこを行政が何

らかの形で一本化にするという、これは本市の産

業としての意味合いからすれば、当然行政として

はしっかりとその辺のところを結びつけていく、

この役目もあるわけですけれども、その辺のとこ

ろについてはいかがですか。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 議員おっしゃると

おりでございますので、それぞれの観光協会等に

ついても、行政としてもある程度の、指導までは

いかないんですけれども、それなりのお願いをし
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ていきたい、そのように考えております。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） この記念事業については

３点ほど、今回私、出させていただきました。き

のうも企画部長から、このイベントをもって本市

の一体感のあるものにしていくという強い言葉が

あったわけでありますけれども、やはりこの開湯

1200年祭という記念事業を本当の新市の起爆剤と

して、当然のことながら一体感もそうであります

し、観光産業としての位置づけというものをしっ

かり築き上げていただきたい、これをお願いして、

次の項に移りたいと思います。 

○議長（髙久武男君） ここで10分間休憩させてい

ただきます。 

 

休憩 午後 ４時２８分 

 

再開 午後 ４時３８分 

 

○議長（髙久武男君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） それでは、(2)番に移り

たいと思います。 

  先ほど答弁をもらったわけでありますけれども、

追加のほうでもいただいたわけでありますけれど

も、今現在、進捗状況は70％と。一次・二次発酵

槽、あるいはそのほかの施設を今、手がけている

ということでありますけれども、準備委員会でこ

れから、当然のことながら経営計画等にも入って

いかれると思うのでありますけれども、これでや

はり来年、18年４月１日稼働でよろしいんですか。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） ４月からある程度

の１か月ぐらいの準備の稼働期間等は必要になる

と思いますので、正式に稼働するのは５月半ばご

ろにはなると思います。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） ５月稼働となりますと、

もう年を明けてすぐに準備委員会等で管理体制と

か、人員的なものもございますけれども、そうい

うものをもう実際は本当は組み上げていくのかな

と、私はそう思ったんですけれども、なかなかそ

こまで踏み込めていけないという事情があるよう

です。前回もやはりその中で一部直営一部民間と

いいますか、分けてあるということがございます。

そうした場合、管理体制もどのようになっていく

のかなと。その点については、準備委員会等では

どのような方向性が出ているのかお聞かせ願いた

いと思います。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 今、準備委員会で

出ていますのは、要するに堆肥をつくる段階まで

の範疇については委託を考えている。それ以外の

事務的、あとは畜産農家との対応、そのほかの面

については行政のほうで事務対応するというよう

な考えで、今のところおります。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） そうすると、事務的なも

ので直営的なものとなってきますと、やはり使う

農家と、先ほど言った販売という面では、これも

やはりかかってくるんです。それは直営の行政の

ところで携わるのかなと。当然のことながら、５

月まで試験稼働をしながらいくわけでありますけ

れども、その販売とか、そうしたものを本当に今

から探さないと、あるいは契約をしないと本当に

間に合うのかなという疑問が出てきます。当然の

ことながら、仕上がるまでにはある程度の日数が

かかるわけでありますけれども、稼働してからで

は、とてもじゃないが間に合わないんじゃないか。
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その辺について、そういう計画というものはどの

ように進められているか。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 先ほども申しまし

たが、販売が一番大きな問題になると私も考えて

おります。 

  販売につきましては、準備委員会の中でいろい

ろ検討しておるわけなんですけれども、最終的に

準備委員会で検討して答えが出るのは難しい問題

なものですから、市全体の農務関係の連絡協議会

というのがございますので、そこら辺で今後早急

に販売等を市全体として考えていきたい、このよ

うに考えております。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） 早急に、これは早ければ

早いほど、やはり取引先というものを決めれば、

それだけ有利なわけでありますから、ぜひその辺

については進めていただきたい、こう考えます。 

  それから、オガ粉でありますけれども、やはり

良質のオガ粉、建設廃材というものは全然意味合

いが私は違うと思うんでありますけれども、そう

した入荷先あるいは契約というものを、この辺も

当然準備委員会では持ってくると思うんですけれ

ども、その辺については、やはり近隣から、ある

いはもう本当に遠くからでも運び込むのか、その

辺についてはいかがですか。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 100％のフル稼働

をしますと、１日約８ｔほどのオガ粉が必要にな

ります。現在、委員会の中で出ておりますのは、

新潟方面でそのようなオガ粉を大量に仕入れがで

きるというような話も聞いているものですから、

そこら辺で今当たっている状況でございます。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） わかりました。 

  やはり発酵する分あるいはこっちから販売する

分という、ここの入口、出口というものがしっか

りいかないと、やはりこの事業が当初の予定より、

アンケートをとるとかなり落ち込んでスタートす

るのかなと。特に酪農家、乳用牛は減っているん

ですけれども、和牛の繁殖等が結果を見ると１件

しかない。前回14件ぐらいの予定でいたわけであ

りますけれども、その辺のところを今後もう少し、

アンケートをとった結果でありますけれども、も

う少し稼働に向けて努力していただきたい、こう

考えるわけであります。 

  最後に、やはりこの問題は、本市が本州一生乳

生産であると。受賞するのは結構でありますけれ

ども、やはり排せつ物がしっかりできた上で日本

一ではないかなと私は思うのであります。やはり

売るだけではなくて、出たものを自分でしっかり

処理する、これで初めて本市の日本一という酪農

であるかな、こう思いますので、ぜひ行政もしっ

かりとてこ入れをして進めていっていただきたい、

これをお願いして、次の八郎ケ原牧場についてに

移ります。 

  先ほど私も失礼をいたしました。直営でという

話でありますけれども、最初から管理運営で八百

四十何万を入れてきたと。これは訂正いたします

けれども、それでは、３月にこの予算を組んで、

この八郎ケ原牧場は５月の頭にもう放牧場経営が

始まりますので、実際の委託先というものは、ス

タート時から明確でなかった。この辺はいかがで

すか。これは決まっていたんですか。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 委託先につきまし

ては、先ほど私のほうから答弁した、購入の時点、

旧塩原町が購入した時点で、ある程度の委託先は

決まっていた、そのように思っております。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 
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○２０番（水戸 滋君） 実は、私は、この質問を

出してから、関係機関と少しすり合わせをしてき

ました。当の大きな酪農農業協同組合ともお話を

聞いた中では、当初市が直営でやるのではないか

という考えでいたと。実際、４月になって初めて、

部長さん以下がお見えになって、ぜひお願いをし

たいと。当然のことながら、ただではだめなので、

賃貸にして現在の価格でと来たという話を私は聞

いてきたんですが、その辺についてはいかがです

か。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 今言った議員のお

話は、私も当然その場へ行ってお願いしています。

そのお話はそのとおりでございます。ただ、先ほ

ども申しましたように、旧塩原町が平成16年12月

10日に議会で議決をもらって購入した時点で、放

牧場として購入をしておりますので、あくまでも

購入した以上はそれを利用するということで私は

購入しているんだと思います。 

  その時点で、本来ならば、設置管理条例を上程

して議決するのが、私は当たり前だと思っていま

す。その条例ができていなくて、ただ旧塩原町が

そこを購入した議決だけで新市に引き継いだとい

うことでございます。そして、直営でやるという

考えで購入しているのであれば、それなりの人事

等はその時点で旧塩原町で考えておくのが私は筋

だと考えております。そこら辺を含めまして、私

は先ほど答弁した、購入時点で委託先は決まって

いるんだと、そのように答弁したわけでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） ３月議会で私ども議会と

しても手落ちがあったといえば手落ちであります。

当然のことながら、条例のない放牧場に予算をつ

けてしまったという、これは事実でありますから、

その辺のところを踏まえて、９月の補正で出て

きたのかなと、こう考えているわけでございま

す。 

  でも、４月にやはり組合との契約ができた時点

で、では、なぜ９月まで補正で落とさないのか。

その辺のところ、財務はいかがですか。どうとら

えていますか。９月になってしまうんですか、こ

の件については。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 予算の対応の仕方とい

うことでございますが、実際に私どものほうも当

初は条例設置といったものが進むであろうという

ふうに考えていたところでございます。残念なが

ら条例化ができなかったというようなことがあり

まして、予算的な対応については当初予算で計上

したものを９月に処理をさせていただいたという

状況でございます。 

○議長（髙久武男君） 20番、水戸滋君。 

○２０番（水戸 滋君） 時間も迫ってきたんであ

りますけれども、やはり今回の議案第128号とし

て出てくる、指定管理者もございます。17年度、

内容については、やはり我々も手落ちがあったわ

けですけれども、では指定管理者をやっていく場

合、やはり当然のことながら、議会が通ればすぐ

にもかからないと、これは難しいのかなと。 

  当然のことながら、他放牧場、那須の共同模範

牧場は直営でやっております。県営の土上平ある

いは霧降等につきましては、もう指定管理者で現

行でお願いするという形ができております。だか

ら、ことしの委託管理というのがしっかりできて

初めて、委託管理、また当然のことながらお願い

先をある程度これから決めるんでしょうけれども、

見えてくるのかなと。でありますので、しっかり

とその辺の中身についても詰めていただきたいと
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思います。 

  それから、基本料金は17年度から比べますと、

やはり20円高と、これが実質出てきます。私が考

えたんですけれども、まだ安いなと。安いと言え

ば、ここの放牧場というのは本県で一番やはり増

体量といいますか、１日の肉のつき方、体重が増

えるという面では730g増えると。那須の模範牧場

でありますと550g増えていく。やはり値段的には

向こうが10円安いのでありますけれども、１g増

やすのに、やはりそれ相応のお金を取ってもいい

のかなと。それだけきちっとしたものが出てくる

という結果が出ております。同じく、県の牧場で、

これについては660g、こういうものが出てきます

ので、やはりそうした面を考慮しますと、もっと

中身については改良の余地があるのかなと。これ

は私自身ですけれども、考えるところであります

ので、そうした面をもう少ししっかり指定管理者

とする部分でしっかりやはりつくっていただきた

い、こうお願いするものであります。 

  次の項目に移るわけでありますけれども、農業

公社につきましては、やはり公社の施設を利用し

て産直会が直接地元の会をつくって運営なされて

いる。当然のことながら、那須塩原市で１つにな

ったわけであります。施設は平成９年、８年にそ

の当時の公社事業でつくっているわけであります

けれども、やはり一本化というものを考えながら、

中身については青木のほうが若干余分な面がかか

っているのかなと。ここまでしか今回、言いませ

んけれども、やはりそうした面からしますと、も

っとしっかり一本化の方向に向けて、なおかつ地

元の農業を振興していくという面で、やはり農業

公社というのをもう一度見直していただきたいと

いうのをお願い申し上げまして、私の市政一般質

問を終わりにいたします。 

○議長（髙久武男君） 以上で、20番、水戸滋君の

市政一般質問は終了いたしました。 

  以上で、質問通告者の質問は全部終了いたしま

した。 

  市政一般質問を終わりたいと思いますが、異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  市政一般質問を終わります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案の各常任委員会付託につい

て 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第２、議案の各

常任委員会付託についてを議題といたします。 

  ただいま上程中の議案については、審査のため

各常任委員会に付託をいたします。 

  議案第108号から議案第118号まで、及び議案第

122号から議案第129号まで、並びに議案第141号、

議案第142号の21件については、お手元に配付の

議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託し

たいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案付託表のとおり各常任委員会に付

託いたします。 

  関係常任委員会は、委員会日程に基づき審査を

行い、本会議最終日、委員長は登壇の上、審査結

果の報告を願います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎請願・陳情等の関係常任委員会

付託について 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第３、請願・陳
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情等の関係常任委員会付託についてを議題といた

します。 

  新たに提出された陳情２件については、既に配

付いたしました請願・陳情等文書表のとおり、関

係常任委員会に付託いたしたいと思いますが、異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、請願・陳情等文書表のとおり関係常任

委員会に付託をいたします。 

  関係常任委員会は、委員会日程に基づき審査を

行い、本会議最終日、委員長は登壇の上、審査結

果の報告を願います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（髙久武男君） 以上で、本日の議事日程は

全部終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時５４分 
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